
    
      
        
      
    

  



[image: ]










[image: ]











Contents





491　クマさん、過去の話を聞く

492　クマさん、封印箇所を確認する

493　クマさん、大蛇が復活する兆しを感じる

494　クマさん、封印を守る

495　それぞれの戦い

496　サクラ、お手伝いをする

497　シノブの命懸けの戦い

498　クマさん、それぞれの封印の建物に向かう

499　クマさん、ムムルートさんに連絡する

500　クマさん、見守る

501　クマさん、大蛇との戦いが始まる

502　サクラ、封印の強化をする

503　国王、動く

504　クマさん、大蛇と戦う　その１

505　クマさん、大蛇と戦う　その２

506　クマさん、カガリさんの秘密を知る

507　クマさん、岩の大蛇と戦う

508　サクラ、泣く

509　クマさん、復活した大蛇と戦う

510　フィナ、シノブを介抱する

511　クマさん、帰りたいが帰れない

512　クマさん、フィナとシノブに説明する

513　国王、島に向かう

514　クマさん、一休みする

515　クマさん、国王と話をする

516　クマさん、クリモニアに帰る

書き下ろし　過去編　カガリ　その１

書き下ろし　過去編　カガリ　その２

書き下ろし　過去編　カガリ　その３

あとがき

電子版特別付録　クマさん、カガリさんと休む














[image: ]










[image: ]










[image: ]










[image: ]










[image: ]










[image: ]491　クマさん、過去の話を聞く






　和の国にやってきたわたしは、忍者の格好をしたシノブという女の子と出会い、父親の仇かたき討うちに手を貸してほしいと頼まれた。

　シノブはジュウベイと名乗る父親の仇である男と戦うが、負けてしまう。

　そして、わたしはシノブの代わりに男と戦い、倒した。

　でも、その戦いは、わたしが和の国を救う力があるかを確かめるために仕組まれたものだった。

　どうして、そんなことをしたのかを尋ねたら、夢で未来を見ることができる人物がいて、わたしが国を救う希望の光だと言ったらしい。

　それで、わたしの実力を確かめるために、和の国でも実力者であるジュウベイさんと戦わせることになったと説明する。

　初めは、人を試すようなやり方に怒ったわたしだけど、クマの着ぐるみを着た女の子は希望の光には見えないだろうことや、真剣に頼むシノブのため、わたしは未来を夢で見ることができるサクラという人物に会うことにした。

　わたしを待っていたのはフィナと同じぐらいの年齢の、小さい女の子だった。

　サクラは全てを話してくれた。

　大蛇おろちという強力な魔物がこの国に封印されていること。近々その封印が解けるため、再封印の手伝いをしてほしいこと。サクラ自身、夢で何度も死んだこと。夢で温かい光を放つ獣に乗った人物に救われたこと。

　小さい体で救いを求める少女の手を振り払うことはできず、わたしは条件付きで手を貸すことにした。

　その条件とは、無理だったら迷わず逃げるのを許してくれること。わたしだって、万能ではない。できないこともある。

　わたしは勇者でもヒーローでもない。




　そして、わたしはサクラとシノブと一緒に、数百年前に封印された大蛇がいるリーネスの島にやってきた。

　その島には封印を守りながら何百年も生きる狐きつねの女性がいた。名前はカガリ。胸が大きくて色っぽい、大人の女性。

　カガリさんは、過去に大蛇が現れたときに、ムムルートというエルフの冒険者たちとともに大蛇を封印したことを話してくれた。

　そのエルフの冒険者のムムルートに会わせてくれれば、わたしを希望の光として認めると言う。

　わたしはカガリさんの言う冒険者と同姓同名同種族の存在を知っていた。

　話を聞いたとき、希望の光といわれたわたしの本当の役目は、ムムルートさんを連れてくることではなかったかと思った。ムムルートさんを連れてくることができるのは、わたしが知る限り、わたししかいない。

　わたしはクマの転移門を使い、ムムルートさんと一緒にいた孫のルイミンを連れてきた。

　カガリさんは、泣き、喜び、感謝をした。

　そんなやりとりを孫娘のルイミンに見られ、ムムルートさんは恥ずかしそうにしていた。




「それじゃ、ムムルートには現状の封印を見てもらいたい。ムムルートも皆もついてきてくれ」

　わたしたちはカガリさんを先頭に建物から外に出る。

「ここは森の中か？」

　建物を出ると、ムムルートさんが周りを見る。建物の周辺は整地されているが、その周りは木々が生え、森のようになっている。

「お主が大蛇を封印した島じゃよ」

　その言葉だけで、ムムルートさんはすぐに理解をしたみたいだ。

「そうか。それなら、この島で戦えば、人の暮らす街には被害は出さずにすみそうだな」

「すまぬ。それがそうもいかなくなった」

　カガリさんはムムルートさんの結界を使い、男性が入れないようにしたことを話す。

「まあ、そんなわけでお主が作った封印の上に新たに妾わらわの結界を張ったせいで、結界を解くとお主が張った封印も一緒に解かれてしまう」

「でも、どっちにしろ大蛇と戦うなら、両方の結界を解けばいいんじゃない？」

　結界を解いて、男性も含めた力がある者を集めて戦う方法もある。

「そう簡単なものじゃない。封印効果が弱いとはいえ、封印がある状態で戦うのと、完全に封印が解かれた状態で大蛇と戦うのとでは天と地の差がある。失敗すれば、大蛇が人がいる街に行ってしまうかもしれぬ。そうなれば、被害は大きくなる。そして、恐怖という負の感情で大蛇の力を増すかもしれぬ。封印を完全に解くってことは、妾たちには全員で戦えるメリット以上にデメリットがある」

　確かに、カガリさんの言うとおりだ。封印に、どれほどの効果があるかは分からないが、大蛇の力を半減、もしくはそれに近いくらい力を抑えることができれば、戦える者も増える。ただ、女性限定になってしまう問題もある。

　逆に封印を解けば、男性も戦えるが、完全復活した大蛇と戦うことになる。現状では両方ともメリットとデメリットがある。

「だから、まずは封印効果がある状態で大蛇と戦い、妾たちだけでダメなら、改めて、そのときに封印を解けばいい」

「だが、どうして、そんな結界を……」

　ムムルートさんは確認するようにカガリさんを見る。

「……シノブ、サクラの耳を塞ふさいで、少し離れよ」

「はいっす」

「えっ、カガリ様？　シノブ、何をするんですか？」

　シノブはカガリさんに言われたとおり、サクラの手を引っ張り、わたしたちから少し離れ、サクラの耳を塞ぐ。それを確認したカガリさんは口を開く。

「当時、妾がこの島にいることは知られていた。そして、妾は絶世の美人じゃろう」

　カガリさんは色っぽいポーズをする。

　確かに、カガリさんは美人だ。出るところは出て、プロポーションもいい。数年後のわたしだ。

「深夜、島にやってきて、妾の寝床に入ってくる者が絶えなかった」

「護衛をつければよかろう」

「その護衛までが襲ってきたからのう」

　わたしはカガリさんに出会ったときの服装を思い出す。あの乱れた格好で、男の前に出ていたら、誘惑しているように見られてもしかたないような気がする。

「それに、この島で争いが起きたり、邪よこしまな考えを持つ者が集まれば、負の感情が溜まり、大蛇の封印が解ける可能性があった」

「確かにそうだが、当時の王は、よく許したな」

　もしものことを考えたら、男性の力は必要だもんね。

「もちろんじゃ。だが、あることがきっかけで、結界を張る許可が出た」

「それは？」

「過去に国王の弟が反逆を起こしたことがあった。人望もないどうしようもない男だったが、野望だけは強く持っていた。兄を殺そうとしたり、いろいろと画策をしたが失敗に終わった」

　ああ、やっぱり、長い歴史のなかにはそのようなこともあるんだね。

「それで、そのバカな弟は反逆罪となって、殺されることになった。だが、なにを考えたのか、弟は大蛇の封印を解いて、国もろとも兄を殺そうと企たくらんだ。それに賛同した男たちが島にやってきて、あのときは大変じゃった」

　思い出に浸るように話してくれる。

　自暴自棄ってやつかな？　一番、厄やっ介かいだね。

　死ぬなら自分一人で死ねって、言いたくなる。

「そんなこともあって、当時の国王から許可をもらい、島に男が入れない結界を張ったのじゃ」

「でも、男性だけって、そんな結界を張ることができるの？」

「魔力は男性と女性とで質が違う。それで判別するんじゃな。たまに男性に近い魔力を持っている女性もいるが、別にこの島に入れなくても問題はないじゃろう。その逆もあるが、そうそうあることじゃない」

　確かに島に入れなくても、生活に困ることはない。

　そもそも、この島にはカガリさんとその世話をする人がたまに来るだけと言っていた。

「もう、耳を塞がないでいいっすか？」

　シノブはカガリさんに話が終わったことを確認する。

「ああ、いいぞ。流石さすがに子供に話せる内容じゃなかったからな」

　カガリさんの許可をもらって、シノブはサクラの耳から手を話す。

「うぅ、なんだったんですか？　どうして、わたしだけ除のけ者にするんですか？」

　まあ、夜よ這ばいとか子供には話せないよね。

　もし「夜這いってなんですか？」と尋ねられても子供向けにうまく説明はできない。

「お主が大人になったら、話してやるから、今は許しておくれ」

「大人って、ユナ様たちはいいのですか？」

「まあ、３人はギリギリ大人ってことじゃな」

　カガリさんは少し目を逸そらしながら言った。

「うぅ、ずるいです」

　サクラは口を尖とがらせて、一人納得いかない様子だったが、「大人になったら教えてくださいね」とカガリさんに約束していた。
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　カガリさんがムムルートさんに説明しながら、森の中を進む。誰もいないので静かなものだ。

　巨大な魔物、大蛇が封印されているとは思えないほど穏やかな風景だ。

　ただ、鳥の囀さえずりも聞こえないので、もしかすると、危険を察知し、逃げ出しているのかもしれない。

「それで、わたしたちはどこに向かっているの？」

「大蛇おろちの頭が封印されている場所じゃよ。この島には大蛇の４つ頭と胴体をそれぞれ封印しておる」

「５つも封印してるんだ」

「大変じゃった。ムムルートたちが手伝ってくれなかったら、この国は滅んでいた。ムムルートたちが命懸けで、大蛇を弱め、封印することができた」

「わしたちだけじゃないだろう。多くの人が戦った」

「そうじゃのう。そして、多くの人が死んでいった」

　ムムルートさんとカガリさんは思い出すように言う。わたしには想像がつかないほどに、酷い戦いだったのかもしれない。

「カガリ様……」

　サクラが心配そうに声をかける。

「もう、昔のことじゃ。気にするな」

　もしかすると、大切な人がその戦いで亡くなったのかもしれない。

　しんみりした雰囲気は苦手なので、話題を変えることにする。

「そういえば、封印の管理ってカガリさんがしていたんだよね。サクラが夢で見るまで、封印が弱まっているって気づかなかったの？」

　記憶によればサクラの予知で封印の状態に気づいたと言っていた。それで島を確認したら、封印が弱まっていることは事実だと判明した。

　封印を管理していたカガリさんが気づかないわけがない。

「それは……」

「それは？」

「寝ておった」

　カガリさんは顔を背けながら答える。

「寝ていた？」

「えっと、カガリ様は長い間、寝ることがあるんです」

「妾は狐きつねじゃ、人とは違う。寝るときはまとめて寝ることもできる。その逆に何日も起きていることもできる。今回は酒を飲みすぎて、ひと月ほど、寝てしまったのじゃ」

　ひと月って。寝すぎじゃない？　それにお酒で寝てしまうって、結界を管理するのが役目でしょう。

「わたしたちが島に来ましたら、『あとひと月～』とか言ってました」

　あとひと月って、どんだけ寝るのよ。

　なんでも、過去には数年寝ていたこともあったらしい。

　それで、本当に結界を管理していたことになるのかな？

「人のことは言えぬが、妾わらわも平和ボケをしていたのじゃ」

　まあ、数百年も何もなければ、平和ボケしてもしかたないかも。

「ずっと、この平和が続くと思っていた」

　その思いは、無惨にも消えることになった。

　しばらく歩いていると、カガリさんが住んでいた神社と同じような建物が見えてくる。

「この中に大蛇の頭が封印されている」

　カガリさんは扉を開け、建物の中に入り、壁に埋め込まれた魔石に触れる。部屋の中が明るくなる。

　建物の中は広く、何も置かれていない。

「こっちじゃ」

　カガリさんの後をついていくと、部屋の中央に階段があった。

「サクラとシノブ……」

　カガリさんは２人の名前を言って、少し考えたあとルイミンのほうを見る。

「それとルイミンの３人はここで待っていてくれ」

「どうしてですか？　前に入ったときはそんなことは言ってませんでした」

「前とは変わっておる。見て気持ちいいものじゃない。本当なら、そっちのクマの嬢ちゃんも見ないほうがいいと思うが、嬢ちゃんが本当に大蛇と戦うつもりがあるなら、見たほうがいい」

　気持ち悪いものなら、わたしも見たくないんだけど、今のところ逃げるつもりもない。

「シノブはサクラとルイミンが勝手に動かないように見張っておいてくれ」

「くまゆるとくまきゅうもサクラとルイミンをお願いね」

　シノブだけでは不安なので、くまゆるとくまきゅうにも頼んでおく。

「「くぅ～ん」」

　サクラたちを残して、カガリさんを先頭にムムルートさん、わたしと階段を下りていく。階段を下りると上と同様に広い空間があった。

「あいつが掘った穴か」

　ムムルートさんは懐かしそうにする。もしかすると、当時の冒険者仲間が掘った穴かもしれない。

　カガリさんが中央を歩き、地面に埋まっている魔石みたいなものに触れる。すると、床に大きな魔法陣が浮かび上がる。魔法陣は数十メートルに及ぶ。そして、魔法陣が赤黒く光り、ゆっくりと点滅し始める。赤黒い色は気持ち悪い。

「確かにこれは見てて気持ちいいものじゃないね」

　魔法陣を見ていると、魔法陣が動いたような気がした。

　魔法陣が動く？

　気のせいかと思ったけど、気のせいじゃない。

　魔法陣の中にある黒い、大きな円形のものが動いた。

　わたしは構える。

「なにか、いる？」

　わたしの問いに、すぐにカガリさんが答えてくれる。

「大蛇の目じゃよ。妾が来ると、睨にらむように見てきおる」

　大蛇の目？

　目はギョロギョロと動き、わたしたちを見ているように感じる。

　目と分かると、さらに気持ち悪くなってくる。確かにサクラたちには見せないほうがいい。一人で夜にトイレに行けなくなるかもしれない。

　目はギョロッと動き、一点に止まる。気のせいじゃなければ、ムムルートさんのほうを見ているような気がする。

　でも、カガリさんが魔石に触れて魔力を流すと、大蛇の目はゆっくりと閉じる。

「そろそろ限界じゃ。今は妾が毎日魔力を込めて抑え込んでいるが、いつ封印が解かれてもおかしくはない」

　でも、今のが目って、大蛇はどれだけ大きいの？

「少し、調べさせてもらうぞ」

　ムムルートさんが魔法陣に向けて歩き出す。

「刺激は与えないようにしておくれ」

　ムムルートさんは確認しながら魔法陣の上を歩き、たまに魔法陣に手を置く。それを何度も行う。

「酷い状況だな。完全には封印できなかったわけか」

「数百年、封印できていたことを考えれば凄すごいことじゃ。あまりにも長い平和に、もしもの場合の対処法も考えずに暮らしてきたツケが回ってきただけじゃ」

「それを言われると、わしも頭が痛いな。わしも結界の中で暮らしてきたからな。それを嬢ちゃんに救われた」

　ムムルートさんの場合は封印されていた魔物が復活したわけじゃない。人が入れない場所に魔物が入り込んでしまっただけだ。それにあれには対処方法はないと思う。

「平和は何もせずに保てるものじゃない。武士や兵士が治安を維持し、魔物の脅威から守ってくれる。そうやって、平和は保たれる」

「でも、大蛇なんて大きな脅威は、簡単には対処できないと思うけど？」

「考える時間はたくさんあった。それをしてこなかったのは和の国の国民たち。それと男性を入れないように結界を張った妾も、なにも考えていなかった一人じゃ」

　確かに数百年は考えるには十分な時間だ。

「だが、それと同時に、数百年という年月は大蛇のことを忘れるにも十分な時間だ。世代が替われば、その当時の大蛇との戦いの記憶は薄くなり、危機感は失われていく」

　わたしも、昔の戦争のことを言われてもピンと来ない。よくないことだとは分かっているけど、当時の人たちがどれだけの恐怖や苦しみを感じたとか、どんな気持ちだったのかなんて分からない。

　それが戦国時代となったら、映画のような、物語の一つぐらいにしか思えない。

「和の国の平和ボケした国民と、妾の我わが儘ままのせいでこんな状況になった。自分で招いておいてなんじゃが、面倒なことをしてくれたものじゃ。昔の妾に忠告してやりたいわ。バカなことはするなとな」

　わたしだって、カガリさんみたいなことがあれば人避よけの対処ぐらいはする。クマハウスだって、それに近い。

「そんなことはないと思うよ。自分の身を守るのは大切なことだよ。でも、お城とかに住むことは考えなかったの？」

「いくら大蛇を倒した一人とはいえ、妾は数百年も生きている狐じゃ。同じ場所にはいられぬよ。妾のことを知っているのはごく一部の者だけじゃ。城に長くいれば、おかしく思う者が出てくる。それに妾は一人のほうが落ち着く」

　つまり、わたしと同じで引きこもりってことだね。

「それで、ムムルートさん。なんとかなりそうなの？」

　カガリさんの話を聞きながら、魔法陣を調べているムムルートさんに尋ねる。

「カガリの言うとおりに、封印と結界が複雑に絡まっている。一つの結界を解けば、繫つながっている全ての封印が解かれる」

「一つずつ封印を解除することはできぬか？　一か所ずつなら、少ない戦力でもどうにかなると思っておる」

「方法はあるが、可能かどうかは、他の封印箇所の状況を見てからだな」

「ムムルート、迷惑をかけることになった。すまぬ」

「気にするな。共に戦った仲じゃろう。できるかぎりのことはするつもりだ」

「感謝する」

　カガリさんは嬉しそうに微ほほ笑えむ。

　わたしもいるよ。って突っ込みはしたら、ダメかな？

　封印を確認し終えたわたしたちは階段を上がり、サクラたちのところに戻ってくる。

　３人はくまゆるとくまきゅうに寄りかかるように休んでいた。




　それから、わたしたちは２つ目、３つ目と地下にある大蛇の体が封印されている魔法陣を確認していく。

「あと頭が一つと、体か」

「それで、ムムルート様。状況はどうなんでしょうか」

「封印が解かれるのも時間の問題だろう」

「やっぱり、そうなんですね」

「だが、よく数百年もったものだ。カガリが一人でこの地を守り、人を誰も入れなかったことが大きいだろう。もし、カガリが男性避けの結界を張っていなかったら、もっと早く封印は解かれていたはずだ」

　そう考えると、男性避けの結界を張ったことは正しかったともいえる。でも、その当時に、大蛇と戦える優秀な人たちがたくさんいたなら、大蛇を倒せる可能性もあったかもしれない。

　こればかりは想像の範囲でしかないので、答えは出ない。

「再封印するには一度、大蛇の力を弱らせる必要がある。それでカガリと話をしているが、頭を一体ずつ対処する方法を考えている」

「できそうなのですか？」

「他の封印箇所の結界を一時的に強化すれば、なんとかなるかもしれぬ。ただ、頭の一つとはいえ、大蛇は強い。どれだけの実力者を集められるかだな」

「シノブ、そのあたりのことはどうなのじゃ」

　この点に一番詳しいと思われるシノブにみんなの視線が集まる。

「一応、封印が解かれた場合。港の近くに兵士が集まることになっているっす。それと……」

　シノブは少し言いにくそうにして、サクラを見る。

「なんですか？」

「もし、大蛇が完全に復活した場合、船に魔法使いを乗せて、大蛇を誘導して陸から遠ざけることが提案されているっす」

「それって、船の上から戦うってこと？」

「違うっす。あくまで国から大蛇を引き離すための誘導っす」

　つまり、遠距離から攻撃をして、和の国から大蛇を遠ざからせる。

「それじゃ、船は……」

「生きて帰ってくることはできぬな。大蛇から逃げ切ることは困難じゃろう。大蛇の攻撃を食らえば、船はたやすく沈没する」

　大蛇が迫ってくる中、海に放り出されれば……。

「命を懸けた誘導じゃな」

「でも、わたし、そんな話は」

「サクラ様に心配をさせないためっす。でも、サクラ様の予知では変わることはなかったっす。だから、国王様は失敗すると思っているっす。だけど、他の者は一つの案として、勧めているっす」

　成功するかどうかはやってみないと分からない。やらなければ、国が滅ぶのは間違いない。

「そんな方法は取りたくないね」

「失敗すれば、大蛇は和の国に戻ってくるっす」

　サクラの予知が正しければ、成功の望みは薄い。

「それに、大蛇を逃がすってことは、他の国に行く可能性もあるってことです。わたしたちの国の災いを他の国に押し付けるなんて」

「サクラの気持ちは分からんでもないが、上の人間は他国より、自国の国民を守ることを一番に考えないといけない。もし、スオウがそのように決断しても、責めるんじゃないぞ」

「…………」

　誰だって、身内が大切。国を守る王なら、自国の民を守ることを優先する。それが、他の国に迷惑がかかったとしても。分かるけど、なんともいえない気持ちになる。

「だから、そんなことをさせないように妾たちが頑張るんじゃよ」

　カガリさんは落ち込むサクラの頭に手を置く。

「はい」

　サクラは顔を上げて返事をする。

　ミリーラの町に来られても困るから、ここで討伐したいね。
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　わたしたちは５つ目の封印の確認を終える。それぞれの封印箇所の距離のことを考えると、大蛇おろちはかなり大きい。

　クラーケン並みと考えたほうがいいかもしれない。

「それでムムルート、封印の一時的強化は可能か？」

　全ての封印の確認を終えたムムルートさんにカガリさんが尋ねる。

「魔法陣の設置、それに必要な魔石があれば一時的な強化は可能だ。だが、どれほど時間が稼げるかは分からない」

「ふふ、０が少しでも増えれば、御おんの字じゃな。あとはどれだけ時間を増やすことができるか祈るだけじゃ」

　確かに０では討伐できる可能性は低くなる。でも、封印できる時間を少しでも稼ぐことができれば、討伐できる可能性も高くなる。

「わしは村に戻って準備をしてきたいが、嬢ちゃん、頼んでいいか？」

　問題はない。

　ここにいる全員はクマの転移門のことを知っているので隠す必要はない。わたしはクマの転移門を出し、エルフの村に向けて扉を開ける。

「それじゃ、行ってくる」

「頼む」

「ここにいると邪魔になると思うから、わたしもお爺じいちゃんのお手伝いをしてきますね」

　ルイミンがムムルートさんと一緒にクマの転移門に向かうとサクラが声をかける。

「ルイミンさん。お会いできて嬉しかったです。その、また、来てくれますか？」

　ルイミンがチラッとわたしのほうを見る。

「そうだね。大蛇の件が落ち着いたら、ルイミンを連れてくるよ」

　わたしの言葉にサクラは嬉しそうにする。

「ルイミン。扉は一度閉めるから、準備ができたら連絡をちょうだい」

「分かりました」

　ムムルートさんを先頭にクマの転移門の中に入っていく。ルイミンはサクラに向かって小さく手を振る。サクラも手を振り返す。２人が移動するのを確認して扉を閉じ、クマの転移門をしまう。

「本当に不思議な扉です」

「本当じゃ。妾わらわにも扉を開けることができれば、欲しいぐらいじゃ」

「わたしにしか開けられないからね」

　正確にはクマさんパペットじゃないと開けられない。

「それじゃ、開けっ放しにしておけばいいんじゃないっすか？」

「開けっ放しは魔力を消耗するから、無理だよ」

「まあ、これだけのことじゃ、魔力も相当消耗するじゃろう」

「残念っす」

　まあ、実際は魔力の消耗は大きくないが、無期限で開けっ放しはできない。

「それじゃ、妾たちも行動に移すことにしようか。シノブ、おまえはサクラを連れて戻れ。そして、今回のことをスオウに報告せよ」

「了解っす。でも、報告の内容はどうするっすか？　国王陛下にムムルートさんが強化結界を張ってくれることの説明をするっすよね？　それに、移動できる扉のことは秘密っすよね。ムムルートさんがここにいる説明ができないっす。扉のことを話したら、わたし死んじゃうっすから」

「確かに、そうじゃな」

　カガリさんは先ほどまであったクマの転移門の場所を見る。

　確かにムムルートさんが強化結界を張るなら、国王に報告する必要がある。いつ戦うか。戦力はどうするか。どうやって戦うか、どれもわたしたちだけでは決められないことばかりだ。

　国をあげての大掛かりな戦いになる。

　ただ、戦力といっても、どの程度のレベルかが問題だ。

　わたしとしては、戦力になるならいいけど、足手まといになるくらいなら、いないほうがいいと思っている。

　目の前で人が死ぬところは見たくない。だからといって、わたし一人で戦うわけにもいかない。

　最悪の場合、本当に船で誘導して、国から離すしかないのかもしれない。もしかすると、誰も住んでいない未開の地に行ってくれるかもしれない。

「とりあえずは、ムムルートのことは偶然に来たってことにしておけ」

　カガリさんは考えるのが面倒になったのか適当なことを言う。

　実際問題、契約魔法のことを考えると、ムムルートさんのことを説明するのは難しい。

「そっちのクマの嬢ちゃんも偶然にこの国に来たのじゃろう。そのぐらいの偶然が重なったとしても、問題はないじゃろう。もしくは絶世の美女の妾に数百年ぶりに会いたくなったとでも、言っておけ」

　確かに、カガリさんは美人だけど。自分で言うのは凄すごいね。いろいろな人から、何度も言われているんだろうね。わたしには縁のない話だ。

　わたしは自分の胸とカガリさんの胸を比べる。

　やっぱり、男は大きな胸が好きなのかもしれない。

「それじゃ、もし問い詰められたら、カガリ様が説明してくださいっすよ」

「ムムルートのことはスオウだけに伝えておけ。奴を言いくるめておけば、なんとでもなる。あやつの弱みの１００個や２００個、知っておるから、安心しろ」

　それって、安心していいのかな？

　それに１００個や２００個って、国王、弱味を握られすぎだよ。

　でも、国王を小さいときから知っているなら、そのぐらいあってもおかしくはないかもしれない。

　ちゃんと説明できるかという不安を残して、シノブとサクラは帰ることになる。

「それじゃ、送るよ」

　ここにはくまゆるとくまきゅうに乗ってやってきた。帰るときもわたしが送らないといけない。

「申し訳ありません」

　ムムルートさんが戻ってくるまでには、まだ時間がある。連絡があってから戻ってきても、遅くはない。

「それじゃ、サクラを送り届けてくるけど、すぐに戻ってくるよ」

「本当に不思議な嬢ちゃんじゃな。そんな変な格好をしているのに」

「カガリさんだって、狐きつねの格好しているから、格好についてはお互いさまだよ」

「妾は本物の狐じゃ」

　耳がピンと立つ。

「「くぅ～ん」」

　くまゆるとくまきゅうが張り合うように鳴く。

「お主たちのことをクマじゃないとは思っておらん」

　周りから笑いが起こる。

　くまゆるとくまきゅうを見てクマじゃないと思う人はいないよね。

「ふふ、それじゃ、行こうか」

「妾も途中まで一緒に行こう」

　サクラとシノブはくまきゅうに乗り、わたしとカガリさんはくまゆるに乗る。

「なかなかの乗り心地じゃな」

「くぅ～ん」

「なんじゃ？」

「当たり前だって」

「生意気なクマじゃのう。じゃが、モフモフなら、妾の尻しっ尾ぽに勝てないじゃろうがな」

　カガリさんの尻尾が揺れる。

「くぅ～ん」

「なんじゃと」

「くぅ～ん」

「妾のほうが上じゃ」

「くぅ～ん」

　そんなくまゆるとカガリさんの言い合いを聞きながら、海岸沿いに向かう。

　そして、海岸が見えてきたとき、くまゆるとくまきゅうが海のほうを見て警戒するように「「くぅ[image: ]ん」」と鳴く。

「なんですか!?」

　くまきゅうに乗っているサクラが驚く。わたしはくまゆるとくまきゅうの反応を見て、すぐに探知スキルを使う。

　ヴォルガラス？

　探知スキルにヴォルガラスの反応がある。それだけでなく、ワイバーンの反応まである。

　タールグイのときといい、この世界、こんなにワイバーンがいるの？

　そして、ワイバーンの反応以上に、別の表示に驚く。

　これはなんなの？

　大蛇の反応が、チカ……チカ……チカとゆっくりと点滅している。消えては表示され、消えては表示されている。

　これって封印されているから？　それとも封印が解けかけているということ？

　どっち？

　今のわたしは判断できる材料を持ち合わせていないし、考えている時間もない。

「くまきゅう様、くまゆる様、どうかしたのですか？」

「魔物が近づいている」

「なんじゃと」

　こっちには向かってきていないけど、どこかに集まっている感じがする。

「この方角は……」

　大蛇が封印されている場所？

　魔物が集まっている方角を見る。間違いなく大蛇の封印がされている場所だ。

「カガリさん、確認だけど。当時、大蛇が現れたとき、他の魔物も集まったりした？」

「ああ、確かに他の魔物も現れたな。まるで大蛇に引き寄せられるように集まっていた」

　もしかして、食料として魔物を呼び寄せている？

「どうしたんじゃ？」

「魔物が大蛇の封印箇所に集まっている」

「なに!?」

　しかも、１か所だけじゃない。

　嫌な予感しかしない。

　今すぐに、魔物を討伐に向かったほうがいい。

　でも、サクラをここに置いていくわけにはいかない。

　くまきゅうに頼んで陸まで運んでもらう方法もあるが、海の上で襲われでもしたら、背中に人を乗せたままじゃ戦えないし、危険だ。

　考えるまでもなく、安全な場所はクマの転移門の先だ。

「サクラは扉を使ってルイミンのところへ向かって」

　わたしは再度、クマの転移門を出して、エルフの村へと扉を開ける。

「ユナ様？」

　いきなりのことでサクラは戸惑いを浮かべる。

「魔物を討伐して、安全の確認がとれたら、迎えに行くから。今はごめん」

　わたしは押し込む感じでサクラをクマの転移門の中に入れる。

「シノブは？」

「わたしはユナを手伝うっす。ユナの話だと魔物が封印箇所に向かっているっすよね。それなら、少しでも手が多いほうがいいっすよ」

　クマの転移門の先へ行かせるのはサクラだけになった。

「ルイミンに迎えに行かせるから、門から出たらそこから動かないでね」

「わ、わかりました。皆さん、無理はしないでください」

　サクラも自分がここにいても足手まといになることが分かっているので、残るとは言わなかった。

　わたしは扉を閉め、クマフォンを取り出して、ルイミンに通話する。すぐにルイミンの声が聞こえてくる。

『ユナさん？』

「ルイミン、サクラをそっちに行かせたから、迎えに行って」

『なにかあったんですか？』

「魔物が集まってきたの。討伐するまでの間、安全確保のため、サクラをそっちに行かせたから」

『魔物が!?』

「もしかすると、大蛇の封印が解ける前兆かもしれないから、ムムルートさんに準備を急いでもらって」

『分かりました』

　クマフォンの通話を切る。

「それで、嬢ちゃん。魔物の状況は分かるのか？」

「いちばん最初に行った封印付近に集まっているみたい」

　他も集まっているが、そこがいちばん数が多い。

「先ほど、魔力を込めて寝かせたはずなのに。急いで向かうぞ！」

　わたしとカガリさんはくまゆるに乗って、シノブはくまきゅうに乗って駆け出す。

「くそ、ムムルートが来て、どうにかなると思った矢先に魔物が集まってくるとは」

「でも、ユナがいてくれたおかげで、魔物にすぐに気づけて、サクラ様も安全な場所に逃がすことができたっす。今は魔物の襲撃を防げばいいだけっすよ。そうすればムムルートさんが、封印の強化をしてくれるっす」

「そうじゃな。さっさと魔物を討伐すればいいだけじゃな」

　わたしたちの目的は魔物の討伐だ。

　そして、ムムルートさんが封印の強化を行って、大蛇の頭を一つずつ倒せばいいだけだ。
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　封印されている場所へ向かっていると、カガリさんが上を見て声をあげる。

「あれは、ワイバーンか？」

　空にはワイバーンが何かを探しているように旋回している。

「それも一体じゃないっす」

　探知スキル範囲内だけでも、10体はいる。

「それにあの小さい黒い鳥のようなものはなんっすか？」

「あれはヴォルガラスじゃな」

　遠くて肉眼では黒いカラスのような鳥が飛んでいるようにしか見えないけど、カガリさんの目にはちゃんとヴォルガラスを認識できるみたいだ。狐きつねって目がいいのかな？　それともカガリさんだから？

「数が多いっすよ」

　どこから来たのか、ヴォルガラスの群れが島に集まってきている。探知スキルには数え切れないほどの反応がある。

「ワイバーンと争っている感じっすね」

　空ではワイバーンとヴォルガラスが大蛇おろちの頭が封印されている場所を縄張り争いのように取り合っている。

「くぅ～ん」

　くまゆるとくまきゅうが止まる。

「なんじゃ、クマはなんて言っておる？」

「それぞれの封印の場所に魔物が集まっているから、どれに向かうの？って」

「５か所全てか!?」

「頭が封印されている４ヶ所だけみたい」

　探知スキルで確認したが、体が封印されているところには集まっていない。

「食料かもしれぬ」

　それはわたしも思った。

　大蛇が自分で食べるために魔物たちを呼び寄せた可能性は十分にある。

「食料といっても、封印されているんじゃ食べることなんてできないんじゃないっすか」

「封印が解かれる時が近づいているのかもしれぬ」

　わたしが和の国に来たから、封印が解け始めたんじゃないよね？

　一瞬、そんな思いが過ったが、カガリさんの口から出た言葉は違った。

「ムムルートのせいかもしれぬ。あやつがそれぞれの封印を確認したとき、大蛇の目がムムルートを見ていたような気がした」

　あの気持ち悪い目か。

「考えられることは、大蛇がムムルートの魔力に反応したのかもしれない。自分を長年封印した魔力を持つ者が来た。もしかすると、封印の中では怒り狂っているのかも知れぬ。その影響で封印が一気に弱まり、魔物を呼び寄せた」

　カガリさんは魔物が集まってきた理由を推測する。

　十分にありえる話だ。長年封印され続けてきた魔力。それをムムルートさんから感じたのかもしれない。

「それじゃ、ムムルートさんが来なければ、魔物は来なかったっすか!?」

「それは分からぬ。だが、遅かれ早かれ、封印は解かれることになっていた。それが早まっただけじゃ」

「そんな簡単に言うっすが、準備もなにもしていないっすよ」

「ムムルートが来なければ、封印強化の話もなかった。準備ができていないといえばどっちも同じじゃ。それなら、やってきた魔物を討伐して、封印を守り、ムムルートに封印の強化を頼めばいいだけじゃ」

　簡単に言うが、カガリさんの言うとおりだ。

　ムムルートさんがいなければ封印強化の話はなく、対応策もないまま封印が解かれるのを待つだけだった。

　でも、ムムルートさんのおかげで封印の一時的強化をすることができるようになった。

　デメリットもあるが、全体的に見ればメリットのほうが大きい。

　ただ、そのメリットを生かすにはここにいるわたしたちだけで、集まってくるワイバーンとヴォルガラスを討伐して封印を守らなければならない。

「だが、４か所となると面倒じゃな。妾たちは３人しかおらぬ」

　カガリさんはわたしとシノブに視線を向ける。

　わたしの実力も知らないのに、ちゃんとわたしを戦力の一人に入れている。

　サクラとムムルートさんの言葉を信じたのかな？

「もしかして、一人でワイバーンとヴォルガラスと戦うっすか？」

　シノブは嫌そうな表情をする。

「戦わなければ封印が解かれ、大蛇が復活することになる」

「そうっすが、４か所もどうするっすか。一人１か所守るとしても、３人じゃ守れないっすよ」

「だから、困っておる。だが、考えている時間はない。終わった者が駆けつけるしかないじゃろう」

「「くぅ～ん」」

　シノブとカガリさんの言葉にくまゆるとくまきゅうが鳴く。

　くまゆるとくまきゅうが「任せて」と言っているのが伝わってくる。

「なんじゃ？」

「自分たちがいるって」

　わたしはくまゆるとくまきゅうの言葉を代弁する。

　くまゆるとくまきゅうを合わせて一人と考えれば、４か所守ることができる。魔物はヴォルガラスとワイバーン。過去に、くまゆるは戦ったことがある。戦えない相手ではない。

　くまゆるとくまきゅうと離れるのは不安だけど、今は大蛇の復活だけはなんとしても阻止しないといけない。

「右側の２つはわたしとくまゆるとくまきゅうが受け持つよ」

　もし、くまゆるとくまきゅうに何かあれば、近くならすぐに駆けつけることができる。

「クマを戦わせるのか？」

「普通の魔物程度なら、問題はないよ」

「普通の魔物って、ワイバーンっすよ」

「過去にワイバーンと戦ったことがあるから時間稼ぎぐらいなら大丈夫だよ。それにわたしのほうを片づけたら、すぐに駆けつけるよ」

　さっさと倒して、くまゆるとくまきゅうに合流すればいいだけだ。

「ここで、言い争っていても時間の無駄じゃ。このクマたちが戦えるというなら、任せるしかないじゃろう。とにかく時間がない」

「そうっすね。考えても人数が増えるわけじゃないっす。今は一刻も早く魔物を討伐するべきっすね。それじゃ、わたしは一番左側に行くっすね」

　シノブはくまきゅうから飛び降りると、もの凄すごい速さで走っていく。

　忍者っぽい。

「なら、妾わらわは残った左から２番目じゃな。くまゆるとくまきゅうじゃったな。妾のほうが早く片づいたら駆けつけるゆえ、無理はするでないぞ」

　カガリさんはくまゆるとくまきゅうに声をかけてから、走り出す。

　後ろ姿の服の下から尻しっ尾ぽが揺れていた。

「くまゆる、くまきゅう。ヴォルガラスとワイバーンがいるけど、ヴォルガラスの嘴くちばしの毒には気をつけるんだよ。ワイバーンの爪も鋭いからね。２人で協力し合って戦うんだよ」

「「くぅ～ん」」

「それから……」

　わたしが心配そうにすると、くまゆるとくまきゅうの首にあるリボンが光りだす。

　クマモナイト？

　２人は「クマモナイトがあるから大丈夫だよ」と言っているようだ。

「強くなったのは分かるけど、無理はしちゃダメだよ」

「「くぅ～ん」」

　くまゆるとくまきゅうが「分かっているよ」って感じに鳴く。

　親が子を心配する気持ちだ。

「わたしのほうを片づけたら、すぐに駆けつけるから」

「「くぅ～ん」」

　くまゆるとくまきゅうは返事をすると仲良く走っていく。

　最後、残ったわたしも自分が担当する封印場所へと向かう。

　くまゆるとくまきゅうにはすぐに駆けつけると言ったけど、わたしの場所が、一番多く魔物が集まっている。流石さすがに探知スキルで見て、魔物が一番少ない場所を選ぶことはできなかった。シノブとカガリさんの実力も分からない状況で、押しつけるわけにもいかなかったし、わたしが受け持つことにした。




　封印の場所にやってくると、建物に群がるようにヴォルガラスとワイバーンが飛んでいる姿があった。

　自分で選んだとはいえ、貧乏くじだよね。

　わたしが現れると、ヴォルガラスは特徴である赤い嘴を開けて、鳴き始める。

　数十羽のヴォルガラスが一斉に鳴くと、かなりうるさい。

　わたしは黙らせるため、風の刃を飛ばす。それが合図となり、戦いが始まる。




　ヴォルガラスはわたしを敵と認識して、襲いかかってくる。さらにそこにワイバーンまでもが参戦する。ワイバーンの数は４体。

　戦いで建物が壊れ、封印が解けでもしたら大変なことになるので、ヴォルガラスとワイバーンに向けて風の刃を放って、わたしに引きつける。

　ただ、やっぱりというべきか、ヴォルガラスもワイバーンも、建物から離れようとはしない。建物から引き離しても、他のヴォルガラスとワイバーンが建物の縄張り争いを始め、次から次へと集まってくる。他のところに行かないのは助かるが、厄やっ介かいなのは変わりない。大型魔法で一掃したい気持ちに駆られるが、建物ごと壊して封印が解けでもしたら困るので、そんなことはできない。




　建物に集まってくるヴォルガラスを地道に風の刃で対処していると、ヴォルガラスの後ろでワイバーンが翼を羽ばたかせ、風の刃を飛ばしてくる。

　ヴォルガラスともどもわたしに攻撃を仕掛けてきた。

　わたしは土の壁を出して、防ぐ。土の壁で見えない先ではワイバーンの攻撃でヴォルガラスが地面に落ちる音がする。わたしはくまゆるナイフとくまきゅうナイフを握り締め、壁の横から飛び出す。

　ワイバーンは出てきたわたしに向かって、風の刃を飛ばしてくる。わたしは左右に体を振り、風の刃を躱かわす。地面に風の刃の跡が刻まれる。

　ワイバーンの攻撃を躱しながら間合いを詰め、ワイバーンの懐に入り込む。ワイバーンは逃げようと、翼を羽ばたかせて、飛ぼうとする。

　わたしは、くまゆるナイフとくまきゅうナイフに魔力を込め、首を斬る。

　ワイバーンの翼が動きを止め、地面に倒れる。

　まずは一体……。

　そう思ったとき、建物の近くで別のヴォルガラスとワイバーンが争い、ワイバーンの攻撃が建物に当たり、一部を破壊する。

「ちょっ」

　わたしはとっさに空気弾を放って、建物からワイバーンを離すが、別のワイバーンがヴォルガラスに代わって、建物の屋根の上に飛ぶ。

　そして、ここは自分のものだと言わんばかりに、大きな声で鳴く。
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シノブの戦い






　ユナたちと別れたわたしは走る。

　まさか島に来て、こんなことになるとは思っていなかった。

　わたしたちはユナのクマに乗って海を渡ってきた。

　クマで海の上を渡れることは誰にも話さない約束だったので、わたしたちがこの島に来ることは、クマが海の上を歩くことができることを知っている国王様にしか知らせていない。

　わたしは走るのをやめ、懐から紙と書くものを取り出すと『島に魔物の襲撃あり、封印、解かれる恐れあり』と、短い文章を書く。

　そして、手から小鳥のピースケを召喚する。

　わたしの小さい、ハヤテマルと同じ相棒。

　わたしは紙を筒状に丸めると、ピースケの首にある小さな筒の中に入れる。

「魔物に気をつけて行くっすよ」

　ピースケは「ピー」と鳴くと飛んでいった。

　ピースケが飛んでいったのを確認し、手紙を書いた分の遅れを取り戻すため、走り出す。




　封印がある建物の前にやってくると、ヴォルガラスが建物の上を飛んでいる。建物の中へ入る場所を探しているようにも見える。

　ワイバーンを探すが、姿は見えない。

　わたしはワイバーンがいない理由を考える。考えるまでもなく、ユナしか思い当たらない。

　くまゆるとくまきゅうが魔物の襲撃を発見した。

　そして、くまゆるたちとユナは意い思し疎そ通つうをしていた。くまゆるとくまきゅうが魔物の種類まで把握していたらと考えると、ワイバーンがいない状況も説明ができる。

　ワイバーンが多い場所をユナが受け持った。だから、右側の２か所を引き受けたと考えられる。

「はぁ」

　ため息しか出ない。

　他国の危機だ。逃げても誰も文句は言わない。それなのに自ら一番危険なことを引き受けるユナが信じられない。

　初めてユナを見たときは驚いた。格好についてもそうだが、クマが海の上を走っている。初めは、ユナが伝説の大蛇おろちを倒すことができる希望の光なのか、判断ができなかった。

　でも、可愛かわいらしいクマの格好した女の子はとっても強かった。わたしが敵わない師匠に勝った。

　わたしは小さいときから鍛錬をしてきた。才能があるとも言われていた。自分でも強いと思っていた。でも、上には上がいる。師匠には一度も勝てたことがない。他にも強い者はいる。でも、同年代の女の子には負けない自信があった。

　けれど、ユナと師匠の戦いを見たとき、自分は弱かったんだと思い知った。

　ユナは強かった。武器の扱いも、魔法の扱いも遥はるかにわたしを凌しのぐ。

　ユナはわたしと師匠との戦いを見ている。つまり、ユナはわたしの実力を知っている。わたしの実力を分かっているから、ユナは一番、魔物が多いところを引き受けた。

　それも、誰かに言うでもなく。当たり前のように選んだ。




　可愛いクマの格好をしている不思議な女の子。ユナは、大蛇を倒すために自分の秘密を話してくれた。

　遠くの人と話せる魔道具？

　遠くの場所に一瞬で行ける魔道具？

　こんな秘密は簡単には話せない。

　だからこその契約魔法だった。もし、契約をするときに断ったり、逃げたら、どうするつもりだったのだろうか。

　サクラ様はお優しい方だから、契約をしなくても言わない人だ。

　カガリ様もムムルートさんに会わせてくれた恩を仇あだで返すような方じゃない。

　わたし？

　わたしは一番、酷いことをしてきた。

　ユナのことを陰から調べ、ユナのことを試し、ユナのことを騙だまし、自分の願いをユナに押しつけた。なのに、ユナは怒らなかった。そんなユナの思いを裏切るようなことはしない。

　懐ふところに手を入れ、短刀を取り出す。一度、大きく深呼吸してから、ヴォルガラスに向かって駆けだす。

　一番、楽な場所にいるからといって、のんびりしているわけにはいかない。一刻も早く討伐して、他の場所へ向かう。

　そして、ユナを助けに行く。

　建物の周りにある柵を利用して、建物の屋根に跳び上がる。わたしが建物の屋根に上がると、ヴォルガラスが反応する。

　さっさと終わらせてもらう。

　わたしは短刀に魔力を込め、短刀を振り抜く。振り抜かれた短刀から、風の刃がヴォルガラスに向かって飛ぶ。

　風の刃は手から出すより、武器などから出したほうがイメージがしやすく、鋭さも増す。

　だから、ユナが普通に手から出しているのを見たときは凄いと思った。それもわたしが使う魔法より、鋭く、切れ味がよかった。

　才能の差。

　届かない領域。

　天才っているもんだ。

　持っていないものを妬ねたんでもしかたない。

　自分が持っているもので戦わないといけない。

　短刀から風の刃を飛ばして、ヴォルガラスを倒していく。





くまゆるとくまきゅうの戦い






　ユナが大蛇の封印に辿たどり着くころ、くまゆるとくまきゅうも封印の場所に到着していた。

「くぅ～ん」

「くぅ～ん」

　くまゆるとくまきゅうが同時に鳴く。どうやら、主人のユナのため、どっちが先に到着するか競争していたようだ。

　でも残念ながら、ここには勝負を見届けた者は誰もいなかったので、どっちが早く到着したのか分からなかった。くまゆるとくまきゅうは、お互いの体を擦こすり合い、自分の勝ちを主張する。

　だが、そんなことで争っている場合ではない。目の前にはワイバーンがヴォルガラスを食べている姿がある。上を見れば、ヴォルガラスともう一体のワイバーンが威い嚇かくし合っている。

「くぅ～ん」

「くぅ～ん」

　くまゆるとくまきゅうは顔を引き締める。

　主人のユナからの指示は建物の中にある封印をヴォルガラスとワイバーンから守ることだ。そして、無茶をしないこと。くまゆるとくまきゅうは自分たちが傷つくと、主人のユナが悲しむことを知っている。だから、怪我をしないよう心がける。

　くまゆるとくまきゅうが食事をしているワイバーンの前に姿を見せると、ワイバーンは首を上げ、唸うなり声をあげる。食事の邪魔をされて怒っているようだ。

　でも、くまゆるとくまきゅうは恐れた様子もなく「くぅ～ん」と鳴いて対抗する。

　ワイバーンはヴォルガラスの肉を飲み込むと、くまゆるとくまきゅうに向かって一歩踏み出して、次の獲物を見つけたように口を開く。

「くぅ～ん」

「くぅ～ん」

　くまゆるとくまきゅうは後ろ足に力を入れて、戦闘態勢に入る。

　ワイバーンは翼を羽ばたかせると空へ飛び、くまゆるとくまきゅうの上で旋回を繰り返し、一気に滑空する。くまゆるとくまきゅうにワイバーンの鋭い爪が襲いかかる。

　くまゆるとくまきゅうは左右に分かれ、ワイバーンの攻撃を躱かわす。

　ワイバーンの攻撃を躱したくまゆるとくまきゅうは、地上に降りてきたワイバーンに向かって襲いかかる。だが、ワイバーンはすぐに翼を羽ばたかせて飛び、くまゆるとくまきゅうの攻撃を躱す。

「くぅ～ん」

　くまゆるは空を飛ぶワイバーンを見ながら悔しそうにする。

　空を飛ぶワイバーンに対して、どうすることもできずに地上にいると、数羽のヴォルガラスがくまゆるに襲いかかってくる。

「くぅ～ん！」

　くまゆるは、まとわりつくヴォルガラスに腕を振ったり、口を大きく開いたりして、威嚇する。

「くぅ～ん！」

　くまゆるがくまきゅうを呼ぶが、くまきゅうは別のワイバーンと戦っていた。

「くぅ～ん！」

　くまゆるが力を込めると、胸のリボンの中にあるクマモナイトが光る。そして、腕を振り下ろすと、爪の先から風の刃が飛び出し、ヴォルガラスを切り刻む。

　すぐさま、ワイバーンと戦っているくまきゅうのところに助けに向かう。だが、それを邪魔するように、先ほど逃げたワイバーンがくまゆるに襲いかかってくる。

「くぅ～ん！」

　それぞれ、ワイバーンと一対一の構図ができ上がる。

　そして、その周りをヴォルガラスが飛び回る。

　くまゆるとくまきゅうは、ヴォルガラスを気にしながら、ワイバーンの相手をすることになった。

「くぅ～ん！」

「くぅ～ん！」

　くまゆるが鳴くと、くまきゅうも応答するように鳴く。それと同時にそれぞれワイバーンに向かって爪から風の刃を飛ばす。

　２つの戦いが始まる。

「くぅ～ん」

「くぅ～ん」

　くまゆるは左右に動きながらワイバーンの注意を自分に引きつける。

　くまきゅうはくまゆるの邪魔にならないように立ち回る。

　くまゆるとくまきゅうはお互いを気にしながら戦う。

　そして、いつの間にか、くまゆるとくまきゅうは合流し、お互いのお尻を向け合い、背中を守り合う。

　２体のワイバーンがくまゆるとくまきゅうの上で旋回を始める。襲うタイミングを計っているようだ。

　くまゆるとくまきゅうが様子を窺っていると、ワイバーンが上空から襲いかかってくる。

　くまゆるとくまきゅうはワイバーンを正面に捉える。

「くぅ～ん」

「くぅ～ん」

　くまゆるとくまきゅうのリボンが光る。クマモナイトの影響で身体能力が上がる。くまゆるとくまきゅうは、迫ってくるワイバーンに向かって走りだす。

　お互いに交差するとき、ワイバーンの鋭い爪がくまゆるとくまきゅうを襲い、くまゆるとくまきゅうの鋭い爪がワイバーンを襲う。

　わずかにくまゆるとくまきゅうの爪がワイバーンにかすり、２体のワイバーンの体から血が流れる。ワイバーンは「ギャギャ」と怒りの鳴き声を発する。

「くぅ～ん」

「くぅ～ん」

　くまゆるとくまきゅうは攻撃の手を止めない。地上にいる今が攻撃のチャンスだ。

　ワイバーンに攻撃を仕掛けようとしたとき、後ろで何かが崩れる音がする。音がするほうを見ると、建物の一部を壊しているヴォルガラスがいた。

　くまゆるとくまきゅうは、封印がある建物を守らないといけない。

「くぅ～ん」

「くぅ～ん」

　くまゆるとくまきゅうは話し合う。

　主人であるユナの頼みは、封印がある建物を守ること。魔物を倒すこと。

　優先順位を決める。

「くぅ～ん」

「くぅ～ん」

　くまゆるとくまきゅうは話し合いを終えると、くまきゅうが建物に向かって走り出す。くまゆるは、そのくまきゅうの背中を守るようにワイバーンの前に立ち塞ふさがる。

　くまきゅうがヴォルガラスから建物を守り、くまゆるがワイバーンを相手にすることになった。

　くまきゅうは、建物に入ろうとするヴォルガラスを倒し、そのままジャンプして、建物の屋根に上がり、ヴォルガラスに攻撃を仕掛ける。ヴォルガラスは空に飛んで逃げる。

「くぅ～ん」

　くまきゅうから逃げたヴォルガラスは、空を飛び、建物の周りを回りはじめる。くまきゅうは腕を振り、爪から風の刃を飛ばし、ヴォルガラスから建物を守る。




　くまきゅうがヴォルガラスから建物を守っている間、くまゆるとワイバーンの戦いが再び始まっていた。

　ワイバーンが上から攻撃を仕掛け、くまゆるが下で待ち構える形になる。

「くぅ～ん」

　くまゆるはワイバーンに向かって鳴く。

　すると、ワイバーンは翼を羽ばたかせ、風を飛ばしてくる。くまゆるは地面を駆ける。ワイバーンは逃げるくまゆるを追いかける。

　くまゆるは反転して、迫ってくるワイバーンに向かって飛び掛かる。くまゆるはワイバーン目がけて爪を振り下ろす。

　くまゆるの爪は命中しそうに見えたが、ワイバーンは咄とっ嗟さに翼を羽ばたかせて上に逃げる。ギリギリのところで、くまゆるの攻撃は届かない。

「くぅ～ん」

　くまゆるは地面に着地して、悔しそうにする。

　くまゆるは手に魔力を込め、ホバリングするワイバーンに向けて腕を振るうと、爪先から風の刃が飛ぶ。

　ワイバーンは体を翻ひるがえし躱してしまう。くまゆるは構わずに何度も風の刃を飛ばす。

　ワイバーンがくまゆるの風の刃から逃げようとしたとき、後ろから襲いかかる白いものがいた。

「くぅ～ん」

　くまきゅうが建物を踏み台にして高く跳び、ワイバーンに襲いかかったのだ。

　くまゆるが飛ばしていた風の刃は、ワイバーンを建物のほうに誘導していた。そこにくまきゅうが建物の上から攻撃し、その鋭い爪がワイバーンの翼を切り裂いた。
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　翼にくまきゅうの攻撃を受けたワイバーンは地面に叩たたきつけられる。ワイバーンは立ち上がって逃げようとするが、くまゆるがワイバーンの首に爪を突き刺した。

「くぅ～ん」

「くぅ～ん」

　くまゆるとくまきゅうのコンビネーションでワイバーンは討伐された。

　残りは、一体のワイバーンと数体のヴォルガラスだ。完全にくまゆるとくまきゅうが有利となった。一方、カガリもまた、受け持つ封印の建物に到着していた。





カガリの戦い






　早く終わらせて、クマたちのところに行かねばならぬ。

　シノブとクマの嬢ちゃんのことも心配じゃが、クマたちが一番心配じゃ。クマの嬢ちゃんの力は未知数。だが、あのムムルートが戦力として当てにしている。変な格好はしているが、シノブとサクラも認めている。

　そして、シノブのことは知っている。普段はお調子者じゃが、根は真面目な奴。ジュウベイの弟子で、それなりの実力の持ち主。一流かと問われれば、実力は不足している。だが、あの若さを考慮すれば十分に強い。ワイバーン一体ぐらいなら任せられる。問題はあやつのところにワイバーンが何体いるかじゃ。数が増えれば最悪な状況もあり得る。

　それはクマの嬢ちゃんとクマたちにも言えることじゃ。どこの場所も不安を抱える。ここは妾わらわが早く討伐して、他の場所に駆けつけねばならぬ。

　こちらとはいえば、建物の周辺にはヴォルガラスの群れが飛び、その上空ではワイバーンが２体飛んでいる。

「まずは邪魔なヴォルガラスどもじゃな」

　ヴォルガラスが一体、妾に向かってくる。

「篝かがり火び！」

　妾は手に集めた魔力で炎の玉、篝火を飛ばす。篝火に包まれたヴォルガラスは、悲鳴をあげながら、地面に落ちる。

　その悲鳴に反応した他のヴォルガラスが妾のほうを向く。

「焼き鳥にしてやるから、かかってくるがいい」

　妾は、襲ってくるヴォルガラスを焼き鳥にしていく。

　建物から離れて妾のほうに来てくれるのは楽でいい。建物にいては篝火は使えんからのう。

　そして、ヴォルガラスを順調に焼いていると、空から大きな鳥が凄すごい勢いで降りてきて、妾が焼いたヴォルガラスを食べ始める。ワイバーンが２体地面に降り立った。

「篝火」

　ヴォルガラスを食べているワイバーンに向かって篝火を放つが、翼によって防がれる。

　ワイバーンが唸り声をあげ、顔を妾のほうに向ける。

　どうやら、食事の邪魔をされたのが癇しゃくに障ったようじゃ。

　まあ、妾も酒を飲んでいるところを邪魔されたら怒るから、気持ちは分かる。だからといって、食事の邪魔をしないつもりはない。

　ワイバーンは食事をやめ、翼を広げて羽ばたかせる。

　妾に向かって風の刃を飛ばしてくる。妾は身を翻して躱す。それと同時に篝火を撃ち込むが、堅い皮の翼によって防がれる。

　流石さすがにヴォルガラスのようにはいかんか。

　大蛇のことを考えると、あまり力は使いたくないんじゃが。ここで出し惜しみをして、建物が壊され、封印が解かれでもしたら、大惨事になる。

　それに、ここにいる魔物を倒しても終わりじゃない。

　クマの嬢ちゃん、くまゆるとくまきゅう、シノブが他で戦っている。どこか一か所でも封印が解かれたら終わりじゃ。

　体内に力を込める。お尻あたりの服が揺れる。服の下から新しい尻尾が出て、２尾になる。

「ふぅ、久しぶりにやると、疲れるのう」

　尻尾を振って、問題がないことを確認する。

「それじゃ、続きを始めようか」





シノブの戦い２






　そして、全てのヴォルガラスを倒し終える。

　接近戦にもなったので、体にヴォルガラスの血がついてしまった。

「終わった」

　ここで、この場所を守るか、他の場所に救援に向かうか悩む。

　初めはヴォルガラスを倒したら、他の場所に向かうつもりだった。でも、戦っている間もヴォルガラスは増えていた。新しい魔物がやってくる可能性もある。

　どうするか早く決めないといけない。

　わたしは近くの高い木の上に登って、周囲を確認する。

　ユナが受け持った方向を見るとワイバーンが何体も飛んでいる。やっぱり、ユナのところが、一番多い。くまゆるとくまきゅう、それからカガリ様のところもワイバーンが飛んでいるのが見える。

　他の場所に行くか、ここに残って、魔物に備えるか、悩む。

　だが、すぐに悩む必要がなくなる。

　海からワイバーンが３体ほどこっちに向かって飛んでくるのが見えた。

　どうやら、楽はさせてくれないらしい。

　ワイバーンは空を飛んでくる。心の中で、通り過ぎてくれないかなと思ってしまう。

　自分は汚いかもしれない。

　でも、通り過ぎたら、しかたないよね？

　わたしは建物の屋根の一番目立つ場所に立つ。

　わたしを見つけたからなのか、他の魔物と同様に大蛇の封印に呼び寄せられたのか分からないけど、ワイバーンがわたしに向かって降りてくる。

「３体全部っすか……」

　ワイバーンは間近で見ると大きい。

　これはヤバイかもしれない。

　誰か来てくれないだろうか。

　木の上から見た状況を考えれば無理なのは分かっている。

　命を懸けてでも封印は守る。

　わたしは短刀を握りしめる。





ユナの戦い






　わたしはヴォルガラスとワイバーンと戦う。

　次から次へと現れる。早く倒して、くまゆるとくまきゅうのところに向かいたい。

　ヴォルガラスに風魔法を放つ。ヴォルガラスは風の刃に切り刻まれ、落ちてくる。その間にもワイバーンに攻撃を仕掛け、わたしに注意を向けさせる。建物だけは守らないといけない。

　攻撃されたワイバーンが、わたしを襲ってくる。わたしはクマボックスから、ミスリルナイフを取り出す。ワイバーンの鋭い爪を躱し、翼を斬る。

　翼を斬られたワイバーンは怒り狂うが、そのまま土魔法で壁を作って行動を制限し、氷の矢を放ち、串刺しにする。

　わたしは次々とヴォルガラスとワイバーンを倒していく。

　早く討伐して、くまゆるとくまきゅうのところに駆けつけたい。

　少し不安になるけど、２人が協力し合えば、ワイバーンにやられることはないはずだ。

　ただ、心配なのはヴォルガラスとワイバーンの数だ。

　たまに探知スキルを使って、他の場所も確認しているが、契約魔法をしたのだから、全員にクマフォンを渡しておけばよかったかもしれない。

　そうすれば、もしなにかあってもすぐに連絡することができた。

　魔物が現れたことで、封印を守ることや魔物を倒すことばかりに考えがいって、そこまで頭が回っていなかった。




　隙を見て探知スキルで確認すると、各封印の場所の魔物の数が順調に減っている。

　くまゆるとくまきゅうのところにいたワイバーンの反応が消えていた。仲良く戦っているのかもしれない。

　カガリさんが向かった封印の場所も、魔物の数が減っている。昔、ムムルートさんと一緒に大蛇と戦っただけのことはある。強い人の戦いって、あまり見たことがないので、カガリさんが戦っているところ見てみたかったな。

　そして、もう一か所。シノブが向かった場所。

　そこはヴォルガラスの数は多かったが、ワイバーンはいなかった。

　だけど、探知スキルで確認すると、新たにワイバーンの反応があった。

　シノブの実力はジュウベイさんとの戦いで見た。クリモニアでわたしに喧けん嘩かをふっかけてきた、デボなんとかみたいな冒険者よりは間違いなく強い。

　でも、ワイバーンと戦える実力があるかまでは分からない。

　不安要素があるとしたら、シノブのところかもしれない。

　駆けつけるにもしても、この建物の周りにいる魔物を倒さないといけない。

　それにしても、建物に張りつくのはやめてくれないかな。

　わたしは建物の中に入ろうとするヴォルガラスを空気弾で弾き飛ばし、建物から離れたところでクマ魔法で確実に倒す。

　今はみんなのことを信じて、自分が受け持った建物を守ることに集中する。








[image: ]496　サクラ、お手伝いをする






　くまきゅう様とくまゆる様が鳴いた。

　なんでも、魔物がこの島に近づき、大蛇おろちが封印されている場所に向かっているという。

　わたしは危険なので、ユナさんの不思議な扉で、ルイミンさんがいる場所に行くように言われました。

　みんなを残して、わたし一人だけが安全な場所に逃げるってことです。

　ユナ様もカガリ様もシノブも、島に残って、封印を守るために魔物と戦うという。わたしには戦う力はありません。

　わたしが島に残っても足手まといになるだけなのは分かっています。

　だから、「残りたい」って言葉は飲み込みました。

　わたしが残っても何もできません。

　わたしはユナ様が出した扉の中を通ります。

　ユナさんが笑顔で「心配しないで」と言って、わたしの前の扉がゆっくりと閉じる。

　わたしは一人、安全なところに逃げました。

　ここがルイミンさんとムムルート様たちが住んでいる場所。

　周囲は森で、高い岩山が見えます。

　静かで、誰もいない。

　心細い。

　わたしはジッと、扉を見つめる。

　この先にはユナ様たちがいる。でも、ここからは遠く離れ、わたしの足では向かうことはできない場所。

　もし、ユナ様になにかあれば、二度とこの扉は開きません。

　そうなれば、自分の国に戻れないかもしれません。いえ、ユナ様に何かあれば、そもそも国がなくなっているかもしれません。

　不安がのしかかってきます。

　みんな、無事でいてください。




　そして、しばらく扉の前で待っていると馬が走ってくる音がします。

「サクラちゃん！」

「ルイミンさん！」

　ルイミンさんが馬に乗って現れました。ルイミンさんは馬から降りると、わたしのところにやってきます。

「サクラちゃん、大丈夫？」

　ルイミンさんに会えて、ホッとします。

「はい、わたしは大丈夫です。魔物がやってくる前にこちらに来ましたので」

「そうなんだ。でも、もう大丈夫だよ。こっちにいれば安全だから」

「でも、みなさんが大蛇の封印を守るために残っているのに、わたしだけが逃げて……」

　なにもできない自分が悔しい。

「戦いはユナさんに任せておけば大丈夫だよ。ユナさん、あんな可愛かわいい格好しているのに、もの凄すごく強いんだから」

　ルイミンさんが下を向くわたしに、優しく声をかけてくれます。

「そうですね。でも、わたしも戦えたらと思ってしまうのです。皆に戦わせて、自分だけが安全な場所にいるのが辛つらいんです」

　わたしが無力な子供だから。もし大人だったら、みんなと戦えたかもしれない。なにも力を持っていない、自分が悔しい。

　わたしが真剣に悩んでいるとルイミンさんが、目を細めて尋ねてきます。

「えっと、サクラちゃん。見た目どおりの年齢だよね？」

　どういう意味でしょうか？

「今年で10歳になります」

「だよね」

「それが、どうかしましたか？」

「サクラちゃんって、子供らしくないから、もっと年上だったりするのかなと思って」

「子供らしくありませんか？」

　いつも、周りからは子供だって言われます。

「うん。だって、サクラちゃんって、大人みたいな考え方をするから。子供は大人を頼っていいんだと思うよ。お爺じいちゃんはいつも、子供を守るのは大人の役目だって言っているよ。でも、ユナさんが大人かといえば、困るんだけどね」

　ルイミンさんは笑いながら言います。

「それを言ったら、シノブもです」

　シノブとユナ様は子供ではないと思いますが、大人でもないと思います。

　でも、２人はわたしと違って、自分の身はしっかり守ることができます。そして、他の人を守る力も持っています。

「でも、やっぱり、わたしも戦える力が欲しいです。みんなを守る力が欲しいです」

　だけど、わたしに戦える力があったとしても、魔物と戦うことができるか、分かりません。

　魔物を見たら、震えて動けないかもしれません。

　ユナ様もシノブも戦うことが怖くないのでしょうか？

「それはわたしも一緒だよ。わたしの村も前に大変なことがあったんだけど。わたし、何もできなかった」

「ルイミンさんもですか？」

「うん、そうだよ。お爺ちゃんやユナさんが戦っているのに、わたしは家にいるだけだった。わたしはユナさんと一緒に戦えない。だから、今回はお爺ちゃんの手伝いをしようと思ったの。サクラちゃんも、自分ができることをすればいいんだよ」

「ルイミンさん……」

　ルイミンさんが手を差し伸べます。

　自分ができること。

　何もしなければ、誰も救うことはできない。でも、小さいことでも、自分ができることをすれば、誰かを救うことができるかもしれません。

　わたしは差し伸べられたルイミンさんの手を摑つかみます。

「はい」

　わたしは戦うことができない。

「ルイミンさん、わたしもムムルート様のお手伝いをさせてください」

「うん。それじゃ、お爺ちゃんのところに行こう」

　わたしが、どこまでムムルート様のお手伝いができるか分かりませんが、なにもせずにユナ様たちを待つより、少しでも自分ができることをします。

「それじゃ、ちょっと急ぐから、しっかり摑まっていてね」

「はい」

　わたしはルイミンさんと一緒に馬に乗ると、ルイミンさんに後ろから摑まります。

　わたしがルイミンさんの体を摑むと、ルイミンさんは馬を走らせます。わたしは振り落とされないようにルイミンさんにしっかり抱きつきます。




　しばらく走ると、村の中に入り、一軒の家の前に止まります。

「ついたよ」

　わたしはゆっくりと馬から降ります。

　少し、ふらついてしまいます。

「大丈夫？」

「はい。大丈夫です」

　ここがルイミンさんが住む村なのですね。わたしたちの街とは全然違います。村の人たちが、わたしたちのことを見ています。

　建物や服装が違うのを見ると、本当に別の国に来たのだと実感しました。

「サクラちゃん、こっちだよ」

　わたしが周囲を見ていると、ルイミンさんが声をかけてきます。

　ルイミンさんは目の前の家の入り口の前にいます。

　今は、周りのことを気にしている場合ではありません。わたしはルイミンさんのところに向かいます。

「この家は？」

「お爺ちゃんの家だよ。こっちにお爺ちゃんがいるから来て」

　ルイミンさんは家の中に入ります。わたしはその後をついていきます。

「お邪魔します」

　わたしは挨あい拶さつをして、家の中に入ります。

　わたしたちの住む家とは違います。不思議な感じです。

　ルイミンさんの後をついて廊下を進むと、上へ向かう階段と下に向かう階段があります。ルイミンさんは下への階段を下りていきます。

　階段を下りると、大きな部屋があり、ムムルート様がいました。

「お爺ちゃん、戻ったよ」

「失礼します」

　ムムルート様が部屋に入ってきたわたしたちのほうを見ます。

「それで魔物が現れたと聞いたが、本当なのか？」

「はい。くまきゅう様とくまゆる様が近づく魔物に気づき、ユナ様たちは魔物と戦うために残りました。わたしは危険だから、こちらに避難するよう言われました」

「そうか。魔物が来たのなら、そのほうがいい。嬢ちゃんたちの不安材料は少ないほうがいい」

　不安材料と言われると、胸が痛くなります。

　本当にわたしは何もできない無力な存在です。

「お爺ちゃん、そんな言い方をしなくても」

「守りながら戦うのは、大変なことだ。島の安全な場所に残ったとしても、心の中で、魔物に襲われていないか、不安になる。誰かを守る戦いとは、そういうものだ」

「そうだけど」

「ルイミンさん、いいのです。わたしも理解していますから、ここに来たのです」

　皆の負担が少しでも減ればいい。今のわたしには、そのぐらいのことしかできません。

「サクラちゃん……」

「だが、島に魔物が集まってきているか……。急がないとならないな」

「ムムルート様。やっぱり、封印が解かれる兆しなのでしょうか？」

「その可能性が高い。逆に言えば、それ以外に魔物が集まってくる理由が分からない」

　ムムルート様のお言葉で大蛇の復活が現実に近づいてきていると感じます。

　怖い。

　自分が死ぬのも怖いけど、皆が死ぬのも見たくありません。あの悲しい夢は現実になってほしくないです。

「お爺ちゃん。ユナさんに状況を確認したほうがいい？」

　ルイミンさんは、クマの形をした人形を手にします。遠くの人とお話ができる魔道具です。

「いや、嬢ちゃんたちは魔物と戦っているのだろう。邪魔になるだけだ。向こうでなにかあれば、嬢ちゃんのほうから連絡があるだろう。わしたちは早く封印強化の準備をするしかない」

　確かにムムルート様の言うとおりです。

　戦っている最中に連絡をして、ユナ様の邪魔をしてはいけません。

「ムムルート様、わたしにできることはありませんか？　少しでも早く、戻りたいんです。わたしにできることなら、なんでもしますから、言ってください」

「それじゃ、お嬢ちゃんはそっちにある絨じゅう毯たんを片付けてくれ」

　ムムルート様が見る先にはたくさんの絨毯が広げられていました。

　綺麗な模様の絵が描かれています。

「今、封印を強化する魔法陣が描かれている絨毯を探しているんです」

　ここにある絨毯の描かれている模様が魔法陣だそうです。

　こんなにたくさんあるのですね。

　そして、この中から探すようです。

　大変な作業です。

「サクラちゃんはそっちの絨毯を片付けて。丸めたら、そっちの空いている棚にお願い」

「わかりました」

　わたしはルイミンさんの指示に従って、綺麗な模様が描かれている絨毯を丸めて、棚に片付けていきます。

　小さい絨毯は一人で、大きな絨毯はルイミンさんと一緒に片付けます。

「お爺ちゃん、まだ見つからないの？」

　ムムルート様は絨毯を広げては「違う」「これじゃない」と言って、新しい絨毯を広げます。

「使ったのはかなり前だからな」

「もう、ちゃんと整理しておけばこんなことにならなかったのに」

　部屋には棚がたくさんあり、絨毯がたくさん置かれています。

「魔法陣なんて、普段は使わないからな。どこにしまったか忘れてもしかたないだろう」

「だから、普段からちゃんと整理しておけばよかったんだよ。魔法陣の名前を絨毯に書いておけば、楽だったのに」

　確かに、名前も書かれていないので、なんの魔法陣の絨毯なのか分かりません。

　現状を見るとルイミンさんの言うとおりだと思います。今にも大蛇が復活するかもしれないのです。急いでほしいという気持ちが先立ちます。

「わかっておる。いつかはやろうと思っている」

「それ、お婆ちゃんが何度言ってもやろうとしないって言っていたよ」

「数年後にはしようと思っていた」

「今度、わたしも一緒に片付けるのを手伝うから、早くやろう」

「分かった、分かった。だが、今は封印強化の魔法陣を探すほうが先だ。広げる場所がない。ほれ、早く片付けろ」

「お爺ちゃん……」

　ルイミンさんは文句を言いながら、絨毯を片付けます。

「数年後ですか……」

　ムムルート様の言葉を聞いて、数年後のことを考えてしまいました。

　大蛇はどうなっているんでしょうか。国はどうなっているんでしょうか。そして、わたしは……。もし、ユナ様になにかあれば、わたしは国に戻ることができません。

　そう考えると不安になります。

「サクラちゃん、どうしたの？」

　わたしの手が止まったことに気づいたルイミンさんが尋ねてきます。

「いえ、数年後はどうなっているのかと思いまして、もし、大蛇の再封印ができなかったら、国はどうなっているのかと考えてしまって」

「大丈夫だよ。なんたって、ユナさんがいるんだから」

　ルイミンさんはわたしを元気づけてくれます。

「本当にルイミンさんはユナ様のことを信じているのですね」

「うん。だって、ユナさんは凄く強いから、大蛇なんて倒してくれるよ」

　何度も夢の中で出てきた希望の光です。わたしもユナ様のことを信じます。

「それにお爺ちゃんがなんとかしてくれるよ」

「できる限りのことはする。安心しろとは言わない。でも、希望は持て」

「はい、ありがとうございます」

　わたしは止めていた手を動かします。

　そんなわたしにルイミンさんが尋ねてきます。

「サクラちゃんは将来はなにをしたいの？」

「将来ですか？」

　このまま巫み女この仕事をするのでしょうか？

　ただ、この短い間にユナ様に出会って、ルイミンさんに会って、不思議な扉を通って、いろいろな経験をしました。

「いつになるか分かりませんが、いろいろな世界を回ってみたいです」

　そんな思いがあります。

　でも、それには強くならないといけません。そこが一番の問題です。

「だけど、わたしは戦うこともできませんから、無理かもしれません」

　わたしは、まだ10歳です。シノブにいろいろと教われば、強くなれるでしょうか？

「それなら、わたしも一緒に行くよ」

「ルイミンさん？」

「わたし、サクラちゃんが大きくなるまでに、守れるように頑張って強くなるよ」

「わ、わたしも頑張って、魔法の練習をします」

　それには、わたしに魔法の才能がないとダメですが。

　お父さまは魔法は使えなかったようですが、お母さまは魔法を使っていました。お母さまの血が流れているわたしはきっと魔法が使えるはずです。

　それに伯父さまから、わたしはお母さまに似ていると言われます。

　だから、わたしも魔法が使えたら、ルイミンさんと一緒に世界を回るのもいいかもしれません。

　でも、それには早くても５年後でしょうか？

「ルイミンさん、５年ほど待ってもらえますか？」

「うん、10年でも１００年でも待つよ」

　いえ、流石さすがに１００年後はわたしは死んでいます。

「それには大蛇を倒さないといけないけどね」

「はい」

　希望がある未来のため、今できることを頑張らないといけません。

　それからまもなくして、封印を強化する魔法陣を見つけることができました。

　ただ、それには問題がありました。




　封印を強化する魔法陣が描かれた絨毯が床に広げられました。

「本当にこのようなものでできるのですか？」

「簡易版だが大丈夫だ。ただ、問題があるとしたら、魔力を注ぎ続けなければならないことだ」

　なんでも、魔法陣を発動し続けるには、魔力を込め続けないといけないそうです。

　さらにムムルート様は数人の魔法使いを集めれば時間を稼ぐことができると言います。

「悪いが、この村の住民の手助けはないと思ってくれ。村のみんなを危険な目に遭わせることはできない」

「はい。それは分かっています」

　この村の人たちは、わたしたちの国とは関係ない人たちです。死ぬかもしれない場所に連れていくわけにはいきません。

　これは、わたしたちの国の問題です。

「伯父さまに伝えれば魔法使いを集めることはできると思いますので、大丈夫です」

「だが、わしはできるかぎり手伝うつもりだ」

「ムムルート様、ありがとうございます」

　ですが、これで、希望が出てきました。

　一時的に魔法陣の封印を強化して、その間に大蛇の頭を一つずつ倒すことができれば国は救われます。

「だが、問題はある」

「問題ですか？」

「封印を強化する魔法陣が３つしかない」

　大蛇の封印の場所は体を含めると５つあります。でも、頭は全部で４つですから、まずは３つの頭の封印を強化して、残り一つの頭と戦えばいいのでは？

　ですが、ムムルート様は体を封印している場所が一番大切だと言います。

「胴体から頭への魔力の供給を止めないと、連鎖的に他の頭も復活する。いくら頭の封印を強化しても、人の魔力では抑え込むことはできない」

「それじゃ、胴体を抑えつつ、他の頭も抑えないといけないってことですか？」

「そうなる」

「ですが、魔法陣は３つ」

　一つ足りません。

　最悪、大蛇の頭２つと戦うことになります。

「サクラ。お主は国王の姪だと言っていたな」

「はい。今は巫女という立場ですが」

「それは構わぬ。国王に伝えることができれば問題はない」

「お伝えすることはできますが」

「それじゃ、なにかあったときのために、この魔法陣の使い方をお主に説明しておく」

「わたしにですか!?　ですが、わたしは魔法に詳しくありません」

「難しいことじゃないから大丈夫だ。もし、わしになにかあれば、誰かがお主たちの国を治める者に伝えなければならない。お主も、なにかしたいんだろう？」

「…………」

　なにか、あったとき。その言葉を聞いたとき、夢で見たことが思い出されます。皆が死ぬ光景が。

　まだ、大蛇を倒せると決まったわけではありません。何が起きるか分かりません。

　ユナ様が現れ、ムムルート様に出会え、どこかで、安心していた自分がいました。

「分かりました。ムムルート様、わたしに魔法陣の使い方を教えてください」

　やらずに後悔だけはしたくありません。

　ムムルート様は床に魔法陣の絨毯を広げ、わたしの拳ほどの魔石を魔法陣の上に置いていきます。

「こんな大きな魔石まで」

　一般的に使われている魔石より、大きいです。

「あとで、請求するから気にしないでいい」

「はい、必ずわたしが国王にお伝えします。国王が断ったとしても、わたしが必ず支払います」

　両親が遺した財産を全て渡してでも、恩に応えるつもりです。それでも足りないようなら、働くだけです。

　わたしが真剣に応えると、ムムルート様は笑いだします。

「冗談だ。いらんよ」

「ですが」

「わしが昔にやり残したことを片付けるだけだ。だから、気にするな。カガリに会わせてくれただけでも感謝だよ」

　ムムルート様は、わたしの頭に優しく手を置く。

「……ムムルート様」

「時間がないから、しっかりと覚えるのだぞ」

「はい」

　ムムルート様は魔法陣の扱い方を教えてくれます。横ではルイミンさんが絨毯を片付けながら、見ています。

　扱い方は思ったより簡単で、一度で覚えることができてよかったです。

　ただ、問題は魔力が必要だということです。ムムルート様が先ほど言っていたとおりに魔力を流し続けなければいけないので、何日も続けるようなら、それなりの魔力量を持った者を何人も集めないといけません。

　ですが、希望は出てきました。

　ムムルート様は魔法陣の絨毯を片付け、アイテム袋にしまいます。

「それじゃ、急いでカガリたちのところに戻ろう」

　わたしたちは準備を整えると、家を出て、移動ができる扉があるところに向かいます。
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「はぁ、はぁ」

　ワイバーン一体の片翼は斬り落とし、地面に叩たたき落とした。とどめを刺したいが、他のワイバーンが邪魔をする。

　一体は空を飛び、もう一体はわたしに片目を潰つぶされて、わたしを睨にらんで唸うなっている。

「そんなに怒らないでほしいっす」

　まあ、自分が目を潰されたら、怒るか、逃げるかのどちらかだと思う。

　できれば後者であってほしかったが、わたしを見て、怒っている。

　わたしは血がついた短刀を握りしめる。

「これはきついっすね」

　一体ぐらいならどうにかなると思っていた。でも、３体同時にワイバーンを相手にして、ヴォルガラスまでとなると、わたし一人じゃキツイ。

　攻撃は避よけているので致命傷はないけど、体のあちこちから血が流れている。

　初めのうちはワイバーンの攻撃は余裕を持って躱かわすことができていた。でも、今はギリギリだ。

　何度も走り、何度も高く跳び、体力は減っていく。休みたいけど、相手は休ませてくれない。

　体の疲労も激しいが、魔法で攻撃を仕掛けたり、攻撃を防いだりしているうちに、魔力もかなり消耗している。

「もう少し、鍛練をしておけばよかったっすね」

　今さら悔やんでもしかたない。生き残ったら、真面目に鍛練することを決める。それには、この場にいる魔物を倒し、封印を守らないといけない。

「助けは絶望的っすかね」

　初めはカガリ様やユナが助けに来てくれるかと期待したりしたが、他の場所で２人とも同様に戦っていることを考えると、難しいかもしれない。

　でも、他のみんなも戦っているのに、自分だけ諦めるわけにはいかない。一度はユナに助けられた命だ。

「もう少し頑張るっすか」

　懐からクナイを数本出し、魔力を込める。そして、目を怪我をしているワイバーンの死角になるほうへ走り出す。

　師匠相手に戦った経験から、死角からの攻撃は有効的だ。

　クナイをワイバーンに向かって投げる。ワイバーンは翼を羽ばたかせ、数本のクナイを落とすが、全てを防ぐことはできず、何本かのクナイは体に突き刺さる。だが、ワイバーンの動きは止まらない。

「いい加減、倒れてほしいっす」

　風の魔法を飛ばし、牽けん制せいしながら片目のワイバーンを相手にしていると、後ろから衝撃を受ける。

　なに!?

　左肩に激痛が走り、自分になにが起きたのか、すぐに理解する。

　空を飛んでいたワイバーンに、後ろから襲われたのだ。
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　目の前のワイバーンに集中しすぎて、空を飛んでいるワイバーンから注意を逸そらしてしまった。他のワイバーンのことを、一時的にでも忘れたわたしの頭を殴なぐってやりたい。

　ワイバーンに肩を摑つかまれたわたしの体が浮かぶ。

　やばいっす。

　体を動かすが、ワイバーンの爪が肩に食い込んで逃げることができない。それに体を動かすと摑まれている左肩に激痛が走る。鎖かたびらを着ているおかげで、奥まで食い込んでいないのがせめてもの救いだ。

　ワイバーンの爪に力が入る。歯を食いしばって耐える。

「お、女の子の柔らかい肩をそんな強く摑むもんじゃないっすよ。女の子の肩は優しく抱き寄せるものっす。そんなことをしたら、女の子に嫌われるっすよ」

　ワイバーンがオスなのかメスなのか分からないけど、教えておく。

　わたしは右手に握っている短刀で、肩を摑んでいるワイバーンの足を斬る。

　ワイバーンの悲鳴とともに、肩を摑む爪が緩む。落ちそうになるが、ワイバーンの足を摑み、腕を伸ばして無防備の下腹を切り裂く。

　ワイバーンは激しく暴れ、摑んでいる手がワイバーンから離れてしまう。

　建物より高いところから落とされた。

　わたしは体勢を整えると、地面に落ちる瞬間、風魔法を使って、衝撃が和らぐように着地する。

「うぅ」

　着地の衝撃で、ワイバーンに摑まれた左肩に痛みが走る。

　痛い。

　足と腹を斬られたワイバーンは、わたしから離れていく。だが、安心とはいかないみたいだ。地面にいた片翼を失ったワイバーンが、獲物を見つけたように走ってくる。

　次から次へと、少しは休ませてほしい。

　重い足に力を入れ、短刀を構える。

　ワイバーンは長い首を伸ばして、口を開く。

　わたしはギリギリで横に躱し、短刀を振り、ワイバーンの喉笛を斬る。

　ワイバーンの喉を斬ることはできたが、ワイバーンの突進を完全に躱すことはできず、弾き飛ばされ、地面に転がる。

　体が痛い。

　でも、これで、残りは片目のワイバーンだけだ。

　わたしは戦うために立ち上がろうとするが、足に、腕に、力が入らない。

　足が震える。わたしは力が入らない腕で、足を叩いて、震えを止める。




　もう少し、動いてほしい。

　もう一度、足に力を入れて立ち上がる。

　どうにか、立ち上がることはできたが、これ以上、足に力が入らない。このままでは走るどころか、歩くこともできない。

　わたしは何度も膝を叩く。足に少しだけ力が戻ってくる。

　あと、もう少しは動けそうだ。

　わたしは額から流れる汗を手で拭ふく。

　手を見ると、真っ赤だった。ワイバーンに弾き飛ばされたときに、切ったみたいだ。

　今は治療をしている時間はない。

　わたしはもう一度、額の血を拭き取り、空で旋回している片目のワイバーンを見上げる。

　建物の上を中心にして回っている。

　やっぱり、目当ては封印だろうか？

　どこかに行ってくれると助かるけど、行ってくれそうもない。

　せめて、ずっと空を飛んでいてほしい。

　そんな願いが届くことはなく。ワイバーンは建物に向かって降りてくる。

　悲鳴を上げる体を動かして走る。

　建物は壊させない。

　短刀に魔力を流しながら風の刃を飛ばす。威力はないがワイバーンに命中する。

　風の刃が当たったワイバーンは建物ではなく、標的をわたしに変える。

　自分でワイバーンを呼び寄せて、自分を危険な状態にするのは、バカな人だけっすよね。

　わたしに魔力は残されていない。足に力を入れて、短刀を構える。

　これで、最後だ。

　わたしはワイバーンの突進の直撃を受ける。それと同時にもう片方の目に短刀を突き刺す。これで両目を潰した。

　暴れるワイバーンの、無造作に開く口がわたしの腕を嚙かもうとする。

　残り少ない魔力を短刀に集めて、ワイバーンの口を切り裂く。

　これが致命傷になった。

　……倒した。

　だけど、空中から降りてきたワイバーンの勢いは止まらず、弾き飛ばされ、地面に転がる。

　地面に仰向けに倒れる。

　空が青い。

　もう、動けない。

　でも、封印は守った。

「もう、休んでいいっすよね」




　このまま目を閉じようとしたとき、２つの黒い影が通る。

　……新しいワイバーン。

　夢であってほしかった。このまま、見なかったことにして、目を閉じたかった。

　でも、そうはいかない。

　ここで封印が解かれたら終わりだ。

　ユナが来て、ムムルートさんが来て、大蛇おろちに対抗する手段が見えてきた。希望が見えた。

　それにはムムルートさんが戻ってくるまで、封印を守らないといけない。

　他のみんなも封印を守るために戦っている。なのに、このまま倒れているわけにはいかない。

　体を起こそうとする。

　体の全てが悲鳴をあげる。

　短刀を持つ手も力が入らない。

　わたしは体を半回転させ、うつ伏せになり、腕に力を入れて、立ち上がる。

　ワイバーンが降りてくる。

　一体はわたしに、もう一体は封印がある建物に。

　でも、今のわたしには立つのが精一杯だった。ワイバーンと戦う力は残っていない。

　一体が建物を壊し、建物の中に入るのを見ていることしかできなかった。

　そして、もう一体がわたしに襲いかかってくる。

　封印も守れず。自分もここまでっすか。

　短い人生だったけど、楽しかったっす。

　心残りは封印を守れなかったことっす。

　サクラ様、ごめんなさいっす。




　ワイバーンが目の前に迫ってくる。

　わたしは全てを受け入れるため、目を閉じた。

　その瞬間、大きなぶつかる音がした。それと同時に、わたしの体がふらつく。もう、立っていることもできない。でも、わたしの体は倒れない。誰かが支えてくれている。

「シノブ、大丈夫？」

　目を開けると、そこには可愛かわいいクマの格好をした女の子の顔があった。
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　空から襲いかかってくるワイバーンの攻撃を躱かわし、クマの風魔法を放つ。

　クマの爪のような風の刃がワイバーンを襲い、切り刻む。ワイバーンは地面に倒れる。

「ふぅ」

　これで、わたしが受け持つ封印場所にやってきたワイバーンは全て倒した。

　建物の中にある封印を守りながら戦うのが面倒くさいだけで、建物から離せば、倒せない魔物ではない。

　ワイバーンの相手をしているとヴォルガラスが建物の中に入ろうとするし、ヴォルガラスを相手にすればワイバーンが建物を壊そうとするし、面倒くさかった。

　くまゆるとくまきゅうがいてくれたらと、何度思ったことか。

　そして、残りのヴォルガラスをサクッと倒し、建物に集まっていた魔物は全て倒した。

　わたしがあらためて建物を見ると、いろいろなところが壊れている。

「わたしのせいじゃないよね？」

　一部はわたしの魔法で壊れた部分もあるけど。ほとんどヴォルガラスとワイバーンが壊したものだ。

　戦いには多少の犠牲はつきものだ。

　大蛇おろちの封印は守ったのだから、よしとする。

　周囲に魔物がいないことを確認したわたしは、一番近いくまゆるとくまきゅうのところに向かう。

　探知スキルで確認するとワイバーン１体とヴォルガラスが数体残っている。順調に数が減っている。わたしが駆けつければすぐに全滅できるはずだ。

　２人とも、怪我をしていなければいいんだけど。

　くまゆるとくまきゅうが守っている建物に駆けつけると、くまゆるとくまきゅうがワイバーンを追いつめているところだった。

「くぅ～ん」

「くぅ～ん」

　くまゆるとくまきゅうに追いつめられたワイバーンは、翼を羽ばたかせて逃げようとする。

　くまきゅうが飛びかかって攻撃を仕掛けるが、間に合わずワイバーンは空に逃げる。

　ワイバーンに逃げられたと思った瞬間、くまゆるが建物を駆け上がり、その勢いでワイバーンに向かって飛んでいた。

　くまきゅうに気を取られていたワイバーンは後ろからくまゆるが襲ってきていることに気づかない。

「くぅ～ん」

　くまゆるはくまきゅうから逃げたワイバーン目がけて鋭い爪で切り裂く。ワイバーンは飛ぶことができず、地面に叩きつけられる。

　それでも、ワイバーンは逃げるために立ち上がろうとするが、その前に、くまきゅうがとどめを刺す。ワイバーンは息絶えて、倒れる。

　ワイバーンを突き落としたくまゆるは、綺き麗れいに着地する。

　そして、ワイバーンを倒したくまゆるとくまきゅうはお互いを称たたえるように体を擦こすり合う。

　うん、仲良く戦っていたようだ。２人が仲良しだとわたしも嬉しくなる。

「くまゆる、くまきゅう」

　声をかけると、わたしに気づいたくまゆるとくまきゅうが駆け寄ってくる。

「２人とも頑張ったね。怪我はしていない？」

　くまゆるとくまきゅうの頭を撫なでながら、尋ねる。

　見た感じ、怪我はしてないようだ。でも、骨折とか体の内側を怪我していたら、見ただけは分からない。

　だけど、くまゆるとくまきゅうは「「くぅ～ん」」と「大丈夫だよ」って感じに鳴く。

　どうやら、本当に怪我はしていないみたいだ。よかった。

　くまゆるとくまきゅうが頭を撫でてほしそうにするので、撫でてあげる。

　でも、まだ戦いは終わっていない。

「ヴォルガラスが残っているよ。わたしも手伝うから一緒に倒そうか」

「「くぅ～ん」」

　わたしの言葉にくまゆるとくまきゅうは競うようにヴォルガラスを倒しに向かう。

　あれ？　今、仲良く戦っていたよね？

　わたしもくまゆるとくまきゅうを追いかけてヴォルガラスの討伐を手伝う。

　そして、３人で残りのヴォルガラスを倒し、くまゆるとくまきゅうが守る封印を襲いにきた魔物も討伐が完了した。

　わたしは次の場所に向かう前に、魔物が再度現れる可能性を考えて、くまゆるにはこの場所を守ってもらい、くまきゅうにはわたしが受け持った場所を守ってもらうことにする。

「それじゃ、２人ともお願いね。でも、無理はしちゃダメだからね」

「「くぅ～ん」」

　くまゆるはわたしが受け持った封印の建物に向かって走り出し、くまきゅうはそのまま建物の屋根に陣取る。やる気満々だ。

　わたしは次に近い封印の場所に向かう。




　走りながら探知スキルで確認すると、カガリさんの受け持つ場所にもシノブの守っている封印の場所にも魔物の反応がある。

　ここから近いのは、カガリさんのところなので、まずはそちらに向かう。

　もし、大丈夫なら、そのままシノブのところに向かうつもりだ。

　わたしは、それほどの時間もかからず、カガリさんが受け持つ封印がある建物にやってきた。

「ほれ、凍れ、凍れ」

　カガリさんの手から、吹雪のようなものが吹き出し、ワイバーンを攻撃している。それに対して、ワイバーンは翼を体の前で閉じて防いでいる。

「なら、これはどうじゃ」

　カガリさんは炎の玉のようなものをワイバーンに放つ。炎はワイバーンに絡みつき、翼を燃やす。ワイバーンは翼を羽ばたかせて、消そうとするが、粘り気のある炎のようで、なかなか消えない。

　それでもワイバーンは翼を羽ばたかせ、炎を消そうとするが、カガリさんは次から次へと炎を投げて、消させない。

　ワイバーンの強度が高い翼にヒビが入る。

　なるほど、温度差による攻撃か。

　ワイバーンの皮が吹雪で冷やされたことで収縮されたところを、炎の熱で膨張させたみたいだ。

　ワイバーンは耐えきれなくなり、翼を大きく広げて逃げようとする。

「逃がすわけがなかろう」

　カガリさんは両手を上に上げると、大きな炎を作り出す。それをワイバーンに向けて投げつける。ワイバーンは炎に包まれて、悲鳴をあげながら、倒れた。

　強い。

　カガリさんの炎はクマの炎ぐらいの威力があるかもしれない。

　わたしが見ていると、カガリさんが気付く。

「なんじゃ、見ておったのか」

「うん、少し前から」

「それなら、手伝ってくれてもよかろうに」

「手を出す必要はなかったかなと思って」

「そんなことはない。大蛇おろちのことを考えると、魔力の消耗はなるべく抑えたいからのう」

　それはわたしも同様だ。

　戦いが終わったら、白クマに着替えて、休んだほうがいいかもしれない。

　まあ、今はそんなに魔力は消耗していないから大丈夫だと思う。それに、白クマ姿をシノブにでも見られたら、笑われそうだ。

「それで、嬢ちゃんがいるってことはそっちは片付いたのか？」

「わたしとくまゆるとくまきゅうのところは片付いたよ」

「そうか、嬢ちゃんは見た目と違って本当に強いのう。サクラが希望の光と言うのも、間違いじゃなかったかもしれぬな」

「一応、確認だけど、ここは任せて大丈夫？」

　空にはヴォルガラスが飛んでいる。

「大丈夫じゃ。お主はシノブのところに行ってくれ」

　わたしはシノブのところに向かおうとして、思い出す。

「カガリさん。これ持っていて」

　わたしはクマフォンをカガリさんに差し出す。

「そのクマは、確か遠くの者と話すことができる魔道具か？」

「なにかあったときは、これで連絡をするから、持っていてもらえる？」

「これで、ムムルートと」

　クマフォンを受け取ったカガリさんはジッとクマフォンを見る。

「ちなみに、この魔道具はわたしとしか、話すことはできないから」

「そうなのか？」

　カガリさんは残念そうにする。

　そんなにムムルートさんと話がしたかったのかな？

　わたしはカガリさんにクマフォンの使い方を説明する。

「もし、くまゆるとくまきゅうになにかあったら、連絡するから駆けつけて」

　シノブのところから動くことができなければ、カガリさんに行ってもらうしかない。

「カガリさんのほうでも、なにかあったら連絡をお願い」

「わかった。ありがたく使わせてもらおう。お主のクマのことも任せろ。なにかあれば妾わらわが守る」

　一つ、シノブのところに向かう前に尋ねたいことがあった。

「カガリさん、尻尾しっぽ増えてない？」

　カガリさんを見たときから、気になっていた。見える限り、尻尾が３本ある。

「隠しごとをもっておるのは嬢ちゃんだけじゃないぞ。ちなみにこれは乙女おとめの秘密じゃから、教えぬぞ」

　もしかして、尻尾が増えるとパワーアップするのかな？

　９本まで増えるとか？

　大妖よう怪かい、九尾の狐が思い浮かぶ。

「そんなことより、早くシノブのところに行け。あやつのことが心配じゃ」

　確かにそうだ。

　こことくまゆるとくまきゅうのことはカガリさんにお願いして、シノブのところへ向かう。




　探知スキルを確認しながら走る。

　ワイバーンの反応が２つ。

　シノブの反応が動かない。

　待ち構えている？

　シノブ、動いて。

　わたしが願ってもやはり動かない。

　わたしは最速で駆ける。

　距離は離れていないので、数十秒でたどり着く。

　わたしがシノブが受け持った建物にたどり着いたとき、傷だらけのシノブがふらつきながら立ち上がろうとしていた。

　体からは血を流し、手に持っているナイフから血が滴したたり落ちている。

　わたしがワイバーンを確認すると、空から２体が降りてくるところだった。

　一体は建物に向かって、もう一体はシノブに向かってくる。

　両方は間に合わない。

　考える前にわたしは動いていた。

　わたしは地面を蹴る。

　そして、シノブに向かって降りてくるワイバーンに向かって、クマさんキックをする。

　飛び蹴りともいう。

　ワイバーンはクマさんキックで弾き飛ぶ。

「シノブ、大丈夫？」

　倒れそうになるシノブの体を支える。

「ユナ？」

　虚うつろな目でわたしを見る。

「間に合ってよかった」

　わたしは倒れないようにシノブの肩を抱き寄せる。

「でも、建物にワイバーンが」

　シノブが首をゆっくりと傾けて、建物を見ている。

「わかっているよ」

　もう一体のワイバーンが建物に向かうのを見ていた。

「もしかすると、ユナは封印より、わたしを守ったっすか？」

「…………」

　わたしは封印の建物に向かうワイバーンではなく、シノブに襲いかかろうとしたワイバーンを蹴り飛ばした。

　目の前でシノブが無抵抗のまま、ワイバーンの攻撃を受けようとしていたからだ。

「ユナ、選択を間違っているっす。わたしの命より、封印を守るほうが上っすよ」

　確かに国王やトップの人間なら、一人の命より、多くの命を守るために封印を守る選択をするかもしれない。

　だけど、わたしは国王ではない。

「わたしがなにを守ろうと、わたしの自由だよ」

　建物の中に入ったワイバーンは建物の中で暴れている。すぐに対処したほうがいいが、たぶん、遅い。

　それにわたしが蹴り飛ばしたワイバーンが立ち上がろうとしている。

　ここでシノブから離れたら、間違いなく襲われる。

　考えている時間がないのは間違いない。

「あとはわたしに任せて」

　安心させるように優しく声をかける。

「ごめんっす……わたしのことは気にしないで戦ってほしいっす」

　シノブは目を閉じると、首がカクンと落ちる。

「シ、シノブ!?」

　声をかけるが反応はない。

　息はしている。どうやら、気を失っただけみたいだ。驚かせないでほしい。死んだかと思った。

　でも、シノブの状態は酷ひどい。特に左肩の部分が血に染まっていた。

　顔にもたくさん傷がある。

　すぐにでも治してあげたいけど、わたしに蹴り飛ばされたワイバーンがこちらを見て唸うなっている。

「今すぐ、相手をしてあげるから、慌てないでもらえる？」

　ワイバーンにわたしの言葉が通じるわけもなく、ワイバーンは翼を大きく広げて、風の刃を飛ばしてくる。

　わたしは土の壁を作って防ぐ。

「それじゃ、倒してくるから。休んでいて」

　わたしは気を失っているシノブをゆっくりと地面に寝かせる。

　そして、唸っているワイバーンをクマ魔法とミスリルナイフを使って、瞬殺する。

　遊んでいる時間はない。
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　シノブに襲いかかろうとしていたワイバーンは倒したが、もう一体のワイバーンが壊した建物は崩れ落ちていた。

　完全にわたしの責任だ。

　もっと早く、自分が担当した場所の魔物を倒していたら。

　くまゆるとくまきゅうとのんびり会話をしていなければ。

　カガリさんにクマフォンを渡さずに、すぐにシノブのところに来ていれば防げたかもしれなかった。

　いや、一番初めにシノブとカガリさんにクマフォンを渡しておけば、こんなことにはならなかった。

　もっと、考えて行動するべきだった。完全にわたしのミスだ。

　シノブが命を懸けて守ろうとした封印がある建物は崩れ落ち、建物の中ではワイバーンが暴れている。

　間に合わないかもしれないけど、このままにしておくわけにはいかない。

「もう少し待っていて」

　気を失っているシノブに声をかけてから、建物に向かって走る。わたしは崩れかけている建物に入る。床は崩れ落ち、地下にはワイバーンがいる。

　ワイバーンは吸い寄せられるように魔法陣の上で暴れている。

　その魔法陣はシノブが命を懸けて守ろうとしたものだ。暴れるのを許しちゃいけない。

　わたしは地下に飛び降りると、クマ魔法とミスリルナイフを使って、暴れるワイバーンを倒す。ワイバーンは倒れ、魔法陣の上に血が流れ、地面に染みこんでいく。

　魔法陣は赤黒く点滅し、その魔法陣の下にある目のようなものが動く。その目が大きく開いたと思った瞬間、地面が揺れ、天井が崩れ落ちてくる。

　……守れなかった。

　わたしはすぐに建物から脱出し、近くの地面に寝ているシノブを抱きかかえ走る。

　大蛇が封印されている建物から離れ、怪我をしているシノブを地面に下ろす。

　右肩の服には穴が空き、血が滲み出ている。

　わたしはナイフで服を切る。服の下から鎖かたびらが出てくる。どうやら、そのおかげで致命傷にはならなかったみたいだ。

　わたしは鎖かたびらの上から、傷ついた左肩の傷を塞ふさぐ。出血は止まった。これで出血で死ぬってことはないはず。他の血が出ているところも治療する。

　シノブはチートでもなんでもない、普通の女の子だ。

　それなのに傷つきながらもワイバーンを倒している。この年齢でワイバーンを倒すって、凄すごいことだと思う。もし、このまま強くなったら、かなりの実力者になる。

　天才って、きっとシノブみたいな人のことをいうんだろうね。

　最後に傷ついた顔にクマさんパペットを当てて擦すり傷を治し、血を拭ふいてあげる。顔も綺き麗れいになる。

　シノブの治療を終えたところで、大きな揺れが起きる。

　今までの中で、一番大きい揺れだ。

　大蛇が復活するのも時間の問題かもしれない。

　くまゆる、くまきゅう、カガリさんが心配だ。

　わたしはクマフォンを取り出すと、カガリさんに連絡をする。

『嬢ちゃん、どうなってる！　さっきの揺れはなんじゃ!?　まさか、大蛇が復活したのか？』

　通話が繫つながると同時にカガリさんの声が問いかけてくる。

「ごめん、間に合わなかった。シノブを助けるのは間に合ったけど、封印が壊れた。復活するのも時間の問題だと思う」

『なんじゃと』

　また、揺れる。いつ復活してもおかしくはない。

『シノブの奴は、無事なのか！』

「怪我はしているけど、大丈夫だよ」

　酷い傷は治した。激しく動かなければ、傷が開くこともないと思う。

『そうか』

　安あん堵どの声が聞こえてくる。

　カガリさんもシノブのことが心配だったみたいだ。

『ムムルートはどうした？　あやつは戻ってきていないのか』

　そうだ。封印強化が間に合えば、抑え込むことができるかもしれない。

「今から、確認する」

　わたしはカガリさんとの通話を切り、ルイミンの持つクマフォンに通話する。

『ユナさん？』

「ルイミン、そっちはどうなっている？」

『準備が終わって、そっちに向かっているところです』

「それじゃ、急いでこっちに来て！　封印の一つが破られた。大蛇が復活しようとしている」

『…………！』

　わたしが簡単に説明すると、クマフォンから声は聞こえないけど、驚いたことが伝わってくる。

『ユナ様！　みんなは大丈夫なんですか!?』

　話を聞いていたと思われるサクラの声がしてくる。

「カガリさんも、くまゆるもくまきゅうも無事だよ」

『シノブは？』

「ワイバーンと戦って怪我をして気を失っているけど、大丈夫だよ」

『シノブが怪我を……』

　心配する声が聞こえてくるが、わたしが大丈夫だと言うと、安堵しているようだった。

『嬢ちゃん。まだ、封印が解かれたのは一つなんだな』

「うん」

『なら、他の封印を強化する。今から向かうから、扉を開けておいてくれ』

「わかった。急いで来て」

　クマフォンの通話を切る。

　わたしは地面に寝かせてあったシノブを抱きかかえてその場を離れる。その間も地面は揺れ続ける。今度は大きい。地面がヒビ割れる。

　復活はもう少し待ってほしい。

　お願いだ。

　クマの転移門を取り出し、エルフの森と繫がる扉を開ける。

　そして、再度、カガリさんに連絡をする。

「ムムルートさん、今、こっちに向かっているって」

『分かった。妾わらわもそっちに向かう』

　わたしは封印の建物から離れたことを説明し、光の魔法を上空に打ち上げ、カガリさんに場所を伝える。

　そして、扉を開けてまもなく、馬に乗ったムムルートさん、ルイミン、サクラが戻ってきた。

「シノブ！」

　サクラは地面に横たわっているシノブに気づき、駆け寄る。

「さっきも言ったけど、気を失っているだけだから」

「でも、こんなに血が」

　破けた血がついた服を見て、うろたえる。

「応急処置をしておいたから、大丈夫だよ」

「本当ですか？」

　サクラはシノブの手を握って、安堵の表情を浮かべる。

　その瞬間、また大きく、地面が揺れた。

「揺れています」

　ルイミンがバランスを崩す。

　そんなとき、カガリさんが尻尾しっぽを揺らしながら、やってくるのが見えた。

「なんじゃ、ムムルート。戻ってきていたのか？」

「今、来たところだ」

「それで、結界の強化のほうはどうなっている？」

「準備はしてきた。ただ、問題がある。封印を強化できる魔法陣は３か所分だけだ」

「３か所だと？」

　大蛇おろちの封印は体を含めて、５か所ある。

　でも、頭を３つ抑えれば。

「えっと、頭が４つだから、３つでいいんじゃないの？」

「体を抑えないとダメだ。頭が一つ復活すれば、胴体を辿たどって他の頭も復活する。胴体だけは絶対に封印の強化をしないとダメだ。時間があれば、手作業で他の場所もできたんだが」

「時間など、ないぞ！　最悪、同時に２つの頭と戦わねばいかぬのか」

「こんなに早く、封印が解かれるとは思っていなかった」

「ごめん」

　全てわたしのせいだ。

　もっと、やりようがあった。

「別に嬢ちゃんのせいじゃなかろう。元々、時間が迫っていたのじゃ」

「それと、問題がもう一つ」

「なんじゃ」

「魔法陣を発動させるには、魔力を注ぎ続けないといけない。人が足りない」

　ここにはわたし、カガリさん、ムムルートさんの３人しかいない。

　わたしたち３人が魔法陣に対処していたら、大蛇が復活したときに、なにもできなくなる。

「そんな使えない魔法陣なんぞ、用意しよって」

「だから、一時的と言っただろう。それだって、この国の魔法使いが数人いれば、できると思っていた」

　あと、数日。いや、一日あれば、国王に話して、魔法使いを集めることができた。

　でも、今はその時間がない。

　話している間も地面が揺れている。徐々にその揺れは大きくなっていく。

　いつ復活してもおかしくはない。

　クマの転移門で、他の国から魔法使いを連れてくる方法もあるが、一から事情を話して、命の危険があることを説明しないといけない。

　なにも関係ないエルフに頼むことはできないし、クリモニアの冒険者に頼むこともできない。

　せめて、シノブがいれば。

　わたしは、最後まで結界を守ろうとしたシノブを見る。

　傷つき、今は眠っている。

　これ以上、シノブに無理をさせるわけにはいかない。

「悪いが、ムムルートには、一つは受け持ってもらう」

「ああ、そのつもりだ」

「残り２つじゃが」

「……一つは、わたしが行きます」

　黙って話を聞いていたサクラが真剣な眼差しでわたしたちを見る。
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「サクラ？」

　サクラの言葉に全員がサクラのほうを見る。

「魔法陣の使用方法はムムルート様に教わりましたので、扱い方はわかります。わたしの魔力でも、発動はできるはずです」

「待て、魔力を注ぎ続けないといけないと説明したはずだぞ。まだ子供のお主が無理に魔力を注ぎ続ければ、今後魔法が使えなくなるかもしれぬぞ」

　ちょっとした魔道具を使うぐらいなら問題はないけど、子供が大きな魔法や魔力をたくさん使うと、成長してから影響が出るとノアから聞いたことがある。だから、この世界に子供の魔法使いはいない。

　でも、サクラはムムルートさんの言葉にゆっくりと首を振る。

「わたしが魔法を使えなくなるだけで国が救われるなら、それで構いません。国と自分の魔法のどちらかを選べといわれたら、わたしは迷わず国を選びます」

　サクラは真剣な目でムムルートさんに答える。

　だけどムムルートさんは、会ったばかりの少女の決断に頷うなずくことができない。

　わたし、カガリさん、ムムルートさんが封印強化に向かえば、復活した大蛇おろちと戦う者がいなくなる。だから、サクラの言葉は理解できる。でも、危険なことをさせたくない気持ちもある。

　魔法使いを他から呼んでくる方法だけど、一番、早いのはエルフの村の住民。でも、クマの転移門のことを説明したとき、ムムルートさんやルイミンがどうなるか分からない。なにより、関係ないエルフの人たちを危険な目に遭わせることになる。

　たぶん、ムムルートさんは、それはさせないと思う。

　それに大蛇の説明を聞いて、すぐに首を縦に振る人がいるかどうか。いたとしても、周りが止めるかもしれない。そんな人たちを説得する時間はないし。今、ムムルートさんに離れられても困る。

　ムムルートさんが答えられずにいると、隣にいたカガリさんが、ジッとサクラを見つめ、口を開く。

「サクラ、いいのじゃな？　ここに残るということは命を落とすかもしれぬのだぞ」

「はい。わたしにできることがあるのに、安全な場所に逃げるわけにはいきません。わたしには大蛇と戦う力はありませんが、大蛇の復活を遅らせることはできます」

「サクラ……」

「もし、わたしが危険な目に遭ったとしても、助けに来たりしないでください。皆様の足手まといにはなりません。少しでも封印を長引かせます。だから、大蛇をお願いします」

　サクラは頭を下げる。

　そんなサクラの姿を見て、カガリさんは唇を強く嚙かみしめる。

　大蛇が復活するかもしれない場所に行くのだ。大蛇だけでなく、他の魔物が襲ってくる可能性も残っている。

　だけど、カガリさんは全てを理解し、口を開く。

「わかった。封印の一つはサクラに任せる」

「カガリ様……」

　この中で一番サクラのことを知っているカガリさんが決めた。だから、口を挟むことはできない。

　わたしだって、答えが分からないんだから。

　それに、さっきから地面の揺れは続いている。いつ復活してもおかしくはない。時間がないのだ。

「ルイミンさん。あの約束は守れるかどうかわかりません。ですが、もし、生き残って、魔法が使えるようになりましたら、また誘ってください」

　どんな約束をしたのか分からないけど、サクラは笑顔でルイミンに言う。

　それに対して、ルイミンは何も言えずにいる。

「ルイミンさん、会えて、嬉しかったです」

「サクラちゃん……」

　ルイミンはサクラの言葉に答えられない。

　何かを言おうとするが、なんて言葉にすればいいか、悩んでいるようにも見える。

「ユナ、すまぬが、残りの一つの封印の強化を頼む」

「それじゃ、大蛇とは」

「この国と関係ないお主に、一番危険な役目を任せるわけにはいかぬじゃろう。封印強化だけでも、十分じゃ」

　確かに、わたしかカガリさんのどちらかが、もう一つの封印を強化する作業をしないといけない。

　カガリさんの実力は分からないが、大蛇に勝てるとは思えない。勝てるなら、前のときに倒している。

　だからといって、わたしが倒せるかと言われたら、分からない。

　でも、クマ装備があるわたしのほうが命の危険は低い。

「わたしが……」

　大蛇と戦うよ。と言おうとしたとき、わたしの声が遮られる。

「待ってください」

　ルイミンが声をあげる。全員がルイミンを見る。ルイミンは何かを決心した表情をしている。
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「なんじゃ？　今は時間がない。嬢ちゃんは自分の家に戻れ。ここは戦いの場になる」

「わ、わたしも手伝います。今は１人でも多く魔力を使える人が必要なんですよね」

「ルイミンさん！」

「なにを言っている!?」

　ルイミンの言葉にムムルートさんが驚く。

「お爺じいちゃん。だって、ユナさんに魔法陣を説明している時間はないでしょう。わたしなら、さっき、お爺ちゃんがサクラちゃんに説明していたのを見ていたから分かる。だから、もう一つの封印はわたしが行くよ」

「ルイミン……」

　ルイミンはサクラの代わりではなく。もう一つと言った。

　今、足りないのは魔法陣に魔力を注ぎ込む者だ。それをルイミンは理解している。

「ルイミンさん、ダメです。危険です」

「２人で２つを封印すれば、ユナさん、カガリさんの２人が大蛇と戦えることになるんだよね。そうすれば、勝てる可能性が上がるよね」

「ルイミンさん……」

「お爺ちゃん、お願い。わたしにも手伝わせて！」

　ムムルートさんはルイミンをジッと見る。

「ダメじゃ、お前は帰れ」

　もちろん、わたしもムムルートさんに同意だ。ルイミンに危険なことをさせるわけにはいかない。ルイミンは、ムムルートさんと違って、この国とは関わりがないんだから。

「お爺ちゃん！　初めはユナさんのお手伝いができると思って来ただけだったけど。知り合ったサクラちゃんが大変なことになっているんだよ。わたし一人だけ、安全な場所に逃げることはできないよ」

　ルイミンはムムルートさんの服を摑つかみ、説得する。

　わたしが、ルイミンとサクラを出会わせてしまったせいだ。２人に繫つながりができてしまった。

「ルイミン……」

「お爺ちゃんだって、カガリさんやユナさんに帰れって言われても帰らないでしょう？」

「だが……」

　地面が揺れる。

　徐々に大きくなっている。

　話している時間はなくなってくる。

「お爺ちゃん、お願い。わたしにも手伝わせて」

「ムムルート、言い争っている時間はない。酷こくかも知れぬが、すぐにお主が決めろ。妾の意見を言えば、残ってくれるなら助かる」

　さらに大きく地面が揺れる。

　今までで一番大きい揺れだ。

「お爺ちゃん！」

　ムムルートさんは苦しそうに決断する。

「ルイミン、約束だ。もし、危険と分かったら、すぐに逃げるんだぞ」

「……お爺ちゃん。うん、わかった。危ないと思ったら逃げるよ」

　確かに、これが現状で一番の方法だ。

　ルイミンとサクラが決めたのなら、わたしは２人をサポートするだけだ。

　わたしは心の中で、くまゆるとくまきゅうにこっちに来るように呼びかける。

「すまぬ。お主の孫娘まで、危険な目に遭わせることになってしまった」

「ルイミンが自分で決めたことだ。２人ともアイテム袋は持っているな」

「はい」

「うん」

　ムムルートさんは自分のアイテム袋から絨じゅう毯たんと小袋を２人に渡す。２人はムムルートさんから受け取るとアイテム袋にしまう。

「わしが体の中心に向かう。２人は頭を頼む」

「わかりました」

「うん」

「ルイミンもサクラも扉は開けておくから、最悪のときは逃げてきて。大蛇も扉の中までは入ってこれないはずだから」

　大きな体だ。クマの転移門を通れないはずだ。

「わかりました」

「はい」

　二人は頷く。

　全員が動こうとしたとき、地面で気を失っているシノブに目がいく。

　このまま寝かせておくのは危険だ。

「そっちの扉の先に寝かせておくか？」

「大丈夫だよ。信用できる子に面倒を見てもらうよ」

　わたしはクマフォンを取り出す。

　まもなくして、相手が出る。

『ユナお姉ちゃん？』

「フィナ、悪いけど、今すぐにわたしの家に行って」

『えっ、どうしたんですか？』

「ごめん、説明している時間はないの。転移門の前に人を寝かせておくから、見ててもらえる？　服に血がついているけど、治療はしてあるから大丈夫だから」

『ユナお姉ちゃん？』

「なにかあったら、連絡をちょうだい」

『ユナお姉ちゃん！』

　フィナがなにか言っているが、説明する時間はない。

　わたしはクマの転移門の扉を一度閉じ、クリモニアのクマハウスに繫げる。

　そして、シノブをお姫様抱っこして転移門を通り、クマハウスにシノブを寝かす。あと、フィナがクマハウスの中に入れるようしておく。

　これでフィナがクマハウスに来てくれれば、シノブの面倒は見てもらえる。

　わたしは扉を閉じ、再度エルフの森へと扉を開ける。

「ユナ様、誰と話していたのですか？」

「わたしが一番信用している女の子だよ。シノブのことは心配しないでいいからね」

「わかりました」

　サクラにシノブのことを心配させたくないので、安心させるように言う。

　準備が整ったとき、地面が一番大きく揺れる。

　揺れは収まらない。

　さっきまでは揺れてもすぐに止まったのに、今度の揺れは止まらない。

　揺れが徐々に大きくなっていく。

　ルイミンとサクラがバランスを崩して倒れそうになる。

　そんなとき、くまゆるとくまきゅうがやってきて、２人を支える。

「くまゆるちゃん！」

「くまきゅう様！」

　２人はくまゆるとくまきゅうに抱きついて、倒れないようにする。

　だけど、揺れは続く。

　地面は揺れ、大きな音が響く。地下から何かが盛り上がってくるような感覚。

　探知スキルを見る。

　大蛇の一部分が完全に表示されている。

　ゴゴゴゴゴゴと、地割れの音がする。

　遠くで樹木が倒れる音が聞こえてくる。

　地面から出てくる。

　そして、離れたここからでも分かる大きなものがそびえ立つ。

「大蛇か……」

　高くそびえ立つ、ビルのようなものが、揺れている。

　大きい。

「あれが大蛇……」

「大きいです」

「二度と見たくなかったな」

「それには同意だな」

　誰だって、こんなのとまた会いたいとは思わないよね。

「２人とも、もう引き下がれないぞ」

「……はい」

「……うん」

　サクラとルイミンの２人は大蛇を見ながら、返事をする。

　２人の手が震えているような気がする。

　これから、この大蛇の頭が封印されている場所に向かうのだ。怖くないはずがない。

「くまゆる、くまきゅう。ルイミンとサクラをお願いね。もしものときは２人を連れて、転移門の中に逃げて」

「「くぅ～ん」」

　もし、２人が危険でも逃げ出さないような場合は、くまゆるとくまきゅうが無理やりにでも引っ張ってくれるはずだ。それに魔物が近づいてきても、２人を守ってくれる。

　くまゆるにはルイミンが乗り、くまきゅうにはサクラが乗る。

「それじゃ、行ってきます！」

「行ってきます」

　２人を乗せたくまゆるとくまきゅうは走っていく。

「よし、わしも行く。２人とも無理はするなよ」

「任せておけ、きっちり弱らせてやる」

「別に倒してもいいんでしょう？」

「ふふ、それが一番楽でいいな。嬢ちゃんが言うと、本当にやりそうだな」

　ムムルートさんは笑うと、走りだす。

「では、妾たちも行くとしようか」

　わたしたちは復活した大蛇の頭に向かって走りだした。
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　わたしとカガリさんは動きだした大蛇おろちの頭の一つに向かう。

「妾わらわたちの役目は、他の封印に近づけさせないようにしながら、大蛇の頭を倒すことじゃ。攻撃は胴体でなく、頭を狙ねらえ」

「胴体はダメなの？」

　もちろん、頭が弱点なのは分かる。でも、胴体が地面から出てこられないはずだから、攻撃し放題だと思う。

　穴から体が出れなくなった大きな蛇と思えばいい。

「無理じゃ。大蛇の皮膚は魔力で硬化されている。多少ならダメージを与えられるが、皮膚は堅く厚い」

「ミスリルの武器でも無理なの？」

「たとえ刺すことはできても、皮が厚いため、奥まで突き刺すのに苦労する。それに膨大な魔力で修復される。下手をしたら、その場で皮膚が修復され、武器が抜けなくなる」

　なにそれ？

　チートだよ。いつも思うけど、回復って最大のチートだよね。特にゲームでは、味方にいれば頼もしいけど、敵が使うと最悪だ。もう少しで倒せるってところで回復でもされたら、たまったものではない。あれほど、ストレスが溜まる瞬間はない。敵は回復を使っちゃダメだと思う。

「それじゃ、前はどうやって倒したの？」

　過去の戦いを参考にするのは悪いことではない。

「数で押しきった。多くの者が一丸となってダメージを与え、修復されても攻撃をする。それの繰り返しじゃ。大蛇だって魔力の限界はある。戦い続けると大蛇の修復速度が落ちてくる。そして、弱まったところでムムルートたち冒険者が頭の一つを封印することに成功した。同様の方法で２つ、３つ、４つと最終的に体を封印して終わった。ただ、そのときの犠牲者は数えきれないほどだった。ムムルートたちがいなかったら、どうなっていたかわからない」

　ムムルートさんたち凄すごかったんだね。

　砂漠のピラミッドも攻略している。今はそんな凄い人には見えないけど。当時は凄い冒険者だったのかもしれない。

「本当にムムルートには感謝しきれない」

「でも、そこまで追い詰めたなら、倒せばよかったんじゃない？」

　倒しておけば、こんなことにはならなかった。

「妾たちも限界だったんじゃよ。多くの者が死に、戦える者はほとんど残っていなかった。封印するのがやっとだったんじゃよ」

　紙一重の戦いだったってことだろう。

　命を懸けて戦った者を責めることはできない。そのときに経験した者しか分からないことだ。

「それじゃ、頭に攻撃を仕掛けて、大蛇の魔力を減らせばいいってことだね」

「簡単に言うが、一番危険な場所だぞ。喰くわれればそこまでだし、大蛇の攻撃はどれも強力だ。一撃でも喰らったら、おしまいと思え」

　喰らう気はないけど、クマ装備なら大丈夫かなと思うのは、気の緩みになるので気を引き締める。

「ちなみに、あの頭はどんな攻撃をしてくるの？　火、水、風、岩？」

　話によれば、大蛇は炎を吐き、水を吐き、風を飛ばし、岩の塊を飛ばしたと聞いている。当時のことを知っているカガリさんなら、どの場所にどの属性の頭が封印されているか分かっているはずだ。

　そう思ったが、返答は違った。

「すまない。なにぶん、数百年前のことで覚えていない」

　カガリさんは申し訳なさそうに言う。

　情報はあったほうがいいが、戦ってみれば分かる。




　わたしたちは大蛇の頭の近くまでやってくる。

　大蛇はとぐろを巻いて、頭を伸ばして動かない。

　前に倒したブラックバイパーより大きい蛇だった。これが４つの頭を持った魔物。さらにそれぞれが属性持ち。そう考えるとブラックバイパーが可愛かわいく思えてくる。

「動いていないけど、このまま動くまで待つ？」

　本当なら、先手必勝で攻撃がしたい。

　でも、今はムムルートさんたちが封印の強化の準備をしているはずだ。

　もし、攻撃して大蛇が暴れでもして、他の封印が解かれようなものなら、ムムルートさんたちがしようとしていることが無駄になる。

「そうじゃな、今は目覚めたばかりで、動きも鈍いようじゃ。ムムルートたちが封印を強化する時間も必要じゃろう」

　わたしとカガリさんの意見が合う。

　でも、すぐに状況が変わり、考えが変わる。

「いや、そんな時間はないみたいじゃ」

　大蛇の黒い体が、赤くなり燃え始める。

「火の大蛇か！」

　大蛇の体が火に包まれる。

「近づくと、あやつの熱で焼かれるぞ。気をつけろ」

　周囲の木々が燃え始める。

　カガリさんは魔法で水を作り出すと、頭から被る。

「嬢ちゃん、お主の得意な魔法は!?　水魔法が使えるなら、水を被れ。多少は熱を防ぐことができる。もっとも、まさに焼け石に水じゃが、やらないよりマシじゃ」

「一通りの魔法は使えるよ。この服は耐熱効果もあるから、大丈夫だよ」

　クマ防具は耐熱、耐寒機能付きだ。

「それは心強い。襲ってくるぞ」

　大蛇が頭を上げ、カガリさんとわたしのほうを見る。

　あの目は封印されていたときに動いていた目だ。

　大蛇は頭を落とすようにわたしたちに向けて叩たたきつける。わたしとカガリさんは動く。わたしたちがいた場所に大蛇の頭がズドンと大きな音を立てて落ちてきた。カガリさんは水の球を飛ばし、わたしは氷の矢を飛ばす。それぞれの攻撃は命中するが、ダメージを与えた気がしない。

「どんどん、魔法を放て！　やつは水は苦手じゃ。水を嫌がって、炎を作り出す。その分、魔力を消耗する」

　カガリさんはそう言いながら、大蛇の頭に向けて水を放つが、当たった瞬間にすべて蒸発する。

　だけど、カガリさんの言うとおりに、嫌がっているのか、命中したところが燃え上がる。

　カガリさんだけに任せるわけにはいかないので、わたしも死角から大蛇に向けて、水魔法を放つ。

　大蛇の頭の上から水を落とすと一瞬、炎が消えるが、すぐに復活する。

　昔の人は、こんな相手に命を懸けて戦った。

　封印するのが精一杯だったというのを理解した。

　だけど、今回こそ、倒さないといけない。

　昔の人はできなかったかもしれないが、わたしならできるかもしれない。

　わたしは大蛇の前を走る。大蛇が口を開いて、炎を吐き出そうとする。そのタイミングに合わせ、炎のクマを作りだす。

　外がダメなら中からだ。

「いけ！」

　炎のクマを火の大蛇の口の中に入る。大蛇は口を閉じ、その中を焼き尽くすかと思ったが、すぐに口を開く。

　その瞬間、口の中に炎が作り出され、わたしに向かって吐き出す。

　炎のクマが喰われた!?

　わたしはとっさに体をひねり、炎を躱かわす。先ほどまで、わたしがいたところに炎が通る。

　……躱した。

　と思った瞬間、大蛇の頭が横に動く。

　わたしは炎に飲み込まれる。

「嬢ちゃん！」

　炎に包まれたわたしは、地面に着地する。

「危なかった」

　今のは死ぬかと思った。

　流石さすが、クマ装備。

「嬢ちゃん、大丈夫なのか」

　カガリさんが不思議なものを見る目でわたしを見ている。

「大丈夫だよ」

「お主、大蛇の炎に包まれなかったか」

「この服、あれぐらいの炎なら、大丈夫だから」

　とはいっても、今のはかなりビビった。

　初めて、炎に包まれる経験をした。

「いくら、耐熱効果がある服だといっても、規格外すぎないか」

　わたしも、そう思うけど。神様からもらった服だから、しかたない。

　でも、これで大蛇を体内から倒すって方法を取れないことが証明されてしまった。

　これは運が悪いとしか言いようがない。

　これが火の大蛇でなければ、体内破壊ができたかもしれない。

　よりによって、復活した大蛇が火の大蛇で、炎のクマを食べるなんて最悪だ。
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　途中でルイミンさんと別れ、わたしはくまきゅう様に乗って封印がある建物に向かいます。

　関係ないルイミンさんまで巻き込んでしまい。心苦しいです。

　ルイミンさんだけではなく、ユナ様、ムムルート様、くまきゅう様にくまゆる様。この国とは関係ない人たちが命を懸けて、大蛇おろちを倒す手助けをしてくれています。

　わたしはみなさんに、恩を返すことができるのでしょうか。

　それには、みんなで生きて戻らないといけません。

　そんな思いを抱いていると、後ろで地響きが起きます。

　くまきゅう様が立ち止まって、後ろを見ます。

　そこには、大きな大蛇の姿がありました。

　あれが大蛇……。

　大きい。

　離れた場所にいるのに、その巨大さが分かる。

　あんな大きな魔物と当時の人たちは、命を懸けて戦い、封印した。

　あの場所にユナ様とカガリ様がたった２人で向かい、戦おうとしている。

　今のわたしたちにできるのでしょうか。

　恐怖で、体が震えてしまう。

「くぅ〜ん」

　くまきゅう様が鳴きます。

「心配しないでください」

　怖いけど、くまきゅう様に心配をかけたくないので、優しく頭を撫なでながら言います。

　カガリ様がいて、当時大蛇の封印を手伝ってくださったムムルート様がいる。それに、夢で見た希望の光であるユナ様がいます。

　きっと、なんとかなるはずです。

　でも、それには、わたしたちだけではなく、国王陛下や国民の力も必要です。

　国王陛下に現状報告をしたいですが、連絡手段がありません。ユナさんの扉も、遠くにいる人と会話ができる魔道具も使うことができません。

　シノブがいれば国王陛下に報告することができたのですが、封印を守るために魔物と戦って倒れてしまいました。

「ここには、わたししかいません。今、わたしに、できることをしないといけません」

「くぅ〜ん」

　くまきゅう様が、なんとなく「自分もいるよ」って言ってくださっているような気がします。

　だから、わたしは「そうですね。くまきゅう様もいますね」と答えると、嬉しそうに鳴きます。

「くまきゅう様、急ぎましょう」

　わたしの言葉に、くまきゅう様は止めていた足を動かし、走りだします。

　そして、くまきゅう様のおかげであっという間に封印がある建物に到着しました。

　建物が少し壊れています。

　ユナ様たちは、ここを守るために命懸けで戦ったことが、見て分かります。

　いろいろな場所に戦いの跡が残っています。鳥のような魔物の死骸。初めて見ますが、話に聞いたヴォルガラスでしょうか。ヴォルガラスだけではなく、ワイバーンも倒れています。

　大きい。死んでいると分かっているけど、怖い。

「クェ」

　上で鳴き声がします。鳴き声をしたほうを見ると、黒い鳥、ヴォルガラスが飛んでいます。

　わたしはくまきゅう様から降りると、扉を開けて、逃げるように駆け込みます。

　でも、くまきゅう様は入ってきません。

「くまきゅう様。早く、入ってください」

　扉を閉めないと、入ってきてしまうかもしれません。

「くぅ～ん」

　くまきゅう様は鳴くと、扉から離れていきます。

　どこへ行くんですか!?

　わたしがくまきゅう様を追いかけて外に出ると、ヴォルガラスへ向かう姿がありました。

　わたしはすぐに理解しました。

　くまきゅう様はヴォルガラスを倒しに行ったんです。

「くまきゅう様……」

　くまきゅう様は、わたしを守るため、封印を守るため、ユナ様の言葉に従って守っているのですね。

　わたしも自分がするべきことをしないといけません。

「くまきゅう様、よろしくお願いします」

　魔物のことはくまきゅう様に任せて、わたしは建物の中に戻り、魔法陣がある地下に向かいます。

　地下に降りると大きな魔法陣があります。赤黒く、気分がいいものではないです。過去に何度か見たことがありますが、こんなに禍まが々まがしくはありませんでした。

　わたしは、そんな赤黒い魔法陣の前に立ちます。そのとき、魔法陣が描かれている床の模様が動きました。

　わたしは身構えます。

　よく見ると、魔法陣の中にギョロッとした目のようなものがあります。

　大蛇の目……。

　怖い。

　だから、カガリ様はわたしを怖がらせないために、中には入れてくれなかったのですね。

　もし、ここで大蛇が復活したら、わたしの命はないでしょう。

　足が震えます。

　でも、ユナ様もカガリ様も大蛇と戦っています。

　ここでわたしが怖がって、逃げるわけにはいきません。自分で言いだしたことです。わたしは魔法陣の中心に向かいます。中心には魔石が埋め込まれています。そこに覆いかぶせるようにムムルート様から預かった絨じゅう毯たんを置きます。

　この絨毯のこの場所に、この魔石を合わせて。

　わたしはムムルート様に教わったことを思い出しながら、準備をします。

　その間も大蛇の目がジッと、わたしを見ています。

　怖い。

　でも、今、この封印を守れるのはわたしだけです。

　わたしは頰ほおを両手でパンパンと叩たたいて、気合いを入れます。

　戦っているユナ様とカガリ様のためにも、この封印だけは守ります。

　わたしはムムルート様に預かった魔石を絨毯の上に置きます。

「ここと、ここと、ここ」

　これで大丈夫なはずです。

　魔石が絨毯の上に並べられます。

「すぅ……はぁ…」

　わたしは深呼吸して、絨毯に描かれている魔法陣に手を置きます。

　お願い。上手くいって。

　わたしは魔力を流します。

　体から魔法陣に魔力が流れていくのが分かります。

　絨毯に描かれた魔法陣と魔石が光りだします。

　わたしは魔力を少しずつ流します。

　ムムルート様の話では魔力を流し続けるのが必要であって、一気に魔力を流しても意味がないそうです。ただ、封印が解かれそうになったときは、魔力を強く込めないといけないと言われました。

　封印の魔法陣の下で動いていた目の動きが鈍くなっていきます。そして、ゆっくりと止まりました。

　やりました。

　どうやら、封印の強化は上手くいったみたいです。




　大蛇は、過去に多くの人を殺しました。

　もし、完全に大蛇を復活させてしまったら、絶望しかありません。

　あの夢で見たことが現実となります。

　怖い、人が死ぬのを見るのは嫌です。

　ユナ様、カガリ様……。

　大きなものを地面に何度も叩きつけるような音がして地面が揺れます。大蛇が暴れています。

　あの大きな巨体で叩きつけられたら、ユナ様もカガリ様も死んでしまいます。

　ユナ様、カガリ様、どうか死なないでください。

　今のわたしは願うことしかできません。
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　昨日、サクラが夢で見た希望の光だというクマの格好をした少女に会ってきた。

　初めて報告を受けたときは意味が分からなかったが、本当にクマの格好をした少女だった。

　報告によれば15歳だという。俺の娘とさほど変わらない。

　見ただけでは、とてもジュウベイに勝てるほど、強いとは思えない。シノブの奴も、よくあのクマの格好をしている少女がサクラが言っている希望の光と分かったものだ。

　もし、ジュウベイとの戦いの報告がなければ、サクラの希望の光という言葉だけでは信じられなかったと思う。

　クマの格好をした少女の実力を知るため、ジュウベイと戦わせた。ジュウベイはこの国の中でも屈指の強さを持っている。勝てる者は少ない。

　たとえジュウベイが、相手が子供だからといって手加減したとしても負けないと思っていた。

　結果は、クマの格好をした少女が勝った。

　だが、嬉しい誤算だ。これでサクラの言葉が証明された。異を唱えていた者も、この結果を見れば黙るしかない。現に今回のことで、口を挟む者はいなくなった。

　クマの少女には試すようなことをして申し訳なかった。一歩間違えれば、希望の光を失うところだった。

　だが、クマの少女は俺の謝罪を受け入れて、大蛇おろちと戦うことを了承してくれた。

　あのような少女に国の未来を託すことになるとは情けない限りだ。




　そのクマの少女はカガリに会うために、本日、３人でリーネスの島に行くとシノブから報告を受けている。

　その島に行く方法だが、クマの上に乗って海を渡るという。どうやら、一番初めに受け取った報告の内容は間違いではなかったようだ。

　クマの格好をした女の子が、クマに乗って海からやってきたと、書かれていた。初めは船にクマと一緒に乗っていたのかぐらいにしか思っていなかった。

　でも、言葉通りに、海の上をクマが走って、やってきたのだ。

　クマが海の上を走る？

　勘違いしてもしかたないだろう。クマが海の上を走るって報告を受けても、そのままの言葉を信じられる者などいない。だけど、事実だったらしい。

　今日はサクラの願いもあって、そのクマに乗って島に行くと聞いている。

　そのときに、クマが海の上を渡ることは誰にも言わないようにとシノブに言われた。

　誰に言うというのだ。

　もし、クマが海の上を渡ってきたと臣下に言おうものなら、俺の頭がおかしいと思われる。クマが海の上を走ると聞いて、俺自身が信じられないものを、他の者が信じるとは思えない。

　それに、クマの格好をした少女が秘密にしてほしいと言ったことは、守るつもりだ。

　サクラの言うとおりに、クマの格好をした少女が希望の光なら、機嫌を損ねるようなことはしない。

　それがたとえ小さな希望の光であったとしてもだ。国が救われるなら、どんな些さ細さいなことでもすがりつく。

　だが、あのクマが本当に海の上を走るのか、見てみたかったものだ。




　今ごろは、リーネスの島にいるカガリに会っていることだろう。

　カガリは、長年この国を守ってきた守護者だ。国に危機があるたびに救ってくれた。カガリは何百年も生きている狐きつねだ。昔から姿は変わらない。

　カガリを知っている者は限られている。不老長寿にあの美び貌ぼうでは面倒が絶えないからだ。それが原因で、男が近寄れないように、リーネスの島に結界を張ってしまった。

　俺は小さいときから知っているため、姉であり母親って感じだ。そのため、俺のことをいろいろと知っているので厄やっ介かいだ。だから、カガリには頭が上がらないことが多い。

　気がかりは、そんなカガリが、あのクマの格好をした少女のことを信じるかどうかだ。そのために、危険かもしれないがサクラの同行も許可した。俺と同様にカガリはサクラが生まれたときから知っている。サクラの言葉なら、聞く耳を持つだろう。

　サクラたちのことも心配だが、俺も大蛇対策を進めないといけない。

　今後の対策を考えながら仕事をしていると、連絡が入ってくる。

　なんでも街道に魔物が現れたそうだ。

　初めは、どうしてそんなことをわざわざ俺のところに報告するのかと思ったが、数が多いらしい。それで、冒険者ギルドから兵士を出してほしいと連絡があったらしい。

　俺は兵士の一部隊を出すことを指示し、随時、なにかあれば報告するように伝える。

　嫌な感じだ。

　なぜ、このタイミングで魔物が集まりだす？




　魔物の報告を受け、しばらく仕事をしていると、開いている窓から白い小鳥が入ってくる。

　白い小鳥は部屋の中をクルクルと飛び、俺が手を差し出すと手にとまる。

　シノブの伝令鳥だ。小鳥の首には小さな筒がつけられている。

　なんだ？　シノブはサクラとクマの格好をした少女と一緒にカガリのところに行っているはずだ。なにかあったのか？　一瞬、カガリがクマの格好をした少女にとんでもないことをしたのではないかという考えが浮かぶ。

　俺は急いで小鳥の首につけられている筒の中から紙を取り出す。そこには短い文で『島に魔物の襲撃あり、封印、解かれる恐れあり』と書かれていた。

　違った。

　もっと、最悪な状況だった。

　魔物が集まっている。先ほどの報告が思い出される。

　思い当たることは一つ。

　それが原因か！

　俺は席を立ち、すぐに臣下たちを集めるように指示を出す。

　そのとき、伝令兵がやってきて、魔物を討伐するために先に出発した部隊長から、増援の要請が届いた。

　魔物の数が増えているそうだ。

　地図を出し、魔物が出た報告と照らし合わせる。

　やっぱり、リーネスの島付近に移動している。

　他の島でも同様のことが起きている可能性がある。

　いや、間違いなく起きている。

「リーネスの島に一番近い場所がもっとも危険だ」

「どういうことですか？」

「先ほど、リーネスの島にいるシノブから連絡があった。島に魔物が集まってきているそうだ」

「まさか」

　俺の言葉に他の者も思い当たることがあったようだ。

「過去、大蛇が現れたとき、多くの魔物も現れたといわれている。今回、魔物が集まりだしたのも、その兆しの可能性が高い」

　俺の言葉に皆が騒ぎだす。

「すぐに各島に確認を。そして兵の準備を急がせろ」

　街の入り口の防衛、街道の確保の指示を出す。

　街道には移動中の者もいる。最優先で守らなければならない。

　それから、各街、村から出ないように伝える。

「あと、おまえたちが大蛇と戦うために集めた女性たちをリーネスの島に向かわせろ」

　もし、大蛇が復活していたら、どれほどの役に立つか分からないが、男性が入れない今、その女性たちに頼るしかない。

　最悪でもサクラを連れてきてもらう。サクラは亡き妹の忘れ形見だ。

「魔法使いはどういたしましょうか？」

「まだ、大蛇は復活していない。今は魔物から住民を守るほうが優先だ。魔物の討伐に向かわせろ」

　くそ、まだ数日はあると思ったのに。

　あのカガリがクマの嬢ちゃんをどう評価したかで、今後のことを考えるつもりだった。この件に関しては、カガリの意見が一番重要になる。だから、カガリの評価次第でクマの嬢ちゃんの扱いをどうするかが変わってくるはずだった。

　カガリ。おまえの目から見て、クマの嬢ちゃんは希望の光だったのか。それともなにも感じなかったのか。

　そのことを尋ねたくても、今はできない。

　今は集まってくる魔物を討伐しないとならない。

　そして、城、および城下街は他の者に任せ、港に行くことを伝える。

「国王陛下は城にお残りください」

「魔物に関してはお前たちでも大丈夫だろう。もし、大蛇が復活したら、現場は混乱する。俺が前に出ないでどうする！」

「ですが」

「わかっている。危険なことはしない。もしものことがあれば、指示を出すだけだ。できるだけ兵士、魔法使いを温存しろ。ただし、住民が危険なときには惜しまずに投入しろ。魔物に関してはおまえに一任する。もし、緊急の場合は港に伝令をよこせ」

「わかりました。国王陛下の命じるままに」

　それぞれの臣下に指示を出した俺は港に向かう。

「船の準備が整い次第、出発する」

　港では出港の準備が行われている。

　まもなく、船の準備が終わり、船に乗り込む。

　島は見えるが、ここからでは状況は分からない。




　船の出発が整い、俺はリーネスの島に向かった。

　船は徐々にリーネスの島に近づく。

「国王陛下！　島が」

　リーネスの島を観察してた兵士が慌てたように声をあげる。言葉にできないほどに焦っている。

　俺は持っている望遠鏡で島を見る。

　リーネスの島から煙が上がっている。火の手が見える。

　そして、もう一つ大きなものが動いている。

　なんだ……？

　長い首。

　……大蛇。

　大蛇が復活した。

　あの島にはカガリ、シノブ、サクラ、そして、クマの格好をした少女の４人がいる。

　どうなっている。サクラは無事なのか。

「船を島に近づけさせろ」

「ですが！」

「確認するだけだ」

　俺や同行している男たちは島の中に入ることはできないが、船つき場の近くまでなら向かうことはできる。

　船がリーネスの島に近づくにつれて、様子が見えてくる。

　望遠鏡を使い、確認する。

　あれが大蛇、炎を纏まとった大きな蛇の頭。その周りを小さな何かが動いている。

　あれは、カガリとユナ。

　もしかして、戦っているのか!?

　シノブとサクラはどうなっている。

　考えられることは、カガリとユナが戦い、シノブがサクラを連れて逃げているぐらいだ。

　でも、あの大蛇が復活した島に安全な場所があるのか？

　ただ、今は頭が一つしか見えない。

　頭が一つだけなら、まだ、なんとかなる。

　まずはサクラの保護だ。

「伝令、女性を集めた船を、リーネスの船つき場に行かせろ。優先事項はサクラの保護。保護が終わり次第、大蛇と闘うように指示を出せ！」

　すぐに俺の命令は伝達されたが、女性たちが乗る船が動かない。

　何をやっている！

　早くしないとサクラが死んでしまう。

　小鳥が飛んでくるのが見えた。

　伝令兵が受け取り、確認する。

「国王陛下！」

「なんだ!?」

「大蛇を見た女性たちが怖おじ気けづいてしまい、島には降りないと言っているそうです」

「今さら、なにを言っている！」

　俺の叫びに伝令兵は顔を強こわ張ばらせて、困った表情をする。

　この伝令兵に言っても八つ当たりなのは分かっている。

　だが、あれだけ俺に文句を言って、集めた結果がこれか？

　サクラが希望の光と言った、クマの格好をした少女は戦っているんだぞ。

「伝令！　魔法使いを港に集めさせろ」

　それしか方法がないのか。

　最悪、魔法使いに犠牲が出たとしても、国から大蛇を引き離すしかない。
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　大蛇おろちの体は真っ赤に燃え、近くの草木を燃やす。

「くそ、熱いぞ」

　カガリさんは魔法で大きな水を作り出すと、自分の頭上で拡散させ、頭から水を被かぶる。

　服が透けて、少し色っぽさが出る。やっぱり、この色っぽさは胸なのかもしれない。わたしは自分の胸を見る。数百年ぐらい経てば、カガリさんみたいに成長するはずだ。

「嬢ちゃんはそんな格好で熱くないのか!?」

〝そんな格好〟のクマ装備のおかげで熱くない。快適なものだ。

「特別製の布でできているから、大丈夫だよ」

「そうか。ならよいが、見ているほうが暑くなるのう」

　だからといって、脱ぐわけにはいかない。クマ装備を脱げば、あっという間に死んでしまう。クマ装備があるから戦える。

「それで、カガリさん。水魔法を使って消耗させる以外に倒す方法はないの？」

　炎のクマ魔法での体内破壊ができなかった。

「そうじゃのう。海に叩たたき落とせば楽に倒せるじゃろうな」

　胴体が動かないとそんなことはできない。

「なら、他の大蛇も復活させる？」

「ふふ、冗談じゃ。そんなことになれば、水の大蛇と海の上で戦うことになり、今より大変な状況になる。妾わらわたちは海の上で戦うことはできぬ。水の大蛇の攻撃を受ければ、船は一発で沈む。妾たちは海の上では弱者じゃ」

　それはクラーケンと戦うときにも思ったことだ。

　波一つで船は揺れ、大きな波になれば船は沈む。海で魔物と戦うってことは、それだけ危険なことだ。そう考えると、国王が提案している魔法使いを使って、大蛇を国から離す方法は危険だ。海に出れば、大蛇を引きつけないといけないので、和の国に戻ってくることはできない。その囮おとりを引き受けることになる魔法使いと船乗りたちは、間違いなく死ぬことになる。そう考えると、その方法は絶対にやらせてはいけないと思う。

「それじゃ、ここで頑張って倒すしかないね」

「そうじゃ、ここで倒せば何も問題はない」

　わたしとカガリさんは笑みを浮かべる。

「なら、行くぞ」

　火の大蛇を倒す有効な方法はない。ここで普通に戦うしかない。

　わたしとカガリさんは駆けだす。

　わたしは高く跳び、大蛇の頭付近まで上がる。そして、燃え盛る頭に向かって水球を放つ。

　水球は火の大蛇の頭に当たった瞬間に蒸発する。

　熱したフライパンに水を垂らした感じだ。

　カガリさんも両手から激流のように水を飛ばすが、ダメージを与えられているようには見えない。

　火の弱点は水のはずでしょう。

　試しに、クマの風の刃を放つが、大蛇の炎が強く燃えさかる。

　今度は大きな岩を作り出し放つ。頭に当たるが、弾き飛ばされる。

　う～ん、物理的攻撃はダメ？

　氷の塊を放つが、岩と同様に弾かれるだけだ。

「大蛇の皮膚は魔力で硬くなっている。それは頭も同様じゃ。目、口、そのあたりを狙ねらえ！」

　カガリさんはそう言うと、目や口を狙う。だけど、大蛇は銅像のように身動きしないわけじゃない。頭は動き、攻撃を仕掛けてくる。さらに言えば数十メートル以上の高さにあり、跳び上がらないといけない。

　さらに大蛇は地面に頭を叩きつけるときに攻撃を仕掛けてきたり、地面を這はいずったりしてくる。そんな行動を大きな体でされると、周りの樹木まで一緒に波のように襲ってくるので、下手に近づくこともできない。

　これが、なにもない平地だったら、もっと楽な戦いようがあったかもしれないが、ここは木々が生い茂っている場所だ。リーネスの島にはなにもない大きな平地はない。だから、この現状を受け入れ、ここで戦うしかない。

　わたしはくまゆるとくまきゅうぐらいの大きさのクマの水を作り出し、タイミングを合わせて放つ。

　水のクマは火の大蛇の顔に命中すると、沸騰し始め、クマの形が維持できず、最後は破裂するように拡散する。火の大蛇は嫌がるように頭を振り、命中した場所は炎の勢いが弱くなる。

　ダメージは与えているみたいだけど、致命傷にはほど遠い。

　あと、ダメージを与えられそうなのは電撃魔法ぐらいだ。

　魔力で電撃のクマを作りだす。パチパチと音をたてる。電撃クマに風を纏まとわりつかせ発射してみる。電撃クマは火の大蛇の体に命中する。

　大蛇の一部の皮膚が剝はぎ取られる。

　効いている。

　だけど、傷ついたところが炎で燃えたと思ったら、修復される。

　ちょっ、再生が速いよ。

　電撃魔法でも致命傷を与えることはできない。

　どんだけ硬いの。いや、魔力耐性が高いのかもしれない。

　ゲームでもあったけど、魔法が効かない相手はいた。でも、今回は物理でもダメージを与えられない。

　無理ゲーじゃない？

「雷魔法か？　珍しい魔法を使うのう」

　カガリさんは、わたしの魔法を一度見ただけで、どんな魔法なのか理解したみたいだ。

　今のところ、電撃魔法を使っている魔法使いは見たことがないのに、カガリさんは電撃魔法を知っているみたいだ。

「ちなみにカガリさんは秘密技って持っていないの？」

　数百年生きる大狐きつねだ。必殺技の一つや２つ持っていてもおかしくはない。あの尻しっ尾ぽが増えるとか。現在は３つ尻尾が見える。

「……あるが、今は使えぬ。使ったら、動けなくなる」

　その手の必殺技か。

　わたしも魔力を使いきったら、怠だるくなって動けなくなる。

　クラーケンを倒したときのことが思い出される。

　まして、大蛇の頭は４つある。もし、一つを倒すのに力を使いきってしまったら、他の３つを残すことになる。

　わたし一人で３つ倒せると約束ができればいいけど。この火の大蛇の頭だけでも厄介だ。

　さて、どうしたものか。

　火は海に落とすのが一番だけど、火の大蛇の頭だけを落とすのは無理。さらに、自ら移動するとは思えない。

　さらに体内破壊はできない。傷は再生される。最悪な相手だ。

　だからといって、逃げだすわけにはいかない。

　まずは、纏わりつく厄介な炎をどうにかしないとダメだ。

「カガリさん、大技を使うから、離れて」

「わかった」

　カガリさんは理由も聞かずに後方に下がる。

　なんか、わたしを信じて、従ってくれるのは嬉しいね。わたしのことを信頼してくれているってことだ。

　わたしはクマさんパペットに魔力を集めながら、火の大蛇に向かって走る。

「嬢ちゃん！」

　熱風がわたしに襲いかかるが、クマ装備のわたしには効かない。

　わたしが魔力を集めたクマさんパペットを突き出すと、大量の水が放出される。水は水流となり、火の大蛇に巻きつくように上がっていく。

　そして、水流は回転する。

　ウォータートルネード。

　水が回転して、大蛇の燃えさかる胴体から頭に向けて、水の竜巻が襲う。

　神聖樹のときに風の大きな竜巻を使ったときも魔力の消耗が大きかった。だから、できれば使いたくなかったけど、そんなことを言っている場合ではない。

　水の竜巻は火の大蛇に纏わりつき、大蛇の纏う炎が消える。

　よし、消えた。

「嬢ちゃん！　よくやった！」

　後ろにいたカガリさんがわたしを追い越しして、火の大蛇に向かって走りだす。そして、攻撃を仕掛けようとしたとき、火の大蛇の体が燃え始める。

「ちょ…」

　人が苦労して消したのに、もう復活するの？

　大蛇の体の炎が消えたのは一瞬で、すぐに大蛇の体は燃えだす。大蛇は首を上げ、薙なぎ払うように横に大きく振る。

　ただの薙ぎ払いじゃない。燃えさかる大木が迫ってくる感じだ。横に逃げても長くて避よけることはできない。わたしとカガリさんは上に跳び上がる。

「妾の尻尾が燃えるじゃろう」

　カガリさんは避けながら水を放つが焼け石に水だ。

「これは思ったより、魔力を蓄えておったようじゃのう」

「あの炎は魔力ってこと？」

「はじめに言ったじゃろう。あやつの体は魔力に覆われていると」

　それで、皮膚が硬くなっていると聞いた。

「その大蛇の体を魔力が覆い、魔力で皮膚を硬くし、魔力で炎を燃やしている」

「それって、他の大蛇の頭もそうだということ？」

「そうじゃ」

　これは思ったより面倒かもしれない。

　大蛇は頭を上げると怒り、口を開くとところ構わずに炎の塊を吐き出す。わたしたちは避けるが、周囲の木々が燃えさかる。

「マズイ、そっちの方向は」

　カガリさんが叫ぶ。

　大蛇が放った炎の塊の一発が、大蛇が封印されている建物に向かう。

　炎は建物に当たり、建物が燃えだす。

　隣の建物だ。あの建物にはルイミンやサクラはいないはず。

　もし、２人がいたら危なかった。

「嬢ちゃん！　大蛇を頼む。妾は建物に向かう」

　カガリさんは駆けだす。

　頼むって言われても、どうしたら。

　わたしは大蛇を黙らせるため、もう一度、ウォータートルネードを放つ。

　水の竜巻が火の大蛇を襲い、再度、大蛇の体に纏わりつく炎は消え、攻撃も止まる。

　火の大蛇は首を地面に擦こすりつけてウォータートルネードを消し、唸うなり声をあげると体が燃え上がる。

　ったく、強すぎるでしょう。こんなのどうやって倒せばいいの？

　体内破壊ができないのが想定外だ。大きな魔物なら、クマの炎で体の中を焼けば倒せると思っていたわたしが甘かった。

　せめて、復活したのが火の大蛇でなければ、体内破壊で倒せた可能性は十分にあった。

　大蛇は怒り狂い、唸ると炎を吐き出す。

　わたしに炎が迫ってくる。わたしは風の魔法で、迫ってくる炎から身を守る。だけど、周りは炎に囲まれる。

　水を作り出し、周囲の火を消す。

　このままじゃ、ジリ貧だ。

　魔力の消耗勝負になれば、魔力が少ないほうが負ける。

　どうするかと考えていると地面が揺れる。

　この揺れは？

　火の大蛇が動いた揺れじゃない。

　もしかして、もう一つの大蛇の頭が復活する!?

　このままだと、大蛇の頭を２つ同時に相手しなければならなくなる。

　時間がなさすぎる！

　あと、どのくらいで復活する!?

　どうする？

　どうやって、火の大蛇を倒す？

　火の大蛇は硬い。体内破壊はできない。岩は当たってもダメージは通らない。風は効かない。水魔法は嫌がらせ程度にしかなっていない。

　やっぱり、電撃魔法？

　わたしは思考を巡らせる。

　その間にも地面は揺れる。

　火の大蛇は炎を吐く。わたしは避けながら考える。

　どこを破壊すれば倒せる？

　心臓？　魔石？　どこにある？　胴体？

　考えていると、地揺れは大きくなり、地面が割れ、２つ目の頭がゆっくりと地面から出てきた。

　……２つ目の頭。

「すまぬ。復活を防げなかった」

　カガリさんが申し訳なさそうに戻ってくる。

　別にカガリさんのせいじゃない。

　大蛇の炎が建物にぶつかった時点で復活することになっていた。あの炎の攻撃を防がなければいけなかったのだ。

　復活したばかりなんだから、しばらくは大人しくしていてほしいけど。

　そう思ったとき、風が巻き起こる。

　なに？

　その理由はすぐに分かる。

　新しい大蛇の体に風が纏わりついているからだ。

「次は風の大蛇か。最悪の組み合わせじゃな。これが水の大蛇なら、炎と相性が悪いから戦いようがあったんじゃが」

　それなら、どこにどの頭が封印されていたか覚えておいてよ、と言いたくなる。

　そして、２つの大蛇の頭がわたしたちの前に、そびえ立つ。
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　火の大蛇おろちと風の大蛇によって、火が燃え、風が巻き起こる。火が風によって、燃えさかる。

　風の影響で火の大蛇の体に纏まとわりつく炎が強くなった。

　お互いの力を弱める相性もあるが、お互いの力を増幅する相性もある。もし、これで水、岩の大蛇の頭も復活したら、どうなるんだろう。

　想像しただけで、恐ろしい。

「厄やっ介かいなことになったのう」

「魔石を壊すことができればいいけど」

　体内のどこかに、魔石を持っているはずだ。

「それができれば苦労はしない」

　ただ、これだけの属性を持っているのが不思議でならない。

　火なら火の、風なら風の、無属性なら無属性の魔石を持っているはずだ。

　無属性の魔石の魔力を変換させているのかもしれない。その魔石を壊すことができれば、魔力の源はなくなり、再生もできなくなるはず。

　そして、なにより火の魔石を破壊できれば、あの纏わりつく炎を消すこともできる。

　逆に、体を復活させてしまえば、同時に頭４つと戦うことになる。

　さらに海に逃げられてしまったら、戦う手段はなくなる。メリットはあると同時に、デメリットも多い。

「いっそのこと、大蛇を復活させて、体を攻撃して、魔石を壊したほうがいいんじゃない？」

　そう思わずにはいられない。

　大蛇の体がどれほど硬いか分からないけど、再生する頭を何度も攻撃するよりは魔石がある体を攻撃したほうが、魔力の無駄にもならない。

　でも、わたしの言葉にカガリさんが予想外の言葉を発する。

「魔石は体じゃなく、それぞれの頭にあるぞ」

「頭の中に魔石が？　どうして魔石が頭にあるって分かるの？」

「これは前に戦った経験から導きだしたことじゃ。魔力の流れ、属性の魔力から、当時の妾わらわとムムルートはそれぞれの頭の中に属性の魔石があると判断した」

　これは、わたしの完全な思い込みと知識不足だ。

　ウルフやタイガーウルフ、スコルピオンなどは体の中心にあった。だから、魔石は体の中心にあるものとばかり思っていた。

　ブラックバイパーの解体のときは見ていないので、どこに魔石があるか知らなかった。

「それじゃ、全部で魔石が４つもあるの？」

　もし、大きな魔石が４つあるとなればそれだけで強い。もし、クラーケンと同じ大きさの魔石と考えれば、クラーケンが４体いるのと同じだ。そう考えたら、この再生能力も頷うなずける。

　クラーケンも足を斬っても再生したことを思い出す。

「いや、大蛇の魔石は本体部分にもあるから、５つじゃ」

「……５つ」

「ムムルートの封印は体内にある魔石の力を抑え込むことによって封印するものじゃ。だから、当時の妾たちは５か所を封印した」

　だから、頭だけでなく、体も封印してあったのか。

「その本体部分にある魔石からも、それぞれの頭に魔力が供給されている。だから、本体部分の封印だけは解くわけにはいかぬ。本体から魔力が供給されれば、今以上に倒すのは困難になる」

　だから、カガリさんは男性の結界を解くわけにはいかなったわけか。今以上に強くなられたら、本当に戦う方法がなくなる。

　でも、頭に魔石があるなら、話は別だ。

「それじゃ、その頭の中の魔石を破壊すれば……」

「今、ムムルートが体を抑え込んでいるから、他からの魔力供給はできないはずじゃ。だから、頭にある魔石を壊すことができれば動かなくなるはずじゃ」

　おお、希望が出てきた。

「何を笑っておる」

　どうやらわたしは、笑っていたらしい。

「だって、大蛇の頭の中にある魔石を破壊すれば、倒せるってことでしょう？」

「簡単に言うが、頭は炎が纏わりついていて近づけない。下手に近づけば焼け死ぬぞ。風の大蛇もそうじゃ。近寄れば怪我ではすまされない。体が切り刻まれる。それにお主も見ただろう。あの再生速度、多少ダメージを与えても傷はすぐに治るぞ」

「やりようはあるよ」

　この何度かの攻撃を見て、分かったことがいくつかある。弱点というべきか、そこを攻撃すれば勝てる。問題は風の大蛇に同じ方法が使えるか微妙なところだ。だけど、火の大蛇は倒せるはずだ。

「それじゃ、大蛇退治といきますか」

　わたしは背すじを伸ばし、屈伸したりして、体をほぐす。

「本当にお主はバカなのか。こんな他の国のために命を張って。逃げ出しても誰も文句は言わぬぞ」

「う～ん、それはそうなんだけど。知り合っちゃったからね。それにシノブの気持ちも、サクラの気持ちも、そして、カガリさんの気持ちも知っちゃったから。だから、自分だけ逃げるわけにはいかないよ」

　それにわたしが来たことで、ムムルートさんを巻き込み、ルイミンまで危険な目に遭わせてしまっている。

　わたしが和の国に来なければ、ムムルートさんは知らずにすんだのだから。

　でも、わたしが来なければ、大蛇を倒す希望もなかった。ここまで来たら一いち蓮れん托たく生しょうだ。ムムルートさんにも頑張ってもらう。ルイミンは自分で残ると言ったんだから、自己責任って言いたいところだけど、わたしのせいだよね。ルイミンにクマフォンで連絡をして、サクラに会わせてしまった。そのことで、２人の繫つながりができてしまった。

「それにわたしには扉があるから、いつでも逃げることはできるよ」

「そうじゃったな。それなら、もしものときは妾も逃げさせてもらおう」

　そんなことを言っても、カガリさんは最後まで逃げないと思う。

　逃げるなら、とっくの昔に逃げている。

「それで嬢ちゃん。どうやって倒すのじゃ？　何か考えがあるんじゃろう？」

「試したいことはあるよ。わたしが火の大蛇の頭を破壊するから、カガリさんは風の大蛇を引きつけてもらえると助かるけど」

「わかった。その役目引き受けよう」

　わたしが説明することもなく、引き受けてくれると言う。

　そして、カガリさんが拳をわたしに差し出してくる。

「ほれ、お主も拳を出せ、約束をするときにやるものじゃぞ」

　そんなのがあるんだ。

　カガリさんが差し出す拳にわたしも拳クマさんパペットを合わせる。
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「恥ずかしいね」

「妾もじゃ、いったい誰が考えたんじゃろうな」

　わたしたちはそれぞれの大蛇に向かって走りだす。わたしは燃えさかる炎の中へ、カガリさんは風が巻き起こる中へ向かって走る。

　クマさん装備がなければ熱いんだろうけど、快適なものだ。

　でも、草木を燃やされるのは気分がいいものじゃない。生活で使うならしかたないけど、破壊目的だけで燃やすのはよくない。

　わたしは火の大蛇の周囲を時計回りに回って、タイミングを計る。

　カガリさんのほうを見ると、注意を引くために攻撃を仕掛けて、火の大蛇の頭から離してくれる。

　でも、あまり、そっち側に行くとルイミン、サクラがいる建物がある。

　あまり、火の大蛇にかけている時間はなさそうだ。

　走りながらクマ魔法の水を放って、火の大蛇の注意をわたしに向けさせる。

　顔、こっちに向け。

　わたしはクマの水魔法を、火の大蛇の顔に当てる。大蛇は嫌がる反応をし、わたしを見つける。

　火の大蛇がわたしのほうを向く。

　わたしはタイミングを合わせて、火の大蛇の顔正面に向かって跳び上がる。

「嬢ちゃん！」

　風の大蛇と戦っているカガリさんが叫ぶ。

　わたしのことを見ている余裕なんてあるの？　と思いつつ、わたしは火の大蛇の顔に接近する。

　クマの服がなかったら、ここまで接近すれば火傷やけどをしていた。いや、焼け死んでいたかもしれない。

　火の大蛇が大きく口を開けると魔力が集まりだす。その魔力が真っ赤に燃える炎に変化しようとする。だけど、そうはさせない。

　腕を伸ばして、大きく開いた口の中にクマの岩を作り出す。炎を作る場所があるなら、そこを塞ふさげばいい。

　魔法は魔力を集めてはじめて使うことができる。

　手から出すなら手に魔力。足から出すなら足に魔力。

　大蛇は体全体から魔力を放出して、炎を出している。そして、もう一か所魔力を集めている場所がある。それは炎を吐き出すときの口の中だ。

　わたしは大蛇の口の中にクマの岩を放り投げる。

　魔物は体内のどこかで炎を作り、吐き出す。ゲームでは火袋や水袋、雷袋などで作られ、吐き出されていた。

　だけど、この大蛇は体内で炎を作り出しているわけじゃない。魔力を炎に変えている。口から炎を吐き出すとき、口の中で魔力を溜めて、炎を放っていた。だから、口を塞げば、大蛇は口の中で炎を作り出すことができない。

　火の大蛇は口を閉じようとするが、クマの岩が邪魔をする。

　火の大蛇は頭を左右に振って、口の中の岩を取ろうとする。わたしはクマの岩を摑つかんで、振り落とされないようにする。さらに、大蛇は自分の頭を地面に叩たたきつけ、口の中のクマの岩を破壊しようとする。大蛇の頭が地面に叩きつけられる前にわたしは離れる。

　大蛇は苦しそうに何度も頭を地面に叩きつけるが、クマの岩は外れないし、砕けない。

　さらに口を大きく開けて、飲み込もうとするが立っている岩のクマを飲み込むことはできない。嚙かみ砕こうとするが、それもできない。

　わたしはとどめを刺すために、燃えさかる大蛇の頭の中に突っ込む。

　クラーケンのときは海底の土を使ってクマを作ったので、離れていても作れた。でも、魔力が届かない場所には作り出すことはできない。それと、大蛇の魔力のせいか、わたしの魔力は阻まれる。だから、近寄らないとダメだ。

　わたしは火の大蛇の口の中にあるクマの岩に触れ、魔力を注ぎ込む。

　クマの岩は大きくなり、最大に開いていたと思われる火の大蛇の口はさらにどんどん開いていく。

　大蛇は苦しそうに頭を振り始める。わたしは振り落とされないようにクマの岩を摑む。

　火の大蛇の体の炎が噴き出し、わたしを燃やそうとするがクマ装備が守ってくれる。わたしはクマの岩に魔力を注いで大きくする。クマの岩の隙間から呻うめくような声が漏れる。

　だけど、止めない。

　大蛇の口の一部が裂ける。岩のクマの巨大化は止まらない。最後には大蛇の顎あごを破壊する。

　うぅ、思ったよりもグロい。

　顎を破壊された大蛇は大きな音を立てて地面に倒れる。そのときにクマの岩も落ちて転がった。

　取れてよかったねと言おうとしたら、大蛇の顎の部分が炎に包まれて再生を始める。

　ちょ、ここまでやって再生するの？

　だけど、再生させない。

　クマの水で炎を消すと、再生が止まる。やっぱり、炎の魔力で再生していたみたいだ。再生する場所の火を消すことで、再生は起きない。

　だけど、大蛇はすぐに炎を作り出し、再生しようとする。

「させないよ」

　わたしは手に魔力を集める。手に電撃が集まりだし、クマの形になる。風を纏わりつかせ、電撃クマを頭に向けて放つ。

　大蛇の頭は完全に破壊され、大きな赤いものが飛び出してくる。

　それと同時に火の大蛇の動きは鈍くなり、首は地面に倒れ、動かなくなった。

　火の大蛇は再生しない。

　わたしは、先ほど大蛇の頭から飛び出した赤いものを確認しに向かう。地面に赤い魔石が転がっていた。

　魔力の源である火の魔石を失った火の大蛇は再生できなかった。ムムルートさんが体を抑え込んでくれていたので、他からの魔力供給が断たれているおかげかもしれない。

　とにかく、火の大蛇は倒した。

　まずは一体目。

　わたしは一応、再生されないように火の大蛇の火の魔石をクマボックスに回収しておく。

　なにか、回収しておかないと、飛び散った肉片がこの魔石に集まってきて、再生しそうな気がするからだ。

　アニメや漫画の見すぎかな？

　まあ、あとで回収しておけばよかったと後悔するよりはいい。
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「嬢ちゃん！」

　風の大蛇おろちを相手にしていたカガリさんが、死角をついて離れ、わたしのところに駆け寄ってくる。

「あの炎の中に飛び込んで、怪我はないのか!?　火傷やけどは？」

　カガリさんは、わたしの体や顔に手をやり、怪我がないか確認する。

「この服は特別な布でできているから、あのぐらいの炎なら守ってくれるから大丈夫だよ」

「あのぐらいじゃと？　いったいどんな布で作られているんじゃ。嬢ちゃんが大蛇の炎の中に入ったときは自じ暴ぼう自じ棄きになったかと思ったぞ」

　どうやら、心配をかけたみたいだ。

「だが、本当に倒したのか」

「見てのとおりだよ」

　カガリさんは破壊された火の大蛇の頭と、転がっているクマの形の岩に目を向ける。

「信じられん。弱めるではなく、倒すか」

　でも、問題は風の大蛇だ。

　頭の周りっていうか、体全体に風が纏まとわりついている。

　あれ、近づいたら、クマ装備なら斬られることはないかもしれないけど、普通に弾き飛ばされるよね？

「だが、本当に火の大蛇を倒してしまうとはな。これで残りは３つじゃな。それで確認じゃが、風の大蛇を倒す方法はあるのか？」

　カガリさんは風の大蛇に視線を向ける。

　風の大蛇はカガリさんを見失ったせいか、火の大蛇が倒されたためか、動きが止まっている。

　ただ、体に纏わりついている風だけは、巻き起こしている。その風で火の大蛇で燃えた草木が、さらに燃えさかる。

　ルイミンとサクラがいる建物に燃え移っていないか気になるが、もしものことがあればくまゆるとくまきゅうが逃がしているはずだ。

「さっきの方法は近づかないとできないから、大蛇に纏わりついている風のせいで、倒せないと思う」

　あくまでクマ装備は防御耐性があるだけで、攻撃を受けないわけじゃない。衝撃をわたしの体に伝えないだけで、その力を受け流すわけではない。クマ装備に衝撃が加わればわたしは弾き飛ばされる。

「風を止める方法があればいいけど……」

　カガリさんとの戦いを見る限り、半端な攻撃ではあの纏わりつく風に弾かれる。

　クマの炎、電撃クマなら、ダメージを与えることはできるかもしれないが。もし、クマの炎や電撃を取り込んで、ファイヤートルネードや、電撃トルネードなどになったら、最悪だ。

　再生能力のことを考えると、倒せる可能性は低い。

　確実に倒すなら、内側からだ。

「そうか。なら、岩の大蛇、水の大蛇はどうじゃ？」

　岩は硬いだけのイメージだ。火の大蛇と同じ方法でも倒せそうだし、体内破壊もできそうだ。水の大蛇は電撃も効きそうだし、クマの炎で沸騰させて倒すこともできそうだ。風の大蛇と違って倒す方法がある。

「……そっちは大丈夫だと思う」

「ふふ、大蛇相手に倒せると言われると、笑いしか出てこぬな」

「別に冗談で言っているわけじゃないよ」

　笑っているカガリさんに言う。

「火の大蛇との戦いを見れば分かる。お主がそう言うなら倒せるんじゃろう。そして、お主に風の大蛇を倒す方法がないというなら、妾わらわが風の大蛇を倒す。だから、残りを任せてもよいか？　たぶん、風の大蛇と戦ったら、妾はもう戦えぬ」

　それって、初めに言っていた秘密技を出すってこと？

　見てみたい。

　大魔法？　それとも変身？　狐きつねに変身だったらいいな。

　くまゆるとくまきゅうとは違うモフモフかもしれない。

「この力を使ったら妾は戦力として、もう役には立たない。囮おとりとして引きつけることもできない。妾をいないものと思ってくれ」

「いないものって。それって、死ぬってわけじゃないよね？」

　もし、死ぬようなことなら、させられない。

　まだ、倒す方法がないだけで、どうにかなるかもしれない。

　自己犠牲の物語は好きじゃない。もちろん、感動はするし、泣くこともある。ただ、そういうキャラには死んでほしくない。たとえ救いがない物語だとしてもだ。わたしはハッピーエンドが好きだ。

「ふふ、大丈夫じゃよ。死にはしない。ただ、無力になるから、大蛇が暴れれば死ぬかもしれぬがな」

「本当に死なないんだよね？」

「約束しよう。妾は死なぬ」

　カガリさんはわたしの目を見て、ハッキリと言う。

「お主が他の大蛇の頭を倒してくれれば、妾は死ぬことはない」

「それじゃ、カガリさんが風の大蛇を倒したら、残りの大蛇の頭はわたしが倒すよ」

「そうか、なら、お主に全てを賭かけよう。もし、倒せなかったら、妾もあとを追うから安心せよ」

　それって、わたしが死ぬことになってない？

　無理だったらわたしは逃げるよ？

　そんなわたしの思いに関係なく、カガリさんは体に力を込めはじめる。

「少し離れておれ、妾に近寄るではないぞ」

　カガリさんのお尻あたりが膨らみ、クネクネと何かが動き、服の下から新しい尻しっ尾ぽが出てくる。

　おお、尻尾が増えるとパワーアップするの!?

　尻尾の増える数は１本や２本じゃない。

「嬢ちゃん。できれば、この格好を見ても妾のことを怖がらずにいてほしい」

　カガリさんは帯を緩め、服を脱ぎ、わたしに向けて放り投げる。

　カガリさんの体が金色に輝き、体が変化していく。

　顔はとんがり、腕と足は動物の足になり、体は金色の毛に包まれる。

「……狐きつね」

　九尾の狐。

　そう、思ってしまう。

　尾は９本、金色の狐。綺き麗れいな体。

　カガリさんの体は巨大な狐と化した。

　大きさはくまゆるやくまきゅうぐらいだ。

　秘密技は狐への変身だった。

　カガリさんは大狐に変わると、空を駆けるように飛び上がる。

　風の大蛇は大狐カガリさんを見つけると、風を飛ばしてくる。大狐カガリさんは空で方向転換して躱かわす。

「……飛んでる」

　大狐になったことも驚いたけど、空を飛んでいることに驚いた。

　空を飛べるんだ。

　大狐カガリさんは風の大蛇の周りを飛び、攻撃を躱しながら様子を窺う。

　大狐カガリさんは口から炎の玉を吐き出す。炎の玉は大蛇の風に当たると弾け飛ぶ。

　やっぱり、あの纏わりつく風が厄やっ介かいだ。

　大狐カガリさんは大蛇の周りを飛びながらさらに様子を窺う。

　もし、わたしも空を飛べたら戦いが楽になる。ただ、クマの着ぐるみ姿で飛ぶのはシュールすぎる。

　大狐カガリさんは炎の玉を吐きながら、少しずつ大蛇に近寄っていく。

　大蛇は大きな口を開いて、大狐カガリさんに嚙かみつこうと頭を伸ばすが、大狐カガリさんは逃げる。そして、タイミングを合わせるかのように風の大蛇の頭に嚙みついた。

　大蛇は頭を振って、振り払おうとする。だけど、大狐となったカガリさんは離れない。

　さらに深く嚙みつく。

　風の大蛇に纏わりついている風が大狐カガリさんを切り刻む。大狐カガリさんの体から血が噴き出す。でも、大狐カガリさんは爪を立て、大蛇から離れない。

　ダメだ。

　これ以上は危険だ。

　大狐カガリさんの体が光る。

　魔力？

　大狐カガリさんの体が風を纏う。

　自分で風を纏うことで、大蛇の風を防ぐ。

　思いつかなかった。

　普通に考えればできるはずだ。でも、それには、相手の風に対して、同等以上の強さがないとダメだ。大蛇相手には簡単なことではない。それを証明するように大蛇の風が強くなる。それに合わせるように大狐カガリさんの纏う風も強くなる。

　さらに大蛇の風が強くなる。周りが竜巻を起こしたようになる。

　これじゃ、近寄ることはできない。大狐カガリさんも、一度離したら、二度と嚙みつけないと分かっているのか、大蛇の頭から離れない。

　大蛇は頭を何度も、地面に叩たたきつける。

　大狐カガリさんはそれでも、離さない。

　これ以上は危険だ。

「カガリさん！」

　声は聞こえないと分かっているが、叫ぶ。

　でも、大狐カガリさんの目が、わたしの方を向いたと思う。

　その瞬間、大狐カガリさんが体に纏う風がさらに強くなったと思うと、大蛇の頭を切り刻む。大蛇は苦しみ始める。

　大狐カガリさんの大蛇を嚙む、歯茎が剝むき出しになる。

　仕掛けるつもりだ。

　さらに大狐カガリさんの嚙みつく力が強くなり、大蛇の頭を嚙み切った。

　大蛇の風が弱まる。

　勝負どころとみた大狐カガリさんは、何度も何度も嚙み切る。風の大蛇は嚙み切られた場所に風を纏わせ再生しようとするが、大狐カガリさんが自分の風で大蛇の風を纏わせない。

　大蛇の魔力を、纏う風が再生させているなら、風を纏わせなければいい。

　分かっていても、簡単にできることじゃない。

　大狐カガリさんは最後の力を振り絞るように大蛇を嚙むと、口元から炎が漏れる。体に風を纏いながら、口の中に炎を作り出している。

　そして、大蛇の頭の中に炎が吐き出された。

　風の大蛇は苦しむ、何度も頭を振って、大狐カガリさんを振り落とそうとする。

　だけど、大狐カガリさんは大蛇にしっかりと嚙みつき、離さない。さらに炎を吐き続ける。

「ぐぅぅぅぅっ」

　これだけやっているのに、倒せないの!?

　でも、大蛇は苦しみ、何度も首を大きく左右に振り、大狐カガリさんを振り払おうとする。だけど、大狐カガリさんは離さない。

　大蛇の風が大狐カガリさんの体を切り刻み、血が滴したたり落ちてくる。

　これ以上は危険だ。

　でも、大狐カガリさんは大蛇から離れない。

　もう、無理だ。死んでしまう。

「あとは、わたしが戦うよ！」

　わたしの声が聞こえたのか分からないが、大狐カガリさんは唸うなり炎が膨らんだと思った瞬間、爆発した。

「カガリさん！」

　大蛇の風が消え、大蛇の体が大狐カガリさんと一緒に倒れる。

　わたしは大狐カガリさんのところに駆けつける。

「カガリさん！」

　大蛇の頭のところに大狐カガリさんが倒れていた。でも、体は動いている。

　でも、大蛇の頭は風を纏い、再生しようとする。

　ふざけるな。大狐カガリさんが命を懸けて戦ったのに、これ以上再生するな。

　わたしが攻撃を仕掛けようとしたとき、大狐カガリさんが起き上がり、傷ついた大蛇の頭の中に口を入れる。

　そして、最後の力を振り絞るように頭を引き抜くと、大きな緑色の魔石が飛び出し、わたしの近くに落ちてくる。

　風の大蛇が纏っていた風が消える。

　大狐カガリさんは再生されないのを確認すると、嚙み切った場所に炎を吐く、吐く、吐く。

　大蛇の体は暴れるが、魔石を失った大蛇は電池が切れた玩具のように音を立てて倒れた。

　風の大蛇を倒した。

　わたしは目の前にある魔石を回収すると、大狐カガリさんのところに駆け寄る。

　顔や体が傷ついている。

「カガリさん、大丈夫!?」

「大丈夫じゃ」

　でも、体中は血だらけだ。

「じゃが、もう妾に戦う力は残っておらぬ」

「そんなことはいいよ。あとは、わたしが戦うから」

「ふふ、すまむ」

　大狐カガリさんはそう言うと、体がどんどん小さな子狐になっていき、やがてフローラ姫ほどの小さな女の子になってしまった。

　９本あった尻尾も尻尾１つしかない。

　子供の姿になったカガリさんの顔には血が流れてた。

　わたしは軽く触れて、傷を治す。そして、ハンカチを出して、血を拭ふき取る。綺き麗れいな顔になる。

「……痛みが消えた」

「応急処置だから、あまり動かないでね」

　傷は塞いだけど、動けばまた開くかもしれない。

「いや、十分じゃ」

　カガリさんは起き上がると少しだけ顔を歪ゆがませる。

「あと、すまぬが、服を返してもらえぬか？」
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　人の姿になったカガリさんは一糸まとわぬ姿だ。わたしが持っていたカガリさんの服を返すと、服を着始める。

　服はサイズが合ってなく、ぶかぶかだ。

　まあ、あれだけ胸が大きい女性だったのが子供になってしまったら、服のサイズは合わなくて当然だ。

「元に戻るの？」

　カガリさんでなく、カガリちゃんのほうが合うぐらいだ。

「時間をかければ戻る。だが、魔力がない妾はもう戦うことはできぬ」

　カガリさんは申し訳なさそうにする。

「カガリさんは約束を守ってくれたから、今度はわたしが約束を守る番だよ」

　残りは岩の大蛇と水の大蛇。火の大蛇や風の大蛇ほど、脅威ではない。

「カガリさんは、休んでいていいよ」

　それにしても、なにか調子が狂う。先ほどまで胸が大きな美人だったのに、目の前にいるのは美幼女だ。

　わたしは何気なくカガリさんの頭の上に手を置く。

「どうして、妾の頭の上に手を置くんじゃ？」

「なんとなく？」

「見た目は幼子じゃが、お主より年上じゃぞ」

　それは分かっているけど、人って見た目は大切だよね。

　このセリフ。何度、自分に言ったか分からない。

「それじゃ、残りの頭と戦うから、カガリさんは離れた場所にいて」

「そうさせてもらおう。この格好ではお主の足手まといになる。逃げることもできぬからな。ムムルートのところに行っておる」

　カガリさんはそう言うと、大きな服をたくし上げ、歩きづらそうにムムルートさんがいる建物へ向かう。

　わたしは一番近い建物へ向かう。
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　サクラとルイミンが待っているはずだ。私は走る。少しの遅れで後悔することになるかもしれない。

　わたしは一番近い建物にやってくる。建物は半壊し、ヴォルガラスの死体が増えている。

　わたしは急いで、建物の中に入り、階段を下りる。

　地下の封印の中心に、くまゆるに寄りかかっているルイミンの姿があった。

　くまゆるがわたしに気付き、顔を向ける。

「くぅ～ん」

「くまゆるちゃん、どうしたの？」

　ルイミンが、くまゆるが向いているほうを見る。

「……ユナさん？」

　その表情は疲労が色濃く、目の焦点が合っていないような気がする。

「ルイミン、大丈夫？」

　近くに駆け寄り、声をかける。

「はい。ちょっと、危ないときもありましたが、なんとか。それで、外はどうなったんですか？　音が静かになりましたが」

「火の大蛇と風の大蛇は倒したよ」

「本当ですか？　よかった」

　ルイミンは疲れた表情で微笑む。

　かなり魔力を消耗しているみたいだ。

「だから、次は、ここに封印されている大蛇を倒すから、魔力を注がなくても大丈夫だよ」

「サクラちゃんは？」

「ここの大蛇を倒したら、向かうよ」

「それじゃ、わたしより先に、サクラちゃんのところに向かってください。わたしなら、もう少し頑張れますから」

　サクラのことも心配だけど、ルイミンも限界だ。

「すぐに倒して向かうから、大丈夫だよ。こんな話し合いをしている分だけ、サクラのところに向かうのが遅くなるよ」

　優先順位はつけられない。

　ただ、今からサクラのところへ向かうより、ルイミンが守っていた大蛇を倒してから、サクラのところへ向かったほうが時間が短縮できる。

　ルイミンは、わたしと封印を見比べる。

「……分かりました。ユナさん、よろしくお願いします」

　ルイミンは魔法陣から手を離す。

　すると、ルイミンは電池が切れたロボットのように倒れそうになる。わたしは倒れないようにルイミンを抱きとめる。

「うん、あとは任せて」

　わたしはルイミンの体を抱きかかえると、くまゆるの背中に乗せる。

「くまゆる、ルイミンをお願い」

「くぅ～ん」

　背中にルイミンを乗せたくまゆるは階段を上って、外に向かう。

「それじゃ、封印を壊して、大蛇と戦いますか」

　わたしは封印強化の魔法陣が縫い込まれた絨じゅう毯たんを回収する。そして、大蛇を封印している魔法陣に向かって、クマの風魔法を放つ。

　封印の魔法陣は刻まれ、破壊される。

　わたしはすぐに、階段を上り建物から出る。

「ユナさん！」

　建物の外に出るとルイミンがいた。

「封印を壊したから、ルイミンはくまゆるとこの場所から離れて」

　声をかけたところで地面が揺れ、建物が崩れ始める。わたしたちは、急いで建物から離れる。

　地響きがし、地面が盛り上がり、大蛇の長い首が出現する。

　岩のような鱗うろこ……岩の大蛇。

「……ユナさん。一人で戦うんですか？」

「大丈夫だよ。危険だから、２人は離れていて」

　わたしは、くまゆるとルイミンに言うと、岩の大蛇に向かって走りだす。

　試しにクマの炎を放つが、皮膚が赤くなるだけで、反応なし。クマの風の刃を放つが、傷がつくだけ。

　やっぱり、魔力でかなり強度が高くなっているみたいだ。

　なら、当初の予定どおりに内側から破壊して倒すだけだ。

　わたしは風魔法を放って、大蛇を自分に引きつける。サクラやムムルートさんがいる建物に近づけさせてはダメだ。

　クマ魔法の風を放っているが、岩の大蛇の鱗は傷はつくものの、すぐに再生され、修復されていく。

　本当に、傷が治るのは反則だと思う。

　岩の大蛇が口を開いて魔力を集めると岩になり、わたしに向けて放ってくる。

　わたしの身長以上の岩が次々と飛んでくる。わたしは左右に走り続け、岩を避よけていく。

　地面に岩が落ちるたびに、大きな音がする。

　人にあんな岩が当たれば、間違いなく即死だ。

　昔は、この岩に何人もの人が潰つぶされたのかもしれない。岩だけじゃない。火の大蛇には焼き殺され、風の大蛇には切られ、多くの人が死んでいったんだと思う。

　この国の住民でないわたしが仇かたきを取るなどと、おこがましいことを言うつもりはない。

　サクラにシノブ、宿屋の女の子コノハ。畳を売ってくれたおばちゃん、飴あめ細工を作ってくれたおじさん、ウナギ店の人。

　ただ、今生きている人たちには大蛇に怯おびえることなく、平和に暮らしてほしいと思う。

　大蛇だって、生きるために人を殺しているのかもしれない。でもだからといって、大蛇に同情するつもりはない。

　わたしは走り、大きな木を使って、岩の大蛇の前に跳び上がる。

「悪いけど、サクラが待っているから、さっさと倒させてもらうよ」

　わたしは大蛇に近づく。火の大蛇や風の大蛇と違って、火も風も纏っていない。２つの頭に比べれば怖さはない。

　岩の大蛇の首を伝って、頭へと駆け上っていく。ここまで近づけば、大蛇も攻撃できない。

　頭を振って、わたしを振り払おうとするが、わたしは上に跳ぶ。

　大蛇は大きく口を開き、岩を作りだそうとする。そのタイミングに合わせて、すでにわたしの前には無数の炎で作り上げたクマが並んでいる。

「行け」

　わたしが腕を振るうと炎のクマは岩の大蛇の口の中に入っていく。

　クマの炎は岩の大蛇の体の中に入り、動き回る。口の中に入ったクマの炎を吐き出そうとするが、吐き出すことはできない。クマの炎に耐えられなくなった岩の大蛇は、苦しそうに何度も、地面に体を叩きつける。

　だが、再生能力のためか倒れない。

　だけど、その間もクマの炎は岩の大蛇の体内を焼いていく。




　倒れた。でも、焼けた口が再生していく。

　このままでは、復活するかもしれない。

　わたしは倒れている岩の大蛇の頭に近づく。

「悪いけど、倒させてもらうよ」

　少し開いている口の中に魔力を流し、クマの岩を作りだす。クマの岩はどんどん大きくなり、大蛇の口が開いていく。

　そして、そのまま、クマの岩は岩の大蛇の頭を破壊する。

　岩のクマが転げ落ちると、一緒に茶色の大きな魔石が転がり落ちた。

　岩の大蛇の魔石だ。

　わたしは魔石をクマボックスにしまう。

　これで再生することはできないはずだから、討伐は完了だ。

　でも、これで終わりじゃない。急いでサクラのところに向かわないといけない。




　わたしがサクラのところに向けて走りだすと、くまゆるに乗ったルイミンが併走してくる。

「ルイミン？　どうしてここに」

「ユナさん一人残していけなくて、くまゆるちゃんに近くにいてもらったんです。それで、ユナさんが大蛇を倒すところを見て」

「体は大丈夫なの？」

「はい。少し休んだら、楽になりました」

　封印に魔力を流していたときはぐったりしていたけど、今は顔色もよくなっている。

「でも、これからサクラのところに行くから、危ないよ」

「サクラちゃんが心配だから、わたしも行きます。すぐにサクラちゃんを連れて離れて、ユナさんの邪魔はしませんから」

　ここで、口論している時間はない。

　それにサクラを任せることができれば、不安もなくなる。

「それじゃ、サクラのことをお願いね」

「はい」

　わたしはルイミンが乗るくまゆるの上に飛び乗り、そのままサクラが守る封印の建物に向かう。
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　わたしが封印強化を始めてから、何度も大きく地面が揺れました。怖くて不安がのしかかってきます。

　ユナ様とカガリ様が戦っているんだと思います。

　外に出たとき、みんなが死んでいたらと思うと、体が震えてきます。

　また、地面が揺れます。

　地面が揺れるたびに赤黒い目が開いたり、閉じたりします。

　お願い。まだ、起きないで。

　わたしは魔力を込めます。

　一気に流してはダメです。少しずつ長く、とぎれさせないように流し続けないといけません。

　もちろん、魔力を多く流せば、封印を強化することはできます。でも、今のわたしがそれをやればすぐに魔力が尽きてしまいます。大切なのは魔力を流し続けること。




　どれほどの時間がたったか分かりません。

　数分、数十分、数時間、長く感じます。

　ユナ様、カガリ様、ルイミンさん、くまきゅう様、くまゆる様、ムムルート様。みなさんは、無事なのでしょうか。

　どうか、無事でいてください。

　わたしは願う。

　……みんなに会いたいです。

　そんな不安に心が押しつぶされそうになっていると、かつてないほど地面が大きく揺れます。

「なに!?」

　地面が揺れ、地響きがここまで伝ってきます。

　今までで、一番大きい。

「もしかして！」

　嫌な想像が湧いてきます。

　そして、地面から何かが出てくるような音がし始めます。

　封印が解けて、大蛇おろちが復活しました。

　それを証明するように、封印が赤黒く点滅を始め、ドンと大きな音がしたと思うと、大蛇の目が大きく開きます。

　ダメ！

　わたしは魔法陣に魔力を込めます。

　まだ、ダメ。お願い。眠って。

　大蛇が苦しむような、怒るような目をしています。

　わたしは魔力を込めます。

　お願い。大人しくして。

　魔力が吸い取られていきます。これ以上込めたら魔力がなくなり、抑え込むことができなくなります。でも、ここで大蛇を復活させてしまったら、終わりです。

　お願い、まだ、起きないで。

　わたしの願いが通じたのか、目がゆっくりと閉じます。

　それと引き換えに、かなりの魔力を使ってしまいました。

　この脱力感からして、わたしの魔力は長くはもちません。

　わたしがもう少し大人だったら、他の人がいてくれたらと思ってしまう。

　深呼吸をして、一定の魔力を流し続けます。

　お願い。もう少し、もって。




　あの地面から這はい出てくる音を聞いてから、地面が揺れる回数が増え始めました。

　建物が揺れる。

　天井の一部が落ちてくる。

　でも、ここを離れるわけにはいきません。

　この瞬間も、ユナ様とカガリ様が大蛇と戦っています。

　もし、この封印まで解けてしまったら、勝てる可能性が低くなります。

　徐々に疲労感が体中に広がってきます。

　長くはもちそうもない。

　なのに、わたしを追い詰めるように、地面の揺れは収まらない。

　地面が揺れるたびに魔法陣が反応します。

　まだ、ダメ。

　お願い。これ以上暴れないで。

　外で動いている大蛇に向かって願う。でも、その願いは届きません。

　さらに大きな音がして、地面が揺れ、建物の一部が崩れてくる。

　魔法陣の上に落ちる。そして、大蛇の目が開く。

「ダメ！」

　わたしは魔力を込める。込める。込める。気を失いそうになります。でも、ここでやめるわけにはいきません。わたしは、最後の一滴を絞り出すように、魔力を流します。

　お願い。止まって！

　大蛇の目がゆっくりと閉じます。

　安心感と同時に体がふらつきます。

　わたしが横に倒れそうになったとき、壁に当たり、かろうじて倒れませんでした。

　ここに壁なんてあった記憶はありません。

　そもそもわたしは部屋の中央にいたはずです。

　ぼやける目で横を見ると白い柔らかい壁がありました。

「くぅ～ん」

「くまきゅう様？」

　わたしを支えてくれたのはくまきゅう様でした。くまきゅう様はとても温かく、気持ちいいです。

　凄すごく安心します。

「くまきゅう様、ありがとうございます」

　わたしはくまきゅう様に寄りかかりながら、魔力を流します。

　くまきゅう様の体から温かいものが流れ込んでくるような気がします。くまきゅう様のおかげでもう少し頑張れそうです。
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　それから、何度も、地面に何かを叩きつける音がし、地面が揺れたかと思うと、静かになりました。

　どうなったんでしょうか。

　でも、今のわたしには確認することはできません。

　徐々に意識が薄れていく。

「くぅ～ん」

　くまきゅう様が優しく包んでくれます。

「だ、だいじょうぶです」

　わたしは意識を保ちます。

　気を失ってはダメです。

　魔力を流そうとしますが、流れません。

　もう、わたしには魔力が残っていません。

「くまきゅう様、もう、魔力はありません。どうか、逃げてください」

「くぅ～ん」

　くまきゅう様が優しく「くぅ～ん」と小さく鳴いて、わたしを優しく包んでくれます。

「ありがとうございます。もう、十分です。ユナ様を、カガリ様やみんなを、助けてあげてください」

　ユナ様、カガリ様、ごめんなさい。

　ルイミンさん、約束を守れなくて、ごめんなさい。

　目を閉じようとしたとき、わたしの名を呼ぶ人がいました。

「サクラ、大丈夫？」

　おぼろげな目で声のするほうを見ると、崩れかけている階段にユナ様の姿とくまゆる様に乗ったルイミン様の姿がありました。

「ゆなさま？」

　ユナ様が駆け寄ってきます。

「遅くなってゴメン。もう、大丈夫だよ」

　大丈夫とはどういう意味でしょうか？

「サクラ。もう、手を離しても大丈夫だよ」

　ユナ様がわたしの手に触れ、魔法陣から手を離させます。

　もう魔力が残ってないのに、わたしは魔法陣から、手を離していなかったみたいです。

　わたしは小さく息を吐きます。そして、ユナ様に尋ねます。

「ユナ様、大丈夫とはどういうことですか？」

「言葉どおりだよ。３つの大蛇の頭は倒したから、あとはサクラが守っていた大蛇の頭が最後だよ」

　倒した？　最後？

　ユナ様の言葉が理解できませんでした。

「サクラちゃん。大蛇なら、ユナさんが倒してくれたから、もう大丈夫だよ」

　ルイミンさんが明るい声で教えてくれます。

　徐々にユナさんとルイミンさんの言っていることが理解できるようになりました。

「本当なのですか？　本当に大蛇を倒したのですか？」

　小さな声で尋ねる。

「あとで自分の目で確かめてみるといいよ。その前に最後の頭を倒しちゃうから、２人とも安全な場所にいて」

　ユナ様はわたしの体を持ち上げると、くまきゅう様の背中に乗せてくださいます。

　わたしとルイミンさんを乗せたくまきゅう様とくまゆる様は、ユナ様の言葉に従って歩きだします。階段の上に上がったところで、ユナ様が魔法陣に向かって魔法を放ちます。

　すると地面が揺れます。何度も経験した揺れです。地響きがして、土が盛り上がっていきます。

　大蛇が出てきました。

　大きい。

　そして、怒ったような唸うなり声のような音を発し、体に水を纏まとって、水を吐き出しました。

　大蛇が復活してしまった。

　あんな大きいものを、本当に倒すことができるの？

　怖い。

　でも、ユナ様は怖がった様子もなく、水の大蛇を見ています。

「ユナ様……」

「２人は危険だから、離れていて」

「…………」

　かける言葉がでてきません。「気を付けてください」「頑張ってください」「無理をしないでください」そんな言葉が浮かびますが、かけられません。

　ユナ様は、これから多くの人を殺した大蛇と戦いに行くんですから。

「そんな、不安そうにしなくても大丈夫だよ」

　ユナ様が安心させるように微笑みながら言います。

「２人はくまゆるとくまきゅうから、絶対に離れちゃダメだからね。くまゆるもくまきゅうも２人のことをお願いね」

　「「くぅ～ん」」

　ユナ様の言葉にくまきゅう様とくまゆる様は返事をします。

「それじゃ、倒しちゃうね」

　ユナ様は散歩に行くような感じで大蛇のほうに向かっていきます。

　あとのことは夢を見ているような感じでした。

　ユナ様は黒いクマさんの手に金色のものを纏まとわせ、水の大蛇に放つと、もの凄すごい音がして、水の大蛇の動きを止めてしまいます。

　さらにクマの形をした大きな炎を何体も出し、水の大蛇に纏わりつかせます。

　体に纏わりつく水がブクブクと沸騰し始めたときは驚きました。

　そして、最後は水の大蛇の口の中に大きなクマの形をした岩を入れたと思ったら、大蛇の口が裂けました。

　もう、わけがわかりませんでした。

　ユナ様と大蛇の戦いを話しても、誰も信じてくれないでしょう。

「終わったよ」

　ユナ様は散歩から帰ってきたように軽く声をかけてきます。

　すると、横にいるルイミン様は、大きな声でユナさんに声をかけます。

「ユナさん、凄いです」

　そんな２人をわたしが見ていると、ユナ様がわたしのほうを見ます。

「サ、サクラ、どうしたの？」

「サクラちゃん？」

　２人が驚いた表情でわたしを見ます。

　どうしたとは、どういう意味でしょうか？

「どこか痛いの？　それとも苦しいの？」

　ユナ様が心配そうにします。

「いえ、どこも痛くも苦しくもありません」

「それじゃ、どうして泣いているの？」

　わたしは自分の目に手を当てると、手が濡れます。

　わたしは泣いていたようです。

　自分が泣いていることを知ると、もう止めることができません。

「……ユナ様」

　わたしはくまきゅう様から降りると、ユナ様のところに駆け寄ろうとしましたが、足がふらついてしまいます。倒れそうになったところをユナ様が駆け寄って抱きしめてくれます。

「大丈夫？」

「うぅぅぅ、ユナ様……」

　もう涙が止まりません。

　本当に大蛇が倒されました。

「ほら、泣いてちゃ、可愛かわいい顔が台無しだよ」

　ユナ様がハンカチを出して顔を拭ふいてくれます。

「うぅぅ、ありがとうございます」

　涙を堪こらえることができません。

　それでもユナ様は微ほほ笑えみながら拭いてくれます。

　そんなわたしをユナ様が「頑張ったね」と言って優しく頭を撫なでてくれます。

「それじゃ、ムムルートさんとカガリさんのところに行こうか」

「はい！」
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　終わった。あとは胴体が残っているけど、頭を全て破壊したんだから終わりだよね。

　頭がなければ、生物は活動できない。

　再生する可能性もあるけど、大蛇の頭の中にあった魔石は全てクマボックスに回収してある。

　まだ、本体に魔石が残っているから、再生しないとは言い切れないけど、考えても答えは出ない。そのあたりはムムルートさんとカガリさんに聞くしかない。




　わたしはサクラと一緒にくまきゅうに乗って、ムムルートさんとカガリさんがいる場所に向かう。

「ルイミンさんは大丈夫でしたか？　怪我とかはしていませんか？」

　サクラは隣のくまゆるに乗るルイミンに尋ねる。

「くまゆるちゃんが守ってくれたから大丈夫ですよ」

　ルイミンは手を伸ばして、くまゆるの頭を撫なでる。

「くぅ～ん」

　くまゆるは嬉しそうに鳴く。

「わたしもくまきゅう様が守ってくださいました」

「くぅ～ん」

　くまきゅうも嬉しそうに鳴く。

　くまゆるとくまきゅうはしっかりと２人を守ってくれたらしい。

「でも、ルイミンもサクラも頑張りすぎだよ。危なくなったら逃げてと言ったのに」

　２人とも、建物が壊れかけているのに、残って封印を守っていた。

「だって、ユナさんとカガリさんが戦っているのに、逃げちゃダメだと思って」

「わたしには、戦うことはできません。魔力を流すぐらいしかできません」

　気持ちは分かるが、もう少し、命は大事にしようよ。

「それで、ユナ様。カガリ様はご無事なんでしょうか」

　サクラがルイミンの話を聞いて、後ろに乗るわたしのほうを見る。

「それは……」

　わたしはサクラから目を逸そらす。

　大きな狐きつねのことや、幼女になってしまったことを、わたしから話してもいいのか分からない。

　わたしが黙っているとサクラが声をあげる。

「も、もしかして、カガリ様になにかあったのですか!?」

「ごめん、わたしの口からは言えない」

　わたしがそう答えると、サクラの目に涙が浮かび始める。

「えっ、どうしたの？」

　いきなり泣くサクラに、わたしは驚く。

　なんで、泣きだすの？

「カガリ様のことは姉のように母のように慕っていました。でも……」

「もしかして勘違いしていない？　カガリさんなら生きているよ」

　わたしの言葉にサクラが驚いたように顔を上げる。

「そうなのですか!?　それじゃ、カガリ様はご無事なんですね」

　サクラは涙を拭いて、安あん堵どの表情を浮かべる。

「ユナ様が口にできないと言うので」

「死んだと思ったんだね」

「……はい」

　確かに、今のわたしの反応を思い返すと、勘違いされてもしかたなかった。

「大きな怪我もしてないから大丈夫だよ。ただ、魔力を使いすぎて、戦うことができなくなっただけだから」

　そして、幼女になったけど。

「よかったです。それでは、どうして話してくれないのですか？」

「ごめん、それは自分で確認してもらえるかな」

　説明するより、見てもらったほうが早い。それに言ったとしても、信じてくれないかもしれない。

「……はい、わかりました」

　サクラは聞きたそうにしていたが、頷うなずいてくれる。

　くまゆるとくまきゅうは走り、ムムルートさんのところに向かう。建物が見えてくると、その建物の前に小さな女の子が立っていた。

「ユナさん、小さな女の子がいます」

「ここに女の子が？　どうやって島に？」

　ルイミンとサクラは小さな幼女カガリさんを見て、首を傾かしげている。

　そうだよね。

　カガリさんが幼女になれることを知らなければ、そんな疑問を持つよね。

　くまゆるとくまきゅうに乗ったわたしたちは幼女カガリさんのところに向かう。

「嬢ちゃん。よくやった」

　幼女カガリさんが駆け寄ってくる。

　幼女に嬢ちゃんって呼ばれると変な感じだ。

　相変わらず、ぶかぶかの大きい服を着ている。まあ、幼女サイズの服なんて持っていないだろうから、しかたないけど。

「サクラもルイミンも無事のようじゃな。よかった」

　幼女カガリさんは２人の体に触れる。

　そんな幼女に対して、２人は混乱している。

　やっぱり、サクラもこの状態のカガリさんを見たことはなかったみたいだ。

「えっと、もしかしてカガリ様ですか？」

「えっ、カガリさん!?」

　サクラが尋ねると、ルイミンが反応する。

　そんな２人の反応を見て、カガリさんは自分の姿を見る。

「この姿には理由があってのう」

「それじゃ、本当にカガリ様なんですね」

「ああ、カガリじゃ」

「無事でよかった」

　サクラはカガリさんを抱きしめる。

「お主も無事で何よりじゃ」

　カガリさんはサクラの背中に手を回して、抱きしめる。

　カガリさんが大人の姿なら、親子のように微笑ましい光景のはずなのに、幼女の姿のせいで、微妙な感じだ。でも、２人にとっては関係ないのだろう。

「じゃが、まさか本当に４つの大蛇を倒してしまうとは」

「一つはカガリさんだけどね。そのおかげで残りの大蛇を倒すことができたんだよ」

「いや、お主には感謝の言葉しかない」

「でも、まだ終わっていないんだよね」

　頭は倒したけど、本体が残っている。本体の封印を解いたとき、どうなるかは分からない。

　普通なら頭がなくなれば、生物は生きていけないけど。再生する可能性も十分にあり得る。

「ああ、そうじゃ。ムムルートのところに行くぞ」

　カガリさんが歩きにくそうにしていたので、くまゆるの上に乗せてあげる。

　わたしたちは建物の中に入り、地下にいるムムルートさんのところに向かう。

　ムムルートさんはみんなと同じように魔法陣に手を当てて魔力を流している。

「お爺じいちゃん！」

　ルイミンが声をかけて駆け寄っていく。それでムムルートさんはわたしたちに気づく。

「嬢ちゃん、全て倒したのか？　大蛇おろちの反応が弱くなったぞ」

「ルイミンとサクラが頑張ってくれたおかげで倒せたよ」

「神聖樹のときもそうだったが、本当に凄すごい嬢ちゃんだな。封印する結界が無駄になったぞ」

　どうやら、封印の結界も準備してあったみたいだ。

「あのう、ユナ様が大蛇の頭を倒してくださいました。これで終わりなんですよね」

　サクラがいまだに魔法陣から手を離さないムムルートさんに尋ねる。

「正確には終わりではない」

　その言葉にサクラは驚く。

「選択肢は２つある。一つはこのまま、大蛇の体を封印する」

「封印って、ユナ様が倒してくれたのでは？」

「ああ、嬢ちゃんが大蛇の頭を倒してくれたが、本体は生きている。封印を解けば動く可能性がある」

　頭を破壊したのだから、倒したと思っていたけど。やっぱり、そう簡単なことではないみたいだ。

　頭が破壊されたんだから、死んでくれてもいいのに。

「あと、もう一つの選択肢はなんですか？」

「決まっているだろう。封印を解いて、胴体を倒す」

　だよね。でも、一番分かりやすくていい。

「それでいいよ」

「ユナ様!?」

　わたしが倒すほうを選択するとサクラが驚いた表情でわたしを見る。

「ユナ様。まだ、戦うのですか？」

「倒せばこの国の人も安心するし、ムムルートさんも後こう顧この憂うれいなく村に帰ることができるでしょう」

　ムムルートさんはそのためにやってきたのだ。

　もっとも、わたしが話すまで忘れていたみたいだけど。そこは言わないでおく。

「確かに、そうだ。数百年後、魔力を蓄え、完全復活する可能性もある。そのときは、我々はいないかもしれない」

「今、妾わらわたちが苦労しているように、新たな子孫に苦労させるわけにはいかないじゃろう。ユナ、頼めるか？」

　カガリさんが確認するようにわたしを見る。

「カガリ様、気持ちは分かりますが、ユナ様にこれ以上、戦ってもらうのは……」

「サクラ、気にしないでいいよ。わたしも倒せるときに倒さないでいるのは、落ち着かないからね」

　ここまできたら、とどめを刺して終わりにしたほうがいい。

　不安材料を残すのはよくない。

「ユナ、最後までお主に任せるようになってすまない。どうか、この国に憂いを残すことのないよう、大蛇を倒してくれ」

　カガリさんが頭を深く下げる。

「それじゃ、大蛇の胴体の封印を解くってことでいいんだな」

　ムムルートさんが最終確認するようにカガリとサクラを見る。

「ユナが大丈夫なら、頼む」

「……ユナ様」

「嬢ちゃん、休みは必要か？」

　全員がわたしのことを見る。

「もう少しならこのまま維持することができるから、休むことはできるぞ」

　流石さすが、ムムルートさんはルイミンやサクラとは魔力の量が違うみたいだ。

「大丈夫だよ。さっさと終わらせて、帰ろう」

　それに長居をして、他の人が来たら面倒くさい。ここまで来たら、わたしたちで倒して、終わらせたほうがいい。

「カガリやサクラの嬢ちゃんはどうする？　島から逃げるなら、そのぐらいの時間はあるぞ」

「ここまで来て、妾わらわが逃げられるわけがなかろう。残って、最後まで見届ける」

「わたしも残ります。最後まで見届けます」

「もちろん、わたしも残りますよ」

　ムムルートさんの問いにカガリさんとサクラは答え、帰されると思ったルイミンも答える。

　ここで帰すのもあれだ。でも、安全確保は必要だ。

「３人とも戦えないんだから、くまゆるとくまきゅうから離れたら絶対にダメだからね」

　そこだけは念を押しておく。

　くまゆるにはルイミンが乗り、くまきゅうにはサクラとカガリさんが乗る。

「それじゃ、手っ取り早く、魔法陣を壊すぞ」

　ムムルートさんは魔法陣が描かれている絨じゅう毯たんから手を離すと、魔法陣に向けて風魔法を放つ。

「急いで出るぞ」

　わたしたちは建物の外に出て、さらに離れる。

　しばらくすると、地面が何度も何度も揺れる。

　地割れが起き、蛇のような大きな体が地面から盛り上がってくる。

　大きなとぐろを巻いた蛇の胴体が動きだす。

　そして、起き上がると頭が４つ復活していた。

「噓うそ。ユナ様が倒してくださったはずじゃ……」

　サクラが絶望するような表情で大蛇を見ている。

　胴体の魔石。思いつくのはそれだ。

　まさか、頭を４つとも再生させるとは思わなかった。

　ただ、違うことはそれぞれの頭には属性が纏まとわりついていない。魔石を回収したのは正解だったみたいだ。属性がなければ、ただの大きな蛇の頭が４つあるだけだ。

　これなら大丈夫そうだ。

「じゃが、火も風も纏っていないぞ」

「大蛇の頭の中にあった魔石は、全部回収したからね」

　もし、魔石を回収していなかったら、どうなっていたか分からなかった。もしかすると、魔石を取り込んで、完全復活していた可能性もあった。

　本当に、魔石を回収しておいてよかった。

「嬢ちゃん。本当に一人で大丈夫か。手伝うことはできるぞ」

　ムムルートさんが大蛇を見ながら言う。

「ムムルートさんは３人の傍そばにいてあげて、あの大蛇ぐらいなら、わたし一人で大丈夫だよ」

「あの大蛇ぐらいって」

　わたしの言葉にサクラが信じられないというような表情をする。

「それじゃ、完全に動きだす前に倒してくるよ」

　わたしは駆けだす。

　まだ、再生されたばかりで、大蛇の動きが鈍い。

　とぐろを巻いている大蛇の下に来ると、大蛇の体を使って、駆け上がる。炎はないし、風も水も纏わりついていない。普通の大蛇だ。

　わたしが大蛇の頭の近くに跳び上がると４つの大蛇の頭がわたしのほうを向き、口を開き、迫ってくる。

　そんなにわたしクマを食べたければ、食べさせてあげるよ。大蛇の口に合わせて、巨大な炎のクマを４つ作りだし、それぞれの口に中に放り込む。

　炎のクマを口の中に入れた４つの大蛇の頭は苦しみ始める。大蛇は何度も体を地面に叩たたきつける。

　口を開けて、クマの炎を吐き出そうとするが、吐き出すことができない。逆に、口を開いたところを狙ねらって、２弾、３弾と炎のクマを大蛇の口の中に入れていく。

　クマの炎は大蛇の口を焼き、喉を焼き、体の中を進んでいく。炎のクマが通ると大蛇の体の一部が赤くなっているのが外から見ても分かる。

　大蛇の頭が地面に倒れると、再生が追いつかなくなったのか、次第に動かなくなった。
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　家にいるとクマの形をした置物が「くぅ～ん、くぅ～ん」と鳴きだしました。

　このクマさんの形をしたものは、離れたところにいるユナお姉ちゃんとお話ができるクマフォンという魔道具です。

　魔力を軽く流してクマフォンに出ると、ユナお姉ちゃんの家にある移動できる門の前に気を失った人がいるから、お世話をしてほしいと頼まれました。

　詳しく説明をしてもらおうとしましたが、ユナお姉ちゃんの声は慌てているようで、理由を聞くことができませんでした。

　理由は分かりませんが、わたしは急いでユナお姉ちゃんの家に向かいます。




　わたしはクマさんの形をしたユナお姉ちゃんの家までやってきました。

　息を整えて、ドアを開けます。確か、移動できる扉の前に人がいるって言っていました。

　わたしは移動できる扉が置かれている部屋に向かいます。ドアを開けると、見たことがない服を着た女の人が床に倒れていました。

　わたしは急いで駆け寄ります。

　服には血がついています。しかも左肩部分が酷いです。服に切り裂いた跡があります。

　どうしたらいいんですか！

　お医者さまを呼びに行く？

　わたしは慌てましたがすぐに、ユナお姉ちゃんの言葉を思い出します。

　服に血はついているけど、怪我はなく、気を失っているだけと言っていました。

　前にユナお姉ちゃんが、わたしが解体で手を怪我をしたときに、魔法で治してくれたことを思い出します。

　わたしは深呼吸すると、血がついている左肩の切れている服の部分を捲めくってみます。

　服の下から、鉄が編み目のようになっている服が出てきました。こんな重いものを着ているんですか？

　わたしはその鉄の編み目の下を見ます。血が出ているはずなのに、どこにも傷はありません。

　ユナお姉ちゃんが治したんだと思います。

　お医者様は必要ないみたいです。

　でも、気を失っているので、このままにしておくわけにはいきません。

　本当はベッドまで運びたいのですが、わたし一人では運ぶことはできません。

　わたしは、一度部屋を出て、頭の支えになる枕と寒くないように毛布を用意します。それから、汚れた顔を拭くため、ぬるめのお湯が入った桶おけとタオルを持ってきます。

　わたしは女の人が苦しくないように頭の下に枕を入れます。

　女の人は少し苦しそうにしているので、服を緩めます。本当はこの鉄の編み目をしたものも取ってあげたいのですが、無理そうです。それにしても、見たことがない服です。どこの国の人なんでしょうか？

　服を緩ませると、体のいろいろな箇所に擦すり傷や血、汚れがあります。

　わたしは持ってきたタオルをお湯で濡らして、顔、腕、手を拭ふいてあげます。

　服はボロボロで血がついていて驚きましたが、傷が酷くなくてよかったです。あるのは細かい傷ぐらいです。

　わたしは体と顔を拭き終わると、毛布をかけます。
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　ユナお姉ちゃんはこの女の人と一緒だったのでしょうか。この女の人がこんな状態になっているってことは、ユナお姉ちゃんも危険な状態ってことかもしれません。ユナお姉ちゃんが強いことは知っていますが、女の人の状態を見ると、不安になります。

　本当は今すぐにも連絡したい。

　でも、ユナお姉ちゃんの慌てた声と、気を失っている女の人の状態を見ると、簡単に連絡をすることはできません。

　もし、何かと戦っていたら、邪魔をすることになります。

「うぅ、サクラ様……」

　女の人がうなされています。額に汗が浮かびます。

　わたしはタオルをぬるま湯で濡らして額にのせます。

　ユナお姉ちゃん、大丈夫ですよね。




　それから、どうしたらいいか分からないまま時間が過ぎます。

　しばらくして、女の人の体が動きます。

「うぅ、ここはどこっすか？」

　女の人が目を覚ましました。

　そして、起き上がろうとします。

「もう少し、寝ていたほうがいいですよ」

　わたしが声をかけると、女の人は勢いよく立ち上がって、わたしから距離をとって構えるが、肩を押さえています。

「うぅ」

　傷が塞ふさがったあとも少しだけ痛みがあったことを、わたしも覚えています。

「傷は塞がっていますが、無理はしないでくだい」

　わたしが声をかけても、女の人は警戒を解きません。

「少し痛いっすが、傷がないっす」

　女の人は左肩と血に染まった服を見る。

「もしかして、ユナっすか」

　女の人は小さい声で言います。

　やっぱり、ユナお姉ちゃんのことを知っているみたいです。

「えっと、嬢ちゃんは誰っすか？」

　女の人はわたしに警戒しながら尋ねてきます。

「わたしはフィナといいます。ユナお姉ちゃんに頼まれて、お姉さんを見ていました」

　女の人は自分が寝かされていた場所を見ます。毛布に枕に水が入った桶などが置いてあります。

「ユナの知り合いっすか？」

「はい」

　わたしがそう言うと構えを解いてくれました。

　信じてくれたようでよかったです。

「それでユナはどこっすか？　ここはどこっすか？」

「ここはユナお姉ちゃんの家です。ユナお姉ちゃんがどこにいるのかは分かりません」

「ユナの家？」

　う～ん、扉のことを話してもいいのでしょうか？

　移動できる扉のことは秘密になっています。

　だけど、女の人は扉を見ています。

「この扉は、もしかして、わたしは移動させられたっすか？」

「その扉のことを知っているんですか？」

　女の人は頷うなずく。

「ユナとの契約をしているので、詳しいことは言えないっすが、嬢ちゃんもその口ぶりからすると知っているっすか？」

「はい。ユナお姉ちゃんから連絡があって、扉の前に女の人を寝かしてあるから、見てあげてって、言われまして」

「サクラ様、それにカガリ様、ユナはどうなったか、聞いているっすか？」

　女の人は血や土で汚れた服を着なおしながら、尋ねてきます。

「分からないです」

　わたしは首を横に振ります。

　初めて聞く名前です。

「確か、フィナと言ったっすね。フィナはこの扉を開けることはできるっすか？」

「できないです」

　扉はユナお姉ちゃんしか開けることはできません。

「それじゃ、もう一つ、確認っす。さっき、ユナから連絡があったと言っていたっすよね？　それなら、こっちからも連絡ができるってことっすよね？　ユナと連絡をとることはできるっすか？」

　遠回しに聞いてきます。扉のことを知っているってことはクマフォンのことも知っているのでしょうか？

「それは……」

　どうしたらいいのでしょうか？

「お願いするっす。どうか、ユナと連絡をとってほしいっす。自分はすぐに戻らないといけないっす」

　女の人は正座をして、床に手をつき、頭を深々と下げる。

「お願いするっす」

「えっ、その、頭を上げてください」

　女の人は頭を上げない。

　真剣だ。この人には怪我をしていても戻らないといけない理由があるみたいです。

　ユナお姉ちゃんも何かあったら、連絡をしてもいいと言ってました。

「分かったので、連絡するので頭を上げてください」

「あ、ありがとうっす」

　女の人は一度頭を上げて、もう一度頭を下げる。

「えっと、お名前を聞いてもいいですか？」

「シノブっす」

「それじゃ、シノブさん。水でも飲んで待っていてください」

　わたしは、水が入った水差しとコップに、視線をうつす。

「助かるっす」

「わたしはユナお姉ちゃんと話をしてきます。この部屋から出ないでください」

　どこまで話していいのか分からないので、部屋から出ないようにお願いをします。

　シノブさんは「わかったっす」と言うと水を飲み始める。

　よほど喉のどが渇いていたのか、コップに水を入れると一気に飲みます。

　部屋から出たわたしはクマフォンを取り出すと、ユナお姉ちゃんを思いながら、クマフォンに魔力を流します。

　ユナお姉ちゃん、ユナお姉ちゃん……。

　しばらくするとクマフォンから『もしもし？』と聞こえてくる。

　ユナお姉ちゃんの声です。

「フィナです」

『フィナ？　なにかあったの？』

　クマフォンから、明るい、のんきな声が聞こえてきます。

　もしかして、忘れている？

「えっと、シノブさんって女の人が目を覚ましました」

『……あっ』

　今、「あっ」って言いました。

　絶対に忘れていました。

　わたしが心配していたのがバカみたいに思えてきます。

　でも、何事もなかったようでよかったです。

『それで、シノブは大丈夫？』

「はい、大丈夫みたいです。それでユナお姉ちゃんのところに戻りたいみたいです」

『あ～、うん。わかった。それじゃ、少ししたら扉を開けるから、待っててもらって』

「わかりました」

　わたしはクマフォンをしまって、シノブさんがいる部屋に戻ります。

「どうだったっすか!?」

　わたしが部屋に戻ると同時に尋ねてきます。

「少ししたら、扉を開けてくれるそうです」

「そうっすか。よかったっす。ユナはなにか言っていたっすか？」

「なにも、言っていなかったです」

　シノブさんのことを忘れていたことは黙っておきます。

　水差しを見ると、中は空っぽでした。全て飲んでしまったみたいです。

「まだ、時間があるみたいなので、水を持ってきますね」

　シノブさんは持ってきた水も飲み干してしまいました。








[image: ]511　クマさん、帰りたいが帰れない






　大蛇おろちは倒れた。

　死んだと思うけど、魔石は取ったほうがいいよね。ここまで生命力が強いと油断はできない。

　でも、大蛇の体は大きいので、魔石を探すのは解体をしないと難しそうだ。

「ムムルートさん、大蛇の魔石の位置って分かる？」

「確認してみよう」

「妾わらわも手伝う」

　ムムルートさんと、くまゆるに乗ったカガリさんが倒れた大蛇に近づく。

「くまゆる、もうちょい、右に頼む」

「くぅ～ん」

　くまゆるに乗っているカガリさんはくまゆるに指示を出し、くまゆるはそれに従って移動する。

「このあたりか？」

「そうだな」

　カガリさんとムムルートさんは大蛇の体に触れながら、確認する。

「カガリ、少し離れろ」

　魔石がある場所を見つけたのか、ムムルートさんはナイフを出して、大蛇を切り裂いていく。

「このあたりだと思うんだが」

　手を入れて、魔石を探す。

「ほれ、頑張れ」

「そう言うなら、見ていないで手伝え」

「妾はこんな格好じゃ、無理に決まっているじゃろう。ほら、しっかり探さんか」

　大蛇のほうから、２人の楽し気な声が聞こえてくる。

　そんなやり取りを見ながら待っていると、ムムルートさんが「あったぞ」と言うと、ムムルートさんの手には無色の大きな魔石が握られていた。

　大蛇の頭の中にあった魔石より少し大きいかも。

「これで、安心じゃな」

「これで、本当に終わりなんですね」

　サクラは魔石を見て、改めて安あん堵どの表情を浮かべる。

「魔石がなければ、再生もできぬじゃろう。これで全て終わった」

「もう、サクラが泣くこともないね」

「ユナ様は意地悪を言うのですね」

「泣かれるのが苦手なだけだよ。できれば、喜んでほしい」

「はい、わかりました」

　サクラは目にうっすらと涙を浮かべていたが、嬉しそうに微ほほ笑えむ。

　これで、予知は回避され、死ぬ夢を見ることはないはずだ。いろいろと大変だったけど、一人の少女を救ったと思えば頑張ったかいがあったというものだ。

「これで、わしの役目は終わりだな。ルイミン、帰るとしよう」

　ムムルートさんはルイミンに声をかけ、手に持っていた魔石をカガリさんに渡す。

　わたしが持っている魔石も渡したほうがいいのかな？

「待て、今回も逃げだすつもりか？」

「逃げだすもなにも、本来いない者がいたら、おかしいだろう」

　確かに、ムムルートさんがこの島にいるのはおかしい。

「ですが、ムムルート様。まだ、お礼もしていません。このままお帰りいただくのは」

「わしは大蛇の復活の時間を稼いだだけだ。倒したのは嬢ちゃんだ」

「大蛇を倒したのはユナ様ですが、ムムルート様とルイミンさんの力添えがなかったら、大蛇を倒すことはできませんでした」

　確かに大蛇が完全復活していたら、倒すことはできなかったかもしれない。被害も大きくなっていたかもしれない。ムムルートさんの封印強化のおかげで個別に戦うことができたのは間違いない。

　でも、この場合、どっちの味方につけばいいのか困る。

　もちろん、サクラの気持ちも分かる。命を懸けて戦った者にお礼もせずに帰すのは気が引ける。でも、面倒事に巻き込まれたくないムムルートさんの気持ちも分かる。わたしがサクラの立場なら、引き止めるし、ムムルートさんの立場なら帰りたい。

「お礼が欲しくて手伝ったわけじゃない。過去の自分がやり残したことをしたまでだ。だから、お礼なんて考えなくてもいい」

　ムムルートさんはサクラの頭を優しく撫なでながら言う。

　そこまで言われたら、サクラはなにも言うことができなくなる。

「お主の言い分も分かる。じゃが、ムムルート。今回は逃がすつもりはないぞ」

　サクラを言いくるめたと思ったら、カガリさんが逃がさない。

「……カガリ」

「あのときに残された妾がどれだけ苦労したと思っておる」

　だから、帰りたいんじゃないかな？

「それに前にも言ったが、ムムルートが偶然この国に立ち寄ったことにすればいいだけじゃろう。お主がいないと倒した説明ができぬ」

「別に封印の強化については説明は不要だろう」

　ムムルートさんは面倒くさそうにする。

「カガリさんが倒したことにするのが一番いいと思うけど。ほら、大きな狐きつねに変身して倒したことにすればいいんじゃない。わたしも帰るし」

　わたしはムムルートさんの味方をすることにした。

　だって、ムムルートさんが残る流れになれば、わたしまで残ることになる。

　流石さすがに大蛇討伐となると大事になる。サクラの頼みで大蛇の討伐に手を貸したけど、わたしの手柄にされても困る。

「待て！　嬢ちゃんまで、妾に押し付けて消えるつもりか!?　逃がさんぞ」

　カガリさんがわたしとムムルートさんの服を摑つかむ。どうやら、帰らせてくれないみたいだ。だからといって、この小さな手を振りほどくわけにもいかない。元はわたしより大きいけど、小さくなられると対応に困る。

　どうしようかと悩んでいると、白クマパペットが「くぅ～ん、くぅ～ん、くぅ～ん、くぅ～ん」と鳴りだす。

　クマフォンだ。

　わたしはクマボックスからクマフォンを取り出す。

「もしもし？」

『フィナです』

「フィナ？　なにかあったの？」

　今は取り込み中だ。大した用件でなければ、あとでかけ直す。だけど、フィナからの言葉は予想外のものだった。

『えっと、シノブさんって女の人が目を覚ましました』

「……あっ」

　完全に忘れていた。

　クマフォンから聞こえたシノブの名前で、この場にいる全員がシノブのことを思い出す。どうやら、忘れていたのはわたしだけじゃなかったみたいだ。

　だって、あれから大蛇が復活して、いろいろと慌ただしかった。大蛇を倒したあとも今後について話したりして、シノブのことはすっかり忘れていた。

「それでシノブは大丈夫？」

　わたしは忘れていたことを気付かれないようにフィナに尋ねる。

『はい、大丈夫みたいです。それでユナお姉ちゃんのところに戻りたいみたいです』

　そうだよね。目が覚めて知らない場所に寝かされていたら、こっちのことが気になるよね。まして、シノブは気を失っていたから、状況をまるで知らない。

　だけど、大蛇がいるかもしれない場所に戻りたいとよく思うよね。国のことを思っているのか、サクラのことを思っているのか。考えるまでもなく、後者かな。

「あ～、うん。わかった。それじゃ、少ししたら扉を開けるから、待ってもらって」

『わかりました』

　フィナと話を終えたわたしはクマフォンをしまう。

「それじゃ、とりあえずシノブを迎えに行くから、扉の場所まで移動していい？」

　新しくクマの転移門を出してもいいけど、何個も出したくはないので、クマの転移門の回収を含めて、移動することにする。

　くまゆるの上には幼女になったカガリさん、くまきゅうの上にはサクラが乗る。わたしとルイミン、ムムルートさんは歩く。

「すっかり、シノブのことを忘れていたのう」

　カガリさんの言葉に反論する人は一人もいなかった。

「シノブ、怒っているでしょうか？」

「別に怒ってはいないと思うよ。気を失っていたから、安全な場所に移動させただけなんだから」

　フィナからの連絡でもシノブが怒っている様子は感じとれなかった。

　ただ、状況が分からず、いてもたってもいられないって感じかもしれない。




　わたしたちはクマの転移門がある場所までやってくる。

　クマの転移門はエルフの森に逃げることができるように開いたままになっている。ムムルートさんはルイミンを連れて、扉を黙って通ろうとする。それをカガリさんがくまゆるから飛び降りるとクマの転移門の前に立ち塞ふさがる。

「待て。だから、なぜ、帰ろうとする。嬢ちゃん、ムムルートの奴が逃げないように扉を閉めてくれ」

「せっかく、開いている扉を閉めることもないだろう」

「それじゃ、真ん中をとって、わたしが先に帰るよ。シノブのところに繫つなげないといけないしね」

「嬢ちゃんこそ、残らないとダメだ」

　どうやら、逃がしてはくれないらしい。

「とりあえず、シノブをこちらに連れてきましょう。きっと、シノブは扉の前で待っていると思います」

「そうじゃのう」

　わたしはエルフの森と繫がっている扉を閉める。そして、クリモニアの自分の家にあるクマの転移門の扉を開けると、待っていたかのようにシノブの姿があり、その隣にはフィナの姿もあった。

「サクラ様、大丈夫っすか？　それで、どうなったっすか？　ワイバーンは？　大蛇は？」

　シノブは扉が開くと、扉を通り、サクラの前にやってくる。

「シノブ、落ち着いてください。全て終わりました」

　サクラの言葉に、シノブはわけが分からないようにポカンと口を開けたままでサクラを見ている。

「サクラ様、それって？」

「ムムルート様が封印強化を行い。その間にユナ様とカガリ様のお２人が大蛇を討伐してくださいました」

「……本当っすか？」

　シノブがわたしと幼女カガリさんを見る。そこでやっと幼女カガリさんの存在に気付く。

「えっと、カガリ様っすか？」

「そうじゃ」

　シノブはしゃがんで、幼女カガリさんと目線を合わせる。

「可愛かわいいっすね。どうして、そんな姿になったんすか？」

「この姿は大蛇との戦いで力を使いすぎたせいじゃ。だから、なにも言うでない」

「可愛いっす」

　シノブは幼女カガリさんに抱きつく。

「ああ、シノブ。ズルイです。わたしは我慢していたのに、先にカガリ様に抱きつくなんて」

　どうやら、サクラは我慢していたらしい。サクラも幼女カガリさんに抱きつく。

「ええい、２人とも離れんかい。妾わらわはお主たちよりも年上じゃぞ。子供扱いするではない」

　幼女カガリさんは鬱うっ陶とうしそうに２人を突き放す。

　でも、幼女姿のカガリさんを子供扱いするなっていうのは無理があると思う。人は見た目が大切だからね。いくら強くても、クマの着ぐるみ姿じゃ誰にも強いとは思われないし。背が低いと年相応に見られない。経験者は語るよ。

　だから、２人がカガリさんを子供扱いするのはしかたない。

「ユナお姉ちゃん。それで、どうなっているんですか？」

　わたしがそんな３人を見ていると、フィナがわたしのところにやってくる。

　どうやら、フィナもクマの転移門を通ってこっちに来てしまったみたいだ。

　まあ、扉は開けっ放しだし、シノブの介抱をお願いしてあったし、状況は知りたいよね。

「ユナ様、こちらの方は？」

　全員の視線がフィナに向かう。

「わたしの命の恩人のフィナだよ」

「命の恩人……」

　わたしの言葉にみんなの表情が驚きの表情に変わる。

「もしかして、強いっすか？」

「強そうには見えんな。人は見かけによらないというが」

　みんながフィナを不思議そうな目で見る。

「わ、わたし、強くないです。戦えないです」

　フィナは、シノブたちの言葉に、否定する。

「ユナお姉ちゃん！　だから、その紹介のしかたは、やめてと言っているでしょう」

　フィナは頰ほおを膨らませながら、怒る。

　そういえばそうだっけ。すぐ忘れてしまう。

　フィナはポカポカとわたしの体を叩たたく。

　うん、痛くない。

「フィナちゃん、久しぶりです」

　わたしが叩かれているとルイミンがフィナに声をかける。

「ルイミンさん!?　それにルイミンさんのお爺ちゃん？」

　フィナがルイミンとムムルートさんに気付く。

「久しぶりだな」

「どうして、２人が？」

　まさか、ルイミンとムムルートさんがいるとは思っていなかったので、驚いている。

「ムムルートさんとルイミンには、ちょっと手伝ってもらっていたんだよ」

「えっと、ルイミンさんのお知り合いなのですか？」

「うん、少し前にユナさんと一緒にわたしたちの村に来てくれたんだよ」

「フィナです。ユナお姉ちゃんと同じ街に住んでいます」

「わたしはサクラです。よろしくお願いします」

　フィナたちはお互いに自己紹介をする。
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「それで、シノブは大丈夫なのですか？」

「少し痛みはあるっすが、大丈夫っす」

　シノブは血がついている服を見る。

「もしかして、ユナが治してくれたっすか？」

「少し、出血が多かったから。でも傷を塞ふさいだだけだから、無理に動いちゃダメだよ」

「ありがとうっす」

　お互いの無事を確認したわたしたちは、フィナとシノブに説明する。

　この国で大蛇おろちという大きな魔物を倒すことになったこと。そのときにワイバーンが現れ、戦いでシノブが負傷したこと。ムムルートさんとルイミンの力を借りて、大蛇を倒したことを話した。

「それじゃ、本当に自分が寝ている間に全てが終わったんっすね。しかも、サクラ様とルイミンには危険なことをさせてしまったっす。寝ていた自分が情けないっす」

　シノブは少し落ち込む。

「そんなことはありません。シノブがどれだけ頑張ってくれたか知っています。シノブ、いつもありがとう」

「……サクラ様」

　そんな２人のやり取りを見ていたフィナが小声で尋ねてくる。

「ユナお姉ちゃん。サクラちゃんって」

「えっと、巫み女こって言っても分からないよね。う～ん、サクラの母親が元王族で、シノブはサクラに仕えているのかな？」

　シノブの立ち位置は分からないけど、そんな感じだ。

「……王族」

　フィナは驚いたようにサクラを見る。その視線に気付いたサクラがわたしたちのほうへやってくる。

「フィナ様、このたびはシノブの世話をしていただきありがとうございます。フィナ様がシノブを見ていてくださったおかげで、わたしたちは安心して大蛇と戦うことができました」

　サクラはフィナの手を握ってお礼を述べる。

　それに対して、フィナはいきなり敬称付きで名前を呼ばれて慌てる。

「フィ、フィナでいいです。わたしはそんな偉くはありませんから、フィナと呼んでください」

　フィナは手を大きく振って、名前の呼び方を変えてもらう。

「それではフィナとお呼びいたしますね。わたしのこともサクラとお呼びください」

「えっと、サクラ様？」

　母親が元王族って説明したので、フィナは敬称付きでサクラの名前を呼ぶ。

「ユナ様のご友人。できれば、わたしのことはサクラとお呼びください」

「えっと、それは……」

　フィナが助けを求めるようにわたしのほうを見る。元とはいえ、王族に関わりがある者を呼び捨てにはできないようで困っている表情だ。

「フィナには元王族であるサクラを呼び捨てにはできないみたいだから、他の呼び方でいいかな？」

「伯父は国王ですが、わたしは王族ではありません。フィナと同じ一般人です」

　詳しいことは分からないけど、嫁ぎ先によっては一般人になる。現にサクラは巫女として、暮らしている。

　でも、フィナにとっては王族と変わらない。

「呼び捨てに抵抗があるなら、『サクラちゃん』でいいんじゃないかな？　ルイミンもそう呼んでいるし」

　ルイミンがサクラを呼ぶとき、そう呼んでいる。

　あまり、目上に対しての呼び方じゃないけど。呼び捨てより、「ちゃん」付けのほうが呼びやすいかもしれない。それにまだ、お互いに子供だ。そんなに深くは考えないでいいと思う。

「サクラちゃんですか？　はい、それなら、サクラちゃんとお呼びしてもいいですか？」

「フィナがそれでいいのでしたら、そうお呼びください」

　サクラは少し嬉しそうにする。

　それから、シノブが大蛇を確認したいと言い出したので、クマの転移門を片づけて、大蛇のところに戻ってくる。

　ムムルートさんとわたしは、帰るタイミングを逃す。

「この目で見ても信じられないっすね。あの伝説の大蛇が倒されたなんて」

「大きいです。ユナお姉ちゃんとルイミンさんはこんなに大きな魔物と戦ったんですか？」

　フィナは倒されて、動かなくなった大蛇を見上げる。

「ちょっと、成り行きでね」

「わたしは戦ったわけじゃないですよ。お爺ちゃんのお手伝いで魔法陣に魔力を流しただけです」

　ルイミンはなんでもないように言うが、ルイミンがいた場所は風の大蛇から一番近く、その戦闘の影響を受けて建物は壊れたような、危険な場所だった。

「いえ、ルイミンさんが手伝ってくれなかったら、大変なことになっていました。危険な中、魔力を流し続けてくれたことに感謝します」

　わたしと同じことを考えていたサクラが口を開く。

「そんなお礼を言われることはしてないよ。ただ、魔力を流していただけだから」

「いえ、同じように魔法陣に魔力を流していたわたしには分かります。地面は何度も揺れ、外では大きな音が響き、一人で魔力を流し続けることは怖く、不安でした。くまきゅう様がいてくださらなかったら、わたしは怖くて、不安で押しつぶされていたと思います。ただ、わたしの心が弱いってことかもしれませんが」

「うん、わたしもくまゆるちゃんが一緒にいてくれたから、頑張れたんだよ。だから、サクラちゃんの気持ちは分かるよ」

　２人の言葉にくまゆるとくまきゅうは嬉しそうに「「くぅ～ん」」と鳴く。

　くまゆるとくまきゅうが２人の支えになったみたいだ。帰ったら、労ねぎらってあげないといけないね。

　一緒にお風呂に入って、体を洗ってあげて、ハチミツでも食べさせてあげようかな。

　シノブは確認するように大蛇に近づく。

「動いたりはしないっすよね？」

「大丈夫じゃよ。魔石も取り、生命活動は停止しておる。復活することはない」

「でも、こんな大きな魔物をユナとカガリ様のお２人で、よく倒すことができたっすね。弱かったんっすか？」

「なにを言っておる。強かったに決まっておろう。大蛇の吐く炎で木は燃え、大蛇の巻き起こす風で木々が切れる。岩の大蛇は口から岩を吐き出し、水の大蛇が吐く水で木々が倒れている。島も、かなりの被害を受けている」

　まあ、水の大蛇のおかげで、燃えていた木は消えたけど、それはそれで被害が出ている。大蛇がいた場所や、攻撃を受けた場所は酷ひどいものだ。

「倒せたのは嬢ちゃんの力じゃ。初めはこんな小娘が希望の光なものかと思ったが、間違いなく、希望の光じゃったな」

「はい、ユナ様は希望の光でした」

「うぅ、わたしもユナの戦いを見てみたかったっす」

　気を失っていたんだからしかたない。

　フィナのほうを見ると、大蛇を見ている。もしかして、解体したいとか思っているのかな？

「フィナ。解体したいの？」

「えっ、解体ですか？」

「大蛇を解体したことはないでしょう？」

「ないです。お父さんだって、ないですよ。それにこんな大きなもの解体できないです」

「そもそも、大蛇を解体した者がいるのか？　いないじゃろう」

　この世界は広い。大蛇が何体いてもおかしくはない。

　もしくは、倒したことでどこかで復活するとか？　考えただけで、嫌だね。

　でも、蛇単体と考えればブラックバイパーに近い。

「フィナが欲しいなら、お願いして、もらっておくけど」

　頼めば頭の一つぐらいはもらえるかもしれない。

　でも、フィナの返答は「い、いらないです」だった。

　どうやら、おみやげにはならないみたいだ。

　わたしも蛇なんていらないので、放置かな。カガリさんの尻しっ尾ぽみたいにふかふかの毛皮だったら欲しかったけど。

「お主、なぜ妾のお尻を見る？」

　どうやら見ていたのを気付かれたらしい。

「それで、わしたちは帰ってもいいか？　そろそろ夕食の時間だしな」

「あっ、わたしもお母さんのお手伝いしないと」

　ムムルートさんとルイミンが、そんなことを言い出す。

　２人とも大蛇と戦ってくるなんて、言ってきてないだろうし、帰らないと家族に心配をかけるかもしれない。

「それじゃ、フィナ。わたしたちも帰ろうか」

「だから、帰るなと言っておる。お主に帰られたら、妾が困る。絶対に逃がさんぞ。もし、帰ると言うなら、妾もついていくぞ」

　カガリさんが怒る。子供が駄々をこねているように見える。

　自然な流れで帰れると思ったけど、ダメだったみたいだ。

「ダメです。カガリ様までいなくなったら、わたしはどうしたらいいのですか!?」

　確かに、サクラ一人に押しつけるのは可哀かわい想そうだ。

「それなら、サクラも一緒に行くか？」

　カガリさんはいいことを思いついたように言う。

「いったい、なんの話っすか？」

　一人？　フィナを入れれば２人はわたしたちの会話が分からない人がいる。

　シノブにわたしとムムルートさんはこのまま帰りたい旨を伝える。

「ああ、帰られたら、困るっすね。国王陛下に怒られるっす。主にわたしが」

　この中で国王が叱しかることができるのはシノブだけかもしれない。

「そうだ。いっそのこと、シノブが倒したことにすればいいんじゃない？」

「ちょ、なんでそうなるっすか!?」

「シノブ、英雄になれるよ。人気者になれるよ。今なら、大蛇の素材も付けるよ」

　わたしはセールスマンのように言う。

「いらないっす！　英雄になんてなりたくないっす。自分は主あるじの影っす。目立ってはいけないっす」

　なにか、忍者っぽいセリフを吐きだした。あれだけ目立っておいて、今さら感がある。

「確かにそうじゃな。シノブが倒したことにすれば、丸く収まるな」

　わたしの案にカガリさんも乗ってくる。

「なっ、カガリ様まで、何を言うんすか。自分、気を失っていて、目を覚ましたら、全てが終わっていたっすよ。どうやって倒したかなんて、説明することなんてできないっす！」

「そんなの口裏を合わせればいいだけじゃ」

「ダメっす！　イヤっす！　絶対に断るっす！」

　世の中には他人の手柄を自分のもののようにする人もいるのに、シノブは違うみたいだ。

　まあ、大きな手柄も自分の身の丈を超えれば、扱えなくなるからね。

「それじゃ、そうじゃのう。ここはスオウに契約魔法をさせて、全てを話すしかないな」

「国王陛下に契約魔法っすか？」

「ふふ、あやつの弱みは握っておるからのう。そのぐらいは可能じゃ。ユナもムムルートもそれでいいな。大騒ぎにさせないことを約束させる。だから、もう少し付き合え」

　国王に契約魔法。確かにできれば、いろいろと口止めができる。でも、国王だよ。普通に考えれば、危険かもしれない契約魔法なんて、しないと思うよ。

「もし、国王が断ったらどうするの？」

「そのときは、妾を含めて、この国を出る」

「カガリ様！」

「もう妾がこの国に残る理由はなくなったからのう」

「そんな」

「だから、あくまでスオウ次第じゃ。ほれ、シノブ。あやつに連絡しろ」

「待ってくださいっす。実は魔物と戦う前にピースケを国王陛下に連絡に行かせたっすから、すぐにはできないっすよ」

　シノブがポケットから、なにかを取り出す。

　それを口に咥くわえると吹く。

　笛？

「これで、しばらくしたら、ピースケが戻ってくるっす。そうしたら、あらためて国王陛下に連絡するっす」

「ピースケって？」

「シノブの鳥の名前です」

　どうやら、笛は鳥笛だったみたいだ。




　笛を鳴らしてしばらくすると、黄緑色の小鳥が飛んでくる。シノブが手を出すと小鳥が留まる。

「よく、戻ってきてくれたっす」

　シノブは指で小鳥の頭を優しく撫なでる。

「可愛かわいいです」

　フィナがシノブの手に留まる小鳥を見ている。

「触るっすか？」

「いいんですか？」

「フィナにはお世話になったっすから、いいっすよ。手紙を書く間、少し預かっていてくださいっす」

　シノブがフィナのほうに手を差し出すと、小鳥はフィナの手に飛び移る。フィナは小さな指先で小鳥の頭を撫でると、小鳥は気持ちよさそうに目を閉じる。フィナは嬉しそうにする。

　そのとき、くまゆるとくまきゅうがフィナに近づいたのは気のせいじゃないはず。

　小鳥と張り合わなくても、くまゆるとくまきゅうのほうが可愛いよ。

「それで、国王陛下をこの島に呼び寄せるってことでいいんすか？」

　シノブは小さな紙とペンを持って確認する。

「ああ、城に出向くと、騒ぎになるかもしれぬからな。島の船着き場に来てもらえばよかろう」

　シノブは小さな紙にカガリさんが言ったとおりに書いていく。

「でも、国王が島に来てくれるの？」

　一国の王だよ。

　来いと言って、簡単に来られるもんじゃないと思うんだけど。

「もし、来なかったら、シノブに全てを任せて国を出ていくことにしよう」

　カガリさんの言葉にシノブが書き終わった手を再度動かして、何かを付け足す。

　そして、紙をクルクルッと丸めると、フィナの手の上にいる小鳥の首の筒の中に入れる。

「それじゃ、お願いするっす」

　シノブがそう言うと、小鳥はフィナの手から飛んでいく。フィナはいつまでも小鳥を見ている。

「ちゃんと国王のところまで飛んでいくの？」

「国王がちゃんと魔石を持っていれば、ちゃんと飛んでいくっすよ」

「魔石？」

　なんでも、小鳥の首の筒には小さな魔石がついており、その魔石の片割れを国王が持っているという。

　小鳥はその同じ魔石の魔力を辿たどって飛んでいくらしい。

「だから、ピースケの首についている筒を替えると、違う場所に行かせることもできるっす」

「その一つは、わたしが持っています」

　サクラは首にかかっている首飾りを服の下から出して、見せてくれる。首飾りの先には小さな魔石がついている。

「凄すごいね」

「簡単なことじゃないっすよ。特訓が必要っすから。魔力に反応するようにヒナのときから躾しつけないといけないっすから」

　なんでもそうだけど、意思疎通ができない動物に教え込むのは大変だ。その点、くまゆるとくまきゅうとは意思疎通ができるので、教えれば覚えてくれる。

「どのくらいの距離まで大丈夫なの？」

「あまり、遠くは無理っすよ。でも、ここからお城までなら大丈夫っす」

　まあ、それはそうだ。ここから、クリモニアまでは流石さすがに無理だと思う。そう考えるとサーニャさんの召喚鳥は凄い。

　そもそも、大きさが違う。サーニャさんのは鷹のような鳥だ。それと比べたらシノブのピースケが可哀かわい想そうだ。

「それじゃ、妾わらわたちも船着き場に向かうぞ」

「船着き場？」

「この島には船着き場は一つしかない。そこで待っておれば、やってくるじゃろう」

「でも、船着き場ってことは、船からわたしたちのことを見られるよね」

　国王が来ると行っても、一人で来るわけじゃない。船を動かす者、護衛する者。いろいろな人が船に乗っているはずだ。そんな人たちに見られでもしたら、無関係を装うのは無理になる。

「ムムルートさんも、できれば大おお事ごとにはしたくないんでしょう」

「もちろんだ」

　みんなが黙りこんでしまう。その中の一人が声を出す。

「それなら、ユナさんの家を出したらいいんじゃないですか？　家の中で話せば、誰とどんな会話をしているかは分からないと思います」

　ルイミンがいいことを思いついたように口にする。

「ユナ様のお家ですか？」

　サクラは小さく首を傾かしげる。

「クマさんの形をしている家なんですよ。とっても可愛いんです」

　ルイミンの説明で、さらにサクラは首を傾げる。

「フィナも知っているのですか？」

「えっと、はい。とっても可愛いクマさんのお家です」

　ルイミンと同じ答えだ。

　それ以外に説明のしようがないのは確かだけど。

「クマさんのお家……ユナ様、わたしも見てみたいです」

　サクラは少し遠慮がちにお願いする。

　できれば、国王との会談場所をクマハウスの中なんてやめてほしいんだけど。

「なんじゃ、お主、そんな家まで持っているのか？　それなら、他の人に見られずにすむな」

　もしかして、国王をクマハウスに招き入れる流れになっていない？

　だからといって、なにもない船着き場で国王と話すところを他の人に見られるのはそれはそれで困る。

　考えた結果、クマハウスを出すことになった。

「笑ったら、怒るよ」

　わたしはシノブを見る。

「なんで、わたしを見るっすか？」

「一番、笑いそうだから」

「笑わないっすよ。自分、そんなに信用がないっすか？」

「ないよ」

「酷ひどいっす」

　わたしが即答すると、シノブはイジけたような表情をする。

　シノブと同様に笑いそうな狐きつねもいるけど、諦めている。

　カガリさんはくまゆるに乗って、サクラはくまきゅうに乗って、他は歩いて移動する。
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　リーネスの島に封印されていた魔物、大蛇おろちが復活した。

　大蛇は体に炎を纏まとい、口から火を吐き出し、森を焼く。

　船に乗っている全員が、なにも言えずに見ている。

　遠くだというのに、その大きさが分かる。

　サクラは大丈夫なのか!?

　クマに乗って海を渡ったと聞いたが、脱出はできたのか？

　それと、カガリは？　あのクマの少女は？

　まさか、こんなに早く復活するとは思いもしなかった。

　心のどこかで、楽観視していたのかもしれない。

「陛下！　人が大蛇と戦っています！」

　船長が叫ぶ。

　俺は持っている望遠鏡を覗のぞく。

　肉眼では見えなかったが、炎の大蛇の周りを動く２つの人影がある。

　一つはカガリだ。もう一つの黒いのは、あの少女か！

　あの黒いクマの格好を思い出す。

　あの２人が大蛇と戦っているのか。

　２人が無事なことに安あん堵どするが、サクラとシノブはどうなっている。２人は逃げたのか。

「船を島に近づけさせることはできるか」

「大蛇がいるのにですか？」

「あの島にはサクラがいる。回収したら、すぐに島を離れる」

「やってみます。ですが、無理と分かった場合は、諦めてお戻りになるようにしてください」

　サクラのことを知っている船長は無謀な指示を承諾してくれる。

「わかった。約束する」

　船長は俺の言葉に返事をし、操舵手に島に向かうように指示を出す。

　船が動きだし、リーネスの島に向かう。




　船が島に向かって進んでいると、突風が巻き起こる。船は大きく揺れ、とっさに、甲板の手すりを摑つかむ。

「陛下！」

「大丈夫だ。それより、なにが起きた！」

「大蛇です。風の大蛇が現れました」

　見張り員が叫ぶ。

　顔を上げると、島には新たな大蛇の頭が復活していた。

　体には風を纏い、木々が舞い上がっている。

　火の大蛇に続いて、風の大蛇までもが復活した。

「陛下。これ以上、島に近づくことはできません」

　風の大蛇が巻き起こす風によって、波は高くなり、風が帆に当たり、船は激しく揺れる。

「だが！」

「このままでは、船が沈みます」

　だが、あの島にはサクラにシノブ、大蛇と戦っている者たちがいるんだぞ。

　俺はなにもできないのか。妹の娘一人助け出すこともできないのか。

　船は大きく揺れ、傾き、全員が手すりや柱にしがみついて、精一杯なのは分かる。

　俺の我が儘ままで、大切な臣下を死なせるわけにはいかない。

「すぐに、この場から離れる」

　サクラ、すまぬ。

　カガリ、シノブ。そして、最後にクマの格好をした少女を思い浮かべる。ユナ、サクラを頼む。




　荒れ狂う海を移動し、風の影響がなくなるところまで離れる。

　島を確認すると……火の大蛇の頭がいない。

　望遠鏡で、どこを探しても火の大蛇の姿を見つけることはできない。

　状況は分からないが、見えるのは風の大蛇だけだ。

　その風の大蛇の周りに何かが飛んでいる。

　……大おお狐ぎつね。

「狐様が、大蛇と戦っている」

　俺と同じように望遠鏡を見ている見張り員が驚いている。

　狐が大蛇と戦ったことは言い伝えられている。

　風の大蛇の周りを飛んでいたのは、大狐。カガリだ。

　カガリが狐になれることは知っていた。

　王族の一部の者しか知らないことだ。

　もしかして、カガリ、お前が火の大蛇を倒してくれたのか。




　大狐と風の大蛇の戦いは続く。

　カガリはたった一人で戦っている。

　ユナの姿は見えない。もしかすると、火の大蛇にやられてしまったのかもしれない。

　大狐は大蛇の頭に嚙かみつく。

　大蛇は頭を振ったり、地面に叩たたきつける。でも、大狐は離さない。

　カガリ、無理をするな。

　おまえが死んだら、どうする。

　おまえは、お役目から解放されたいと言っていただろう。

　俺は、国王になっても、その願いを叶かなえることはできなかった。

　カガリ、頼むから死なないでくれ。

　最後の力を振り絞るかのように大狐の体が光ったと思った瞬間、大蛇の頭を食いちぎった。

　そして、風の大蛇が地面に倒れた。

「……」

　起き上がってこない。

　まさか、倒したのか。

「陛下！　風の大蛇が消えました！」

「分かっている」

　甲板にいる乗組員たちから、喜びの声があがる。

　いくら待っても、火の大蛇も風の大蛇は現れない。

　本当に倒したのか。

　だが、喜びも長くは続かない。

　岩の大蛇が現れ、皆を絶望に叩き落とす。

　だが、岩の大蛇が現れたと思ったら消え、さらに水の大蛇が現れるが、その水の大蛇も、すぐに消え去った。

　離れすぎたせいで、望遠鏡でも分からなかったが、大蛇の周りに黒いものが見えていた。

　ほかの乗組員は分かっていないが、黒いものはクマの格好をしたユナだ。無事だったことに安堵した。

　風の大蛇のときにはいなかったが、ユナが岩と水の大蛇を倒したのか。

　もしかして、全ての大蛇の頭を倒したのか？

　もし、倒したなら、国が救われる。

　希望の光。サクラの言葉が思い出される。

「陛下、大蛇は倒されたのでしょうか」

「分からない」

「陛下、これから、どうなさいますか」

　もし、大蛇が倒されたなら、４人を助けに行かないといけない。

　大蛇と戦い無傷ではないはずだ。

　男性が入れない結界が張られていたとしても、リーネスの島の港付近までなら、入れる。

　そこに４人が来てくれれば、保護することができる。

「船を島に近づけさせろ」

　帆の向きを変え、リーネスの島に進もうとしたとき、見張り員が叫ぶ。

「陛下、大蛇です。再び大蛇が現れました」

「なにを」

「言っている」と続けようとしたが、島を見ると肉眼でも４つの首がそびえ立っているのが見えた。

　言い伝えでは、再生能力があったといわれている。

　あの２人でも倒せなかったのか。

「国王陛下、退避を。大蛇は完全に復活しました。大蛇がこの船に気づき、追いかけてきましたら、大蛇を国に招き入れることになります。気づかれる前に退避の指示を」

　その言葉は理解できる。もし、この船に目をつけられたら、国に戻ることはできなくなる。

　島に向かうことはできない。

「……港に戻る」

　カガリ、サクラ、シノブ、ユナ、すまない。




　船は国の船着き場に戻ってくる。船は一隻も海には出ていない。大蛇を国に呼び寄せないためだ。

　カガリたちを助けに行こうにも船を出すことはできない。助けたとしても、大蛇が船を追いかけてきたら、国に戻ることはできなくなる。

　だが、このままでは時間の問題かもしれない。

　大蛇が海を渡り、この国を目指してくるかもしれない。

　サクラの夢では、国民の多くが死ぬことになっている。

　間違いなく、この国にやってくるはずだ。

　あとは魔法使いを集め、犠牲が出ることを覚悟で大蛇に攻撃を仕掛け、やつを引き付けて、国から離すしかない。

　今後の対策を考えていると、伝令兵がやってくる。

「森から現れた魔物の討伐に成功。残りの魔物は逃げ出すように森に戻っていきました」

「わかった」

　これで魔法使いが戻ってきたら、俺は魔法使いと船乗りたちに「国のために死んでくれ」と命令するだけだ。

　数日前には伝えてあるが、部下に死ぬ命令を出すのは気が重い。ただ、こんな命令を我が子にさせないでよかった。




　魔法使いが来るのを待ち、船の準備をさせていると、俺の頭の上を鳥が飛んでくる。

　これはシノブの鳥か？

　シノブ、生きていたのか？

　腕を伸ばす。

　早く留まれ。

　鳥はぐるぐると俺の頭上で飛び回り、俺の手に留まる。

　俺は鳥の首についている筒の蓋ふたに指をかける。

　早く開け。

　蓋が開き、筒から小さな丸まった紙が出てくる。

　俺は慌てるように丸まっている紙を広げる。

「…………はぁ？」

　変な声が出てしまった。

　俺の声に周りが反応する。

「国王陛下、どうかなさいましたか？」

「もう一度、船を出す」

「それは──」

「大丈夫だ」

　俺は指示を出し、もう一度紙に目を通す。

『大蛇の討伐は完了。全員無事。カガリ様、ユナより、国王陛下に大蛇討伐について大切な話あり、リーネスの島の船着き場まで来られたし。来てくれないと自分が困るっす！』

　大蛇を討伐しただと？

　あの大蛇を？

　本当なのか？

　疑うわけじゃないが、とても信じられない。

　だが、それはリーネスの島に行けば分かること。

　俺は、兵士を待機させ、魔法使いが来ても船を出さないように指示を出してから、船を出す。

　でも、話とはなんだ？

　話なら、城でもできるだろう。

　最後の文章はいったいなんだ？

　シノブが困るって、まったく意味が分からないぞ。
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　わたしたちは船着き場にやってくる。

　見晴らしがいい。船着き場以外、なにもない。

　確かに、ここにいれば、すぐに気付く。

「このあたりなら、大丈夫？」

「大丈夫じゃ」

　わたしはカガリさんに確認すると、船着き場の近くにクマハウスを出す。

　そして、クマハウスを見て、それぞれが反応する。

「か、可愛いです」

　サクラは目を輝かせながら、クマハウスを見る。

「クマか。狐のほうが可愛いぞ」

「「くぅ～ん」」

　わたしより先にくまゆるとくまきゅうが否定する。

「もちろん、お主たちクマも可愛い。じゃが、狐のほうが可愛い。クマは２番じゃ。これだけは譲れんぞ」

「「くぅ～ん」」

　くまゆるとくまきゅうがクマが一番だと言っているようだ。でも、カガリさんも一番は譲らない。

　そんな言い争いをしている３人はほうっておくことにする。

「いやいや、家の形もそうっすが、ユナのアイテム袋を不思議に思わないっすか？　こんな大きな家が出てきたっすよ」

「ユナ様です。今さら、驚くことではないでしょう。シノブもユナ様の秘密を知ったでしょう。それが一つ増えただけです」

「そうっすが。自分がおかしいっすか？」

　そのことを誰も否定も肯定もしなかった。

「ほれ、それじゃ中で、スオウが来るまで休ませてもらおう」

　笑うと思っていたカガリさんは、笑わずにクマハウスに向かう。

　わたしは皆を連れてクマハウスの中に入る。

「少し狭いが、なかなかいい部屋じゃのう」

　カガリさんがいた建物に比べたら、それは狭く感じるのはしかたない。

「ユナ、ピースケが戻ってくるかもしれないっすから、窓を開けてもいいっすか？」

「いいよ」

「国王陛下、来るっすかね？」

「あやつなら、来るだろう」

「あと、ユナ。部屋を貸してくれないっすか？」

「部屋を？」

「着替えたいっす。この格好じゃ国王陛下の前には出れないっすから」

　確かにシノブの格好は服には血がつき、わたしが傷を治すためにナイフで服を切ったので、酷い状態だ。

「あやつが、そんなことを気にするわけがなかろう」

「まあ、そうなんっすが、戦いも終わったっすから、楽になりたいっす」

「いいよ。そっちの奥が風呂場になっているから、そこで着替えればいいよ。フィナ、教えてあげて」

「はい」

「助かるっす。少し、水も借りるっす」

　フィナはシノブを連れて、風呂場に向かっていく。

「それじゃ、みんなは、お茶でも淹いれるから座ってて」

　部屋にはテーブルがあり、四方に３人が座れるソファーがある。その一つに、カガリさんが跳び乗って座り、その隣にサクラが座る。ムムルートさんとルイミンは一緒のソファーに座る。

　わたしはキッチンに向かうと神聖樹のお茶を用意する。

　フィナ以外の全員が疲れ切っているし、魔力も枯こ渇かつしている。

　それなら、神聖樹のお茶が一番だ。

　熱いお茶より、冷たいお茶のほうがいいと思うので、氷を入れて、みんなに持っていく。

「これは神聖樹のお茶か？」

　ひと口飲んで、すぐにムムルートさんが気付く。

「みんな、疲れているからね」

「そうだな。疲れているときにはこれが一番だ」

　ムムルートさんは一気にお茶を飲み干す。

　皆も喉が渇いていたのか一気に飲み干した。

　わたしはお代わりを配る。

「さっきまで、大蛇と戦っていたとは思えないです」

「サクラ、大丈夫？　疲れているなら、ベッドで寝ていても」

「大丈夫です。たぶん、寝たら、起きられない気がします。伯父さまが来るまで待ちます」

「無理はしちゃダメだよ」

「はい」

　それぞれ、緊張が解ほぐれたのか、本当にみんな、疲れた様子だ。

　カガリさんは小さな手でコップを持って、お茶を飲みながらソファーに埋もれている。その隣ではサクラがソファーの上で正座をしてお茶を飲んでいる。

　しばらくすると、着替えたシノブとフィナが戻ってくる。

　同じ服を持っていたのか、シノブの格好は元の綺き麗れいな服になっている。

「すっきりしたっす」

「シノブとフィナもお茶を用意したから、座って」

「ありがとうっす」

　シノブとフィナもソファーに座り、お茶を飲んでいると、

「お腹が空いているなら、なにか出すけど」

「いえ、わたしは大丈夫です。食べたら寝ちゃいそうです」

「妾も同じじゃ。食欲より、サクラと同様に睡眠欲じゃな」

「わたしも同じっすね」

「わしも大丈夫だ」

「わたしもです」

　どうやら、みんな同じ意見のようだ。




　そして、疲れて眠りそうになるのをお互いに話をして耐えている。フィナもルイミンやサクラと話したりしている。

　ムムルートさんはカガリさんと話している。わたしはシノブと話をする。わたしに感謝しているとか、どうやってその強さを手に入れたかとか尋ねられた。答えられるところは答えるが、説明ができないところはお茶を濁すように話す。

　それぞれが話をしていると、窓からシノブの小鳥が戻ってくる。

「伯父様からはなんと書かれていましたか？」

「『行く』とひと言だけっす」

　小さい手紙をサクラに見せる。

「伯父様らしいです」

「それじゃ、自分が外で国王様の出迎えの準備をしておくっす。みんなは休んでいてくださいっす」

　シノブは、自分も疲れているはずなのにそう申し出る。

「シノブ、申し訳ありません」

「気にしないでいいっすよ。わたしは気を失っていたっすから、それほど疲れていないっすから」

　シノブだって、戦いで傷つき、疲れているはずだ。傷を塞ふさいだといっても、痛みは残っているはずだし、流れた血は元には戻らない。なのに、そんなことを悟られないようにしている。

　そんなシノブに休むように言っても、休んでくれないと思うので、せめて外に行く前に冷たいお茶を飲んでから行ってもらうことにする。

　シノブは受け取ったお茶を一気に飲み干すと、お礼を言って外に出ていく。

　そして、みんな戦いや魔力の消耗の疲れで、話もしなくなりウトウトし始めたとき、外にいるシノブが声をあげる。

「船が来たっす」

「やっと、来たか。もう少し遅かったら、寝ていたわい」

「わたしもです」

　フィナ以外の全員が眠そうにしている。

　わたしはソファーから立ち上がり、窓の外を見ると、大きな船が見えた。
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　和の国の王、スオウがシノブと一緒にクマハウスに入ってくる。

　国王は部屋に入ってくるとキョロキョロと不思議そうに見回している。そんな国王に対して、カガリさんが座るように言う。

「呆ほうけていないで、早く座れ」

　国王はカガリさんに言われるままに、カガリさんの前のソファーに腰を下ろす。

「大蛇おろちのことを尋ねたいが、その前にこの状況を説明してもらえるか？」

　国王は全員を見る。それはそうだ。知らない人物が部屋にいたら気になるだろう。国王はカガリさんを不思議そうに見ている。

「おまえはカガリなのか？」

「小さくなっても可愛かわいいじゃろう」

　ぶかぶかの服を着たカガリさんが微ほほ笑えむ。それに対して、国王はため息をつく。

「大蛇との戦いで力を使いすぎた。それだけじゃよ。大蛇は強かったからのう」

「そうか。それで見知らぬ者が何人かいるようだが」

　国王はムムルートさん、ルイミン、それからフィナを見る。その目付きでフィナが体を縮こまらせる。

「フィナを、そんな怖い目で見ないでほしいんだけど」

「別に怖い目などはしていない。そう感じてしまったのなら謝罪する」

「だ、大丈夫です」

　と言いながらも、フィナはわたしの後ろに隠れる。

「それでこの状況を説明してくれるのか？」

「それを説明するのも、しないのもお主しだいじゃ」

「俺しだいだと？」

「まず、大前提として、クマの嬢ちゃんと契約魔法を行ってもらう。内容は嬢ちゃんの秘密を守ること。それをしないと話はできない」

　国王が怪け訝げんそうにわたしを見る。

「嬢ちゃんの秘密は大きい。この者たちがここにいることも、大蛇を倒したことも説明ができぬ」

　ムムルートさんとルイミンを軽く見てから、国王に視線を戻す。

「どうしてだ？」

「妾わらわたち全員は嬢ちゃんの秘密を守ると契約魔法を行った。それに逆らって秘密を話せば妾たちは死ぬことになる」

　カガリさんはムムルートさんとルイミンに軽く視線を向ける。

「だから、共通の契約魔法を行った者にしか説明ができない。詳しく話せなくていいなら話すぞ。ただし、ほとんどのことは話せないと思え」

「……死ぬ？　サクラも、シノブも契約をしたのか？」

　国王の目がつり上がる。

「はい、契約をさせていただきました」

「はい、したっす」

「カガリ！　死ぬかもしれない契約魔法をサクラにさせたのか？　もし間違いがあったらどうする!?」

　国王がカガリさんに対して怒る。

「伯父さま、怒らないでください。話さなければ、死ぬことはありません。それに死ぬと言っても、すぐに死ぬわけではありません。話そうとすると笑いだす魔法です。でも、それでも無理に話し続けようとするとやがて死ぬそうです」

「それじゃ、すぐに死ぬようなことはないんだな？」

「はい、ユナ様の秘密を話そうとしなければ大丈夫です。間違って話そうとしてもすぐに死ぬことはありません」

　サクラの言葉に国王は怒りを収める。

　まあ、娘のように大切にしているサクラが死ぬかもしれない契約魔法をしていたら、心配はするし、怒りたくもなるよね。

　フィナだけが分からない顔をしている。そういえば、フィナだけは契約魔法をしていないから、意味が分からないんだよね。

「それほどまでの秘密なのか？」

「はい、知られてはいけないと思います。わたしは納得して契約しました。なので、契約魔法をしているわたしたちは伯父さまに話すことはできないのです」

　わたしとフィナ以外は契約魔法のせいで、クマの転移門のことを話すことはできない。

「解除しろと言ったら」

　サクラは首を横に振る。

「ユナ様が大蛇を討伐するために、秘密を教えてくださいました。その恩を裏切るつもりはありません。それに、これはユナ様との繫つながりと思っています」

「妾もじゃ。嬢ちゃんはそれだけのことをしてくれた。大蛇を討伐したからといって、解除をしろというのは自分勝手すぎる。サクラが言うとおりに、話さなければなにも問題はない」

「ユナに命を救われたっす。裏切るわけにはいかないっす」

　国王は３人を見て、３人も目を逸そらさずに国王を見る。

「確認させてくれ。ユナの秘密を話さなければ死ぬことはないんだな？」

「それはわしが保証する」

　カガリさんの代わりにムムルートさんが答える。

「本当に大蛇は倒したのか？　封印でなく」

「ああ、倒した。大蛇の復活とともに妾の男除よけの結界の効果も消えているはずだ。自分の目で確かめればいい」

「……わかった。俺も契約をしよう」

　国王はそう答えた。

「本当にいいんじゃな？」

「おまえとは生まれたときからの仲だ。カガリが必要と思うなら、そういうことなんだろう。早く終わらせよう」

「わたしが言うのもなんだけど、本当にいいの？」

「お主は、言いふらしてほしいのか？」

　わたしは首を横に振る。

「できれば、誰にも話さないでほしい」

「なら、契約をするまでだ。俺は王として全てを知らなければならない。そのために命を懸ける契約が必要だとしてもだ」

「国王が命を懸けちゃいけないと思うんだけど」

「誰にも話さなければ死なないんだろう」

「そうだけど」

「なら、問題はない。早く、契約の準備をしてくれ」

　ムムルートさんはアイテム袋から魔法陣が書かれた絨じゅう毯たんを床に広げる。そして、ムムルートさんの指示に従って、国王が契約魔法の魔法陣が描かれた絨毯に手をつく。

　わたしも国王のように絨毯に手を置き、契約魔法を行う。

「わたしの秘密を守ること」

　魔法陣が眩まぶしいほどの光を発し、契約が完了する。

「さて、どこから、話したらよいものか」

「全てだ。全てを話せ」

　カガリさんは順番どおりに説明していく。

　数百年前の大蛇を封印したときに手を貸してくれた冒険者のエルフがムムルートさんで、わたしの知り合いだったこと。そして、その力を借りるため、ムムルートさんをリーネスの島に呼び寄せたこと。

「待て、いろいろと分からないぞ。数百年前の大蛇を封印してくれたのが、そのエルフだと？」

　国王がムムルートさんを見る。

「お主には話したことがあるじゃろう。大蛇を封印するときに手を貸してくれた冒険者がいたことを」

「ああ、幼いときから、聞かされているからな」

「そのときに手を貸してくれた冒険者の一人が、そこにいるムムルートじゃ」

　国王は信じられないようにムムルートさんを見る。

「クマの嬢ちゃんが数百年前の英雄と知り合いだったのはいいとする。それをどうやって連れてきた。話を聞くと、そんな時間はなかっただろう。エルフが一緒にいた報告は受けていないぞ」

　国王はシノブに視線を向ける。

「いや、いなかったっすよ。ユナ一人だけっすよ」

「それでは、その者、ムムルートが今ここにいる説明になっていないぞ」

　カガリさんがわたしのことを見る。

　国王は契約魔法をしてくれた。だから、わたしも約束を守ることにする。

「これも秘密になっているから、誰にも言わないでくださいね」

　わたしはクマの転移門を取り出す。

「これはなんだ？」

「扉と扉を繫つなげる魔道具だそうだ。もう片方を別の場所に置けば、その場所に行ける」

「そんな魔道具は」

　国王の言葉を遮さえぎって、わたしはクマの転移門の扉を開ける。扉の開いた先はエルフの森のクマの転移門に繫がり、扉の先に森が見える。

　国王は信じられないように扉の先を見ている。

「そこを通ってムムルートを連れてきてもらった。そっちの娘はムムルートの孫娘で、一緒についてきて、大蛇の復活の阻止を手伝ってくれた」

　いきなり視線を向けられて、ルイミンは軽く頭を下げる。

「それで、ムムルートの力を借りて結界を強化し、大蛇の頭を一つずつ復活させて、クマの嬢ちゃんと妾で倒していった。もっとも、妾が倒したのは風の大蛇だけじゃがな。残りの火、岩、水の大蛇は嬢ちゃんが一人で倒した」

「待て、順番どおりだと？　火、風、岩、水と順番に消えていったのは確認したが、最後には大蛇の４つの頭全てが復活したのを見たぞ」

　ああ、それって、もしかしなくても、最後に再生した大蛇のことだよね。火も風もなにも纏まとっていない、ただの蛇。

「見ていたのか？」

「船の上からだ。おまえが狐きつねになって風の大蛇と戦っている姿も見た」

　カガリさんは国王が見ていた大蛇の説明をする。

　大蛇の頭を火、風、岩、水と倒し、最後に本体の結界を解いたとき、全ての大蛇の頭が再生して復活したこと。でも、その復活した大蛇はわたしが倒したことを話す。

　国王は信じられないように話を聞いている。

「大蛇の魔石じゃ」

　カガリさんは証明するように大蛇の体から剝はぎ取った無色の魔石をテーブルの上に出す。

　これって、わたしも出さないとダメかな？

「この他にも、それぞれの頭から手に入れた」

　カガリさんがわたしに視線を向けるので、しかたなく大蛇の頭から取った４つの魔石を出す。

　国王は信じられないようにわたしと大蛇の魔石を見ている。

「大蛇は弱かったのか？」

「この大きさの魔石を持つ魔物が弱かったと思うのか？　過去に大蛇を封印するのに多くの人が亡くなったのに弱いと言うのか？」

　カガリさんは国王の言葉に怒ったのか、口調が強くなる。

　あれだけ苦労して倒した大蛇を、戦ってもいない人に弱いと言われたら、怒るだろう。

「すまない。あまりにも信じられないことだったのでな」

　国王は立ち上がると、頭を下げる。

「この国の王として、あらためて礼を言う。国を救ってくれて感謝する」

「妾は自分の役目を果たしただけじゃ」

「わたしも、自分ができることをしただけだよ」

「わしも、やり残したことをしただけだ」

　カガリさん、わたし、ムムルートさんが答える。

「感謝する」

　国王はもう一度、言葉にする。




　国王はあらためて、部屋を見回し、わたしの傍にいるフィナに目を向ける。

「それで、その娘は？　エルフではないようだが」

「この子はフィナ。大蛇が復活する前にワイバーンやヴォルガラスが襲ってきて、そのときにシノブが戦って負傷したんだけど。わたしたちが大蛇と戦っている間、気を失っていたシノブを看てくれていた子だよ」

　フィナについてはわたしが説明する。

「……フィナです」

　フィナは小さく頭を下げる。

　国王はフィナを軽く見てから、シノブに視線を向ける。

「シノブ、怪我をしているのか？」

　シノブは着替えたので、見た目だけでは怪我をしているようには見えない。肩の傷と顔の傷は治したから、大きな怪我は残っていないはずだ。

「少し痛いっすが、大丈夫っす。あと、そのときの戦いで、服がボロボロになったけど、着替えたっす」

　シノブは自分の服を摑つかむ。

「そうか。大した怪我でなければいい。お前にはいつも迷惑をかける」

　凄すごい怪我だったけどね。

「自分に力がなかっただけっす」

　人数が足らなくて、くまゆるとくまきゅうまで戦うことになった。

「だが、ワイバーンとヴォルガラスが大蛇に呼び寄せられるように島に集まってきたか。やっぱり、それが原因か」

「なにかあったのか？」

　国王はどこからともなく現れた魔物が島に向かおうとしていたことを教えてくれる。

「そのせいもあって、初動が遅れ、魔法使いを集めることができなかった」

「そういえば、大蛇と戦う予定だった女どもはどうした？　島に来なかったぞ。あやつらが来ていれば、多少は楽な戦いになったやもしれぬ」

　カガリさんの言葉で思い出す。確かに、大蛇と戦う女性を集めていたと言っていたっけ？

　カガリさんの言うとおり、島に来てくれていれば、サクラもルイミンも、あそこまで頑張らなくてもよかった。

　国王は少し言いにくそうにしてから口を開く。

「一度、島の近くまで船が向かったが、大蛇の姿を見て、戦意をなくして、島に降りることを拒んだ」

「……はぁ？」

　つまり、役に立たなかったってことらしい。

「まあ、あの大蛇を見て、戦おうと思う奴はバカぐらいじゃからな」

　それって、わたしのこと？

「それか、倒すことができると分かっている強者だ」

　そう言って、カガリさんはわたしのことを見る。

　バカでなく強者のほうだったみたいだ。

「カガリにそこまで言わせるとはな」

「この目で見た妾も信じられないぐらいじゃ。嬢ちゃんの戦いを見ていないお主には分からぬな」

「自分も見てみたかったっす」

　シノブは気を失って、大蛇との戦いが終わるまでわたしの家にいたから、戦いは見ていない。

「それで、お主に頼みがあるのじゃが、今回の大蛇討伐に妾たちが関わったことは公表しないでほしい」

「どうしてだ？　大蛇を本当に倒したのなら、隠す必要はないだろう？」

「騒がれるのが面倒、目立ちたくない。言い方はいろいろあるが、そんな感じじゃ。妾たちはのんびりと過ごしたい。これはこの場にいる全員の気持ちじゃ」

　カガリさんがわたしたちのほうを見る。

　わたしとムムルートさんは小さく頷うなずく。

「でも、ユナ様、カガリ様、ムムルート様のことを言わずに納得してもらうことなんて、そんなことができるのでしょうか？」

「もし、できぬのなら、シノブが倒したことにすればよい」

「だから、なんでそうなるんすか～。わたしは嫌っすよ」

　カガリさんの言葉にシノブが叫ぶ。

　皆が、そんなシノブを見て笑う。

「分かった。現状ではどうなるか分からないが、できるかぎりのことはしよう」

「本当か？」

「だが、本当にお前たちはそれでよいのか？　国を救ったんだぞ。ここにいる全員を英雄として迎えることもできる」

　国王は皆を見渡す。

「そんなのいらないよ」

「妾もじゃ」

「わしもだ」

「わたしもです」

「わたしは少し手伝っただけです」

「わたしは大蛇とは戦っていないっすから」

　フィナ以外の、この件に関わった全員が答える。

「だが、大蛇を倒した礼はさせてくれ」

「妾は別に金はいらん。のんびりと暮らしたいだけじゃ。ああ、でも酒代ぐらいはもらってもよいぞ」

「その見た目で、酒とか言うな。それで、ムムルート。過去のことも含めて、礼をさせていただきたい。俺にできることがあったら、言ってほしい」

「わしは過去にやり残したことをしたまでだよ。それに倒したのはあくまで嬢ちゃんだ。だが、もし、礼と言ってくれるなら、この子がサクラの嬢ちゃんのところに遊びに行くようなことがあれば、会うことを許してやってほしい」

　ムムルートさんは隣に座るルイミンの頭に手を置く。

「伯父様、わたしもルイミンさんにこれからも会いたいです」

「分かった。許可を出しておく」

　その言葉にルイミンとサクラは嬉しそうにする。

「それで、ユナ。おまえは昨日会ったときに、大蛇を倒してもお金も地位もいらないけど、大蛇を倒したらあらためてお願いをすると言っていたな」

　覚えていてくれたんだ。

　温泉が出る家でも頼もうかと思っていた。

「俺はどんな望みを叶かなえてやればいい。金も地位もいらないお前に、なにをしてやることができる？」

「えっと、家を建てる土地が欲しいかな？」

「土地だと？」

「さっきのムムルートさんの話じゃないけど、この扉を置く家を置きたい。この扉がないと、行き来ができないから」

　クマの転移門。これを置くのが一番の目的だ。

　できれば温泉が出る場所がいいけど。

「家って、まさか、このクマの家か？」

「だから、目立たない場所がいいんだけど。もしくは、普通の家でもいいんだけど、そのときは温泉が出る家がいいかな」

「このクマの家を建てる土地か、もしくは温泉がある家だな。分かった。いい場所がないか調べておく」

　もしかしたら、温泉付きの家をゲットできるかもしれない。

「他にはないのか？」

「契約魔法をしてくれただけで十分だよ。あとはわたしがもし、扉を使ってこの国に来ることがあったら、誤魔化してくれると嬉しいかな」

「わかった。もし、その他にも頼みたいことがあれば言ってくれ」

　転移門のことさえ黙っていてくれれば、十分だ。サクラにも会いに来られる。逆に、サクラをエルフの村に連れていってあげることもできる。








[image: ]516　クマさん、クリモニアに帰る






「あのう、ユナさん。温泉ってなんですか？」

　わたしが和の国に建てる家のことを考えていると、ルイミンが尋ねてくる。どうやら、ルイミンは温泉を知らないみたいだ。

「温泉は地下から出てくるお湯のことだよ」

「地下からお湯ですか？　水じゃなくて？」

「お湯だよ。天然のお風呂だね。疲れを取ってくれたり、健康にいいんだよ」

　もちろん、温泉にもいろいろな種類があるから、一概にはいえないけど。

　それに疲れなら白クマの服でいいだろうって声が聞こえてきそうだけど、お風呂は別だ。心の疲れを取ってくれるのがお風呂であり、温泉だ。

「地下からお湯が……」

　ルイミンは考え始める。温泉に興味を持ったみたいだ。

「それじゃ、今度、落ち着いたら、みんなで温泉に入りに行こうか？」

　あのコノハさんのいる宿屋に泊まってもいいし。国王が温泉付きの家をくれたら、そこに泊まってもいいよね。

「本当ですか？」

「うん。もちろん、フィナもね」

　わたしの言葉にルイミンとフィナは嬉しそうにする。

「話もまとまったようだな。そろそろ、わしたちは帰らせてもらうぞ。嬢ちゃん、扉を開けてもらってもいいか？」

　ムムルートさんが腰を上げるとルイミンも立ち上がる。

「ムムルートさん、ありがとうね」

「礼を言うのはわしのほうだ。昔にやり残したことが、できてよかった」

　忘れていたけどね。

「ルイミンさん。いつでも遊びに来てくださいね。歓迎しますから」

「はい。来ますね」

「そのときはエルフの村のお話を聞かせてくださいね」

「わたしもサクラちゃんの国のことを教えてほしいです」

「はい。お話をしましょう」

　２人は微笑む。

「ムムルート、世話になった」

「気にするな。それに今回の立役者はクマの嬢ちゃんだ。わしのしたことはたいしたことじゃない」

「本当に、とんでもない嬢ちゃんじゃな。あの大蛇をほとんど一人で倒してしまったからな」

　わたし一人の力ではない。もし、初めから、完全体の大蛇だったら、こんなに簡単には倒せなかった。想像するだけで、厄やっ介かいな相手だ。ムムルートさんとルイミンとサクラが復活を抑えてくれて、対抗手段がなかった風の大蛇をカガリさんが倒してくれた。

「あと、孫娘同様に、お主もたまには顔を見せろ。いや、妾わらわがそっちに行くのもいいかもしれぬな。そのときは酒でも用意しておけ」

　それって、わたしのクマの転移門を使うってことだよね？

　まあ、暇なときならいいけど。

　わたしはクマの転移門の扉を開けると、ムムルートさんが先に入り、ルイミンは手を振りながらクマの転移門の中に入っていく。サクラとフィナも手を振り返している。

「あとで片付けに行くから、扉のことは気にしないでね」

　わたしはクマの転移門の扉を閉める。

「それじゃ、フィナ。わたしたちも帰ろうか」

「なんだ。お主も帰るのか？」

「ここにいたら、巻き込まれそうだから帰るよ。それに皆は大蛇の件の後始末が大変でしょう？」

「そのことについてだが、この魔石は預かってもいいか？」

　国王はテーブルにのっている大蛇の魔石に目を向ける。

「大蛇の討伐の証として魔石を借りたい。できれば、譲ってほしいと考えている。もちろん、それに見合うだけの礼はするつもりだ」

　緑色の魔石はカガリさんのものだ。だけど、他の魔石は一応わたしが大蛇を討伐して、手に入れたものだ。

　だけど、国王の気持ちも分かる。大蛇は過去に和の国を滅ぼそうとした魔物だ。その封印をカガリさんが長年守っていた。そんな魔物の魔石だ。国としては欲しいだろう。

「もちろん、すぐに返答しなくていい。嬢ちゃんが譲るのが嫌だと言えば返す。だが、借りる許可はほしい」

「いいよ。あげるよ」

　わたしの言葉に全員が驚く。

「ユナ様、本当によろしいのですか？　これはユナ様が大蛇を討伐した証です」

「別にわたしが大蛇を倒したことを広めるつもりはないから、いいよ」

　ただ、元ゲーマーとしては価値がありそうな魔石が欲しかったけど。大蛇の魔石は、わたしではなく、この国が持つべきだと思う。

「本当にいいのか？」

「いいよ。だから、約束は守ってね」

「ああ、もちろんだ」

　同様に大蛇の素材の話にもなったが、一部を貰うことになった。

　わたしとしては大蛇の素材の一部を貰えれば十分だ。

「それでユナはいつ、こちらに戻ってくる？　それまでには準備を終えておきたい」

「これから忙しくなるんでしょう。落ち着いてから来るよ」

「落ち着くといっても、連絡はどうする。鳥は飛んでいけないぞ」

　あの小鳥にクリモニアまで飛んできてもらうのは可哀かわい想そうだ。

　わたしは少し考えて、サクラを見る。

「サクラ、これを」

　わたしはクマフォンをサクラに渡す。

「いいのですか？」

「うん、ルイミンに直接話はできないけど、わたしとならできるから。何かあったら連絡をちょうだい」

「はい、分かりました」

　サクラは嬉しそうに小さな手でクマフォンを握り締める。

「そのクマはなんだ？」

「遠くの人と会話ができる魔道具だよ。大蛇の件が片付いたら、サクラに伝えてくれれば、戻ってくるよ」

　その前に戻ってくるかもしれないけど。

「そんな魔道具が!?」

　国王はサクラが持つクマフォンに手を伸ばそうとするが、サクラはクマフォンを守るように胸に抱き寄せる。

「サクラから、取らないでくださいよ」

　わたしは注意してから、サクラにクマフォンの扱い方を教え、国王にはクマフォンのことも秘密だと言っておく。

「それで、カガリさん。この島にこの扉を置いても、気付かれにくい場所ってある？　仮置きしたいんだけど」

　部屋に置かれているクマの転移門を見ながら尋ねる。

「それなら、妾の家の奥でいいだろう。あそこなら、入ってくる者は妾の世話をする者ぐらいだ。それにこの騒ぎじゃ、しばらくは誰も来ないじゃろう。スオウ、しばらくは妾の世話はいらぬと言っておけ」

「なんだ。島に残るのか？」

「今、船に乗れば騒がれるかも知れぬからな」

「それで、サクラは船に乗せて帰らせるが、おまえはどうする？」

　国王がシノブに確認する。

「あとで、先発隊を島に寄越すっすよね。それなら、わたしが残らないとダメっすよね？」

「休まないで大丈夫か？」

「もちろん、休みたいっすよ。でも、カガリ様はこんな可愛くなっているし、案内役が必要っすよね」

「おまえが島に残ってくれるなら助かる」

「あっ、でも、これが終わったら長期休暇をくださいっすよ。わたし、休みが欲しいっす」

「わかった。好きなだけ休め」

「約束っすよ」

　シノブは休みの約束をしてもらえて嬉しそうにする。

「それじゃ、俺は行く。ユナ、世話になった。本当に感謝の言葉もない。この国の王として、あらためて礼を言う。ありがとう」

　国王は真っ直ぐにわたしを見て礼を述べ、クマハウスから出ていく。

「ユナ様、本当にありがとうございました。ユナ様はまさに希望の光でした。ユナ様に会えて本当によかったです」

「「くぅ～ん」」

　くまゆるとくまきゅうが「自分たちは？」って感じにサクラに尋ねるように鳴く。

　くまゆるとくまきゅうの言いたいことが分かるのか、サクラはくまゆるとくまきゅうに抱きつく。

「もちろん、くまきゅう様とくまゆる様もわたしにとって希望の光でした。ありがとうございました」

「「くぅ～ん」」

　サクラもスオウ王を追いかけるようにクマハウスを出ていく。わたしは窓の隙間から船が島から離れていくのを待つ。

「それじゃ、家を片づけるけど」

　わたしはフィナとカガリさん、シノブを外に連れ出して、クマハウスをしまう。

「それじゃ、わたしは船が来る前に、もう一度大蛇の確認をしてくるっす。ユナ、本当にありがとうっす。サクラ様を救ってくれて、感謝するっす」

　シノブは深々と頭を下げる。

　わたしもサクラの悪夢を消すことができてよかった。

　たぶん、今日は悪夢を見ずに眠れるはずだ。

「それじゃ、また来るね」

「待っているっす。フィナもありがとうっす」

「いえ、シノブさんの怪我がたいしたことがなくてよかったです」

「くまゆるとくまきゅうもお世話になったっす」

「「くぅ～ん」」

　くまゆるとくまきゅうは嬉しそうに鳴く。

　シノブはみんなにお礼を言うと、森の中に駆け出していく。

　残ったわたしたちは、クマの転移門を設置するため、カガリさんの家に向かって移動する。

「これは……」

「なんじゃ～、妾の家が壊れておるぞ」

　カガリさんの家が壊れていた。

　まあ、島で大蛇との戦いがあった。大蛇は火を吹き、風を起こし、岩を吐き出し、水を吐き出した。そのうちのどれかが、カガリさんの家に当たったとしても不思議ではない。

　カガリさんの家には木が突き刺さっている。これは風の大蛇の影響で斬られた木が吹っ飛ばされた感じだ。

　炎で燃えていないから運がよかったと言うべきか。

「妾の家が……」

　カガリさんが落ち込む。

　誰でも自分の家が壊されでもしたら、落ち込む。

「これはスオウに家を建て直してもらわないといけないぞ」

「カガリさんって、大蛇がいなくなったのに、ここに住むの？」

「……！」

　わたしの言葉にカガリさんは驚いた表情をする。

「長いこと、ここに住んでいたから、なにも考えていなかった。確かに、妾がここにいる必要はないな」

　カガリさんは半壊した家を見て、そんなことを言い出す。

　サクラのところにでも住むのかな？

「でも、これじゃ、クマの転移門を置く場所がないけど、他にある？」

「どこもかしこも同じ状況じゃろう。どこに置いても変わらないと思うぞ」

　街がある場所に戻って、今からクマの転移門を置く場所を探す？

　いや、流石さすがに休みたい。

　わたしは壊れた建物近くにクマの転移門を出す。そして、周りを土魔法で囲んで、簡易的にクマの転移門を隠す。

「それじゃ、カガリさん。わたしたちは帰るから」

「待て。もしかして、妾みたいな幼子をこんな場所に置いていくつもりか？」

　カガリさんはくまゆるに抱きついて、降りようとはしない。

　見た目は幼女でも、中身は数百年生きている大人。わたしは騙だまされない。

「置いていくもなにも、シノブに連絡してもらって、迎えに来てもらえば？　もしくは大蛇を確認にくる船に乗るとか、あるでしょう？　それでお城やサクラのところにでも行ったら？」

「こんな格好で城に行けるわけがなかろう。妾のことを知っている者もおるんじゃぞ。こうなったら、ここは嬢ちゃんの家でお世話になるしかないな」

「なんでそうなるの？」

「ともに戦った妾を見捨てるのか？」

「なら、わたしがサクラに連絡をしようか？」

　わたしはクマフォンを取り出す。

「あやつは今ごろ、船の上で寝ているかもしれぬぞ。起こすつもりか？」

　確かに国王に連れていかれるサクラは眠そうだった。

　サクラの姿を思い出すと、連絡がしにくい。

「それに船の中じゃ、あの魔道具も使えぬかもしれぬぞ。誰にも知られたらいけないじゃろう？」

　どんどん、追い込まれていく。

「もし魔物が来たら、妾、死んじゃうかも知れぬぞ」

　確かに今のカガリさんは無力だ。

「ユナお姉ちゃん。カガリちゃんが可哀想です」

　フィナがわたしの服を引っ張る。

「こんな小さな子をこんなところに置いていくのは可哀想です」

「おお、フィナじゃったな。お主は優しいの」

　そういえば、フィナはカガリさんの本当の姿を知らなかったんだ。フィナからしたら、子供を置いていくように見えたのかもしれない。

「フィナ、カガリさんは子供に見えるけど、大人だからね。見た目で騙されちゃダメだからね」

「大人？」

　フィナはカガリさんを見て、首を傾かしげる。

　まあ、普通に考えたら、大人が子供の姿になったとは思わないよね。

　年齢で言えば年寄りだ。

　でも、この場合はどうなんだろう？

　もし、１万年生きるような生き物だったら、数百年だったら、子供かもしれない。

　でも、一方で１年で大人になる動物だっている。

　考えてみると、大人と子供の区別は難しい。

　だけど、あの胸を思い出せば、子供でないのは間違いない。

「前は大人だったかもしれぬが、今は力もない子供じゃぞ。泣くぞ」

　カガリさんは泣き真似をする。

　わたしはため息をつく。疲れているので、早くクリモニアに戻って休みたい。

「ちょっとだけだよ」

　わたしはくまゆるとくまきゅうに乗るカガリさんとフィナを連れてクマハウスに入り、クマの転移門を使って、クリモニアに帰ってくる。

「えっと、ユナお姉ちゃん。わたしは帰っていいんですか？」

「うん、今日はありがとうね。助かったよ」

　わたしが頭を撫なでてあげると、嬉しそうにする。

「それじゃ、カガリちゃん。またね」

「世話になった」

　フィナは帰っていく。

「それで、ユナ。寝床を頼む。実は妾も疲れて眠くて、しかたない」

　カガリさんはくまゆるの背中で眠そうにしている。

　カガリさんも疲れていたんだね。

　まあ、ワイバーンと戦い、大蛇と戦い、奥の手の大おお狐ぎつねに変化する力まで使ったんだ。疲れていてもしかたない。

　わたしはカガリさんを寝室に案内する。

「ほら、くまゆるから、降りて」

　わたしはカガリさんをベッドに運び、寝かせる。それと同時にすぐに寝息が聞こえてくる。

　別に我が儘ままを言っていたのではなく、本当に限界だったみたいだ。

　わたしとくまゆるは静かに部屋から出る。

　そして、わたしも久しぶりの自室に戻ると、白クマ姿になり、子熊化したくまゆるとくまきゅうを抱いて、眠りに就いた。
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　妾わらわはどこから来たのか、どうやって生まれたのか、覚えていない。

　物心ついたときには一人だった。

　でも、言葉を話すことはできたので、人に育てられていたのかもしれない。

　妾には人とは違うところがあった。狐きつねのような耳と尻しっ尾ぽがあり、成長が遅く、誰よりも長く生きた。

　尻尾も耳も自由に隠せるようになった妾は夢の中で呼ばれていたカガリと名乗り、人が住まうところで、ともに暮らしていた。

　あるときは、農業を手伝い、商家で働き、あるときは魔物を討伐してお金を稼いで暮らしていた。

　だが、見た目が成長しない妾が１か所に長く住み続けることはできなかった。しばらく住むと、離れる暮らしを繰り返した。

　そんなわたしは魔物と戦う一人の少年に出会う。少年の口癖は「弱者を守れる者になりたい」だった。

　バカげたことだ。

　弱い者が口にしても意味がない言葉だ。

　弱い者を守るには、自分が強くならないといけない。少年は弱く、守られる側だった。

　だが、少年は「強くならないといけない」と言う。

　ほうっておくと少年は危険なことをしそうな勢いだったので、妾が面倒を見るようになっていた。

　妾が生きていくために覚えた戦いを少年に教えた。武器の扱い方。魔法の扱い方。魔物との戦い方。人との戦い方。人を守るだけでなく、自分を守る方法も教えた。自分を守れなければ、他人を守るなんておこがましいことだ。

「今の弱者は守れなくても、次の弱者を守れ。ここでおまえが死ねば、他の弱者は誰が守る。さらにその次は。その先にお前が生きていれば出会うことになる弱者はどうする。おまえが言う弱者は、目の前にいる一人だけか。その一人を守れば、満足なのか」

　妾の言葉に少年はなにも言えなくなる。

「全てを守ることは誰にもできない。見極めろ。今、自分の力と、相手の力の差を。守れないことが悔しいなら、強くなれ。頭を使え。戦うだけが守る方法ではない」

　逃げることも一つの方法だ。

　相手を倒すだけが、守ることではない。

　そして、妾は戦いだけではなく、今まで生きてきたことで、人を守れる方法も少年に教えた。

　少年と会って、数年が経ち、少年は、顔つきは幼さがなくなり、大人っぽくなる。

　たとえ、何年経とうが、妾にとっては少年は少年だ。




　予定していた今日の訓練も終わり、そろそろ、この地も離れないといけないと考えていたとき、少年がなにか言いたそうに妾を見ている。

「なんじゃ？」

「カガリ。もう、俺はここには来られないかもしれない。俺はおまえに秘密にしていることがある」

　少年は真剣な表情で言う。

「それって、この国の王の息子ってことか？」

　少年は驚きの表情になる。

「そんなこと、初めから知っている」

　少年は訓練が終わるといつもその場で妾と別れ、一緒に帰ろうとはしない。

　ある日、心配になった妾は、少年の後を追いかけた。すると少年は城の中に入っていった。それで調べてみたら、この国の国王の息子だったことを知った。

　わたしは、その事実を知っても黙っていることにした。

　少年が話したくないのなら、無理に聞くことはしない。妾だって、隠していることはある。

「知っていたのか」

「ああ」

「剣や魔法だけでなく、国の政まつりごとの勉強もしてきたが、これからは本格的に父の側で学ぶことになった」

「机の上の勉強だけじゃ、分からないこともあるからのう」

「俺は、この国の国民を守らないといけない」

　いつも言っている言葉に、国民という言葉が付け加えられた。

「そうか、寂しくなるが、しかたないのう」

　ちょうど、潮時かもしれない。この場所に長くいすぎた。

「それで、カガリには一緒に城に来てほしい」

「なんじゃと」

　予想外の言葉に驚く。

「もしかして、妾に惚ほれたのか？」

　少年は笑って、首を横に振る。

「カガリのことは姉のように思っている。俺が間違ったことをすれば、叱しかってくれる。正しいことをしたら褒めてくれる。だが、城には俺を叱ってくれる者はいない。なにをやっても褒めるだけだ。カガリには、俺を正しい道に導いてほしい」

　いつも、弱者を守ると言っていた。それをよく、現実的に考えろと叱ったものだ。

　少年の申し出は嬉しいが、それはできないことだ。

　わたしは少年の申し出に首を横に振る。

「妾にそんな力はない。それに、そろそろ、この地を離れようと思う。立派な国王になるんじゃぞ」

　わたしは少年の頭を撫なでる。

　出会ったときは、妾のほうが身長が高かったが、今では少年のほうが高い。

「カガリ、最後まで、俺に秘密を話してくれないんだな」

「……!?」

「カガリは、初めて会ったときから、変わっていない。綺麗な人だと思っていた。だけど、俺が成長しても、カガリは成長しなかった」

「気付いていたのか」

　妾は少年と出会ったときからずっと、見た目は18歳ぐらいの少女だった。

　少年は青年に変わるほど時間がたっているのに、妾は変わっていない。

「当たり前だろう。だから、いつも人前ではフードを被かぶっていたんだろう」

　街を歩くときはフードを被り、人の目につかないようにしてきた。

　自分の顔を知っている者が増えれば、それだけ、妾が成長しないことに気付かれやすくなるからだ。

　だから、親しい者は作らず、知り合いは最低限に抑えてきた。

　いつか、少年に尋ねられたときが、別れのときだと考えていた。

「嫌われたくなかったからのう」

「ふざけるな！　俺が、カガリを嫌うだと。そんなこと、死んでもありえないことだ。俺をそんな人間だと思っていたのか」

　少年は、本当に怒ってくれている。

　それを嬉しく感じる。でも、きっと事実は異なる。妾の秘密は、簡単なことではない。本当のことを知れば、少年だって、気持ち悪がって、離れていく。

「ありがとう。そう言ってもらえて、嬉しい。なら、別れるまえに、妾の正体を教えておこう」

　森に来ていた妾は周囲を確認すると、妾たちを囲むように土の壁を四方に作る。

　そして、妾は少年に背を向け、服を脱ぐ。

「何をしている!?」

　少年は目を閉じて、恥ずかしそうにする。

「しっかり見よ」

　妾の頭には狐の耳が現れ、お尻からは長い尻しっ尾ぽが現れる。

　少年は指の隙間から妾を見る。

「耳と尻尾……」

「妾は人ではない。狐じゃ。だから、お主の頼みは聞けぬ」

　こんな化け物、少年と一緒に城に行くわけにはいかない。

「本物なのか……」

　妾は耳と尻尾を動かしてみせる。

「これで、分かったじゃろう。お主と一緒に行けない理由が」

　少年は唇を嚙かみしめる。

　諦めてほしい気持ちと、引き留めてほしい気持ちが妾の中で揺れる。

　少年が妾を切り捨ててくれれば、国を出ていける。

　だが、少年の言葉は違った。

「そんなこと、俺は気にしない。俺のそばで支えてくれ」

　妾の正体を知っても、そう言ってくれるのは嬉しい。

「妾は人より、長く生きる。一か所にとどまれば、お主のようにおかしく思う人も出てくる」

　過去に何度か、正体を明かしたことがあったが、みんなから化け物、魔物と言われた。

「隠し通せばいい。怪しむ者がいたら、そのときは俺が対処する。カガリ、おまえは弱者だ。俺が守る」

　少年が、出会ったときからの言葉を発する。

「間違ったことをすれば、叱るぞ」

「ああ」

「もし、妾の言葉を聞かなくなったら、出ていく」

「ああ」

　妾は振り向く。

「よかろう。しばらく、世話になるとしよう」

　妾が少年に向かって言うと、少年は「服を着てくれ」と言って、恥ずかしそうに目を逸そらす。

　まだまだ、子供じゃな。




　それから、数年後。

　初めて会った頃の少年の面影はなくなり、弟のように思っていた少年は、妾の年齢を通り過ぎ、立派な大人となった。

　少年は病気だった父親に代わって国王となる。

　少年は人の子と結婚し、子供も生まれた。

　妾の美しさに求婚が絶えなかったが、誰とも結婚はしなかった。

　当たり前じゃ、妾は狐なのだから。

　だが、城に来て、長居しているため、怪しむ者もいる。

「何年経っても、美しいままですね」

「秘訣を知りたいわ」

　僻ひがみかも知れぬが、これ以上城に留まるわけにはいかないかもしれない。

「城を出るだと」

「ああ」

　それに、最近、体の不調を感じる。

　やたらと眠い。

　過去に一度、長い眠りに就いたときがあった。同じ感覚だ。

「どこかで、眠りにつかないといけない。それに、老いることがない妾を怪しむ者もいる。このあたりが潮時じゃろう」

「分かった。でも、眠るカガリを、俺の目から離すわけにはいかない。だが、同時にカガリを怪しむ目があるのは知っている」

「なら」

「城下町に家を用意する。そして、信用できる者をつける。もし、出ていくことにしても、目覚めてからにしてくれ」

「……分かった。その厚意に甘えさせてもらおう」

　妾も安全な場所で眠りに就きたい。




　そして、妾は一軒家というには大きい屋敷を与えられ、一人の口の堅い女中がつけられた。

　妾は、その屋敷で眠りに就くことになり、１年に何度か目が覚めるが、すぐに眠り、数年間、眠りについた。

　完全に目が覚めたとき、少年は病に冒されていた。そして、長くはなかった。

　起こしてくれればよかったのに。目が覚めたときに教えてくれればよかったのに。

「おまえを、心配させたくなかった」

「バカもの」

　最後に言い残した言葉が、国のこと、息子のことを頼むだった。

　どうして、妾を縛りつけるのじゃ。

　だが、妾は少年と約束した。お主が作り上げてきた国を守る。
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　亡くなった少年の息子を補佐しながら数年が過ぎた。息子は亡き父親の遺志を継ぎ、立派な国王になるために仕事をしている。

　妾わらわは相談役という立場を保ちながら、巫み女こという役割も受け、城とは別の場所で生活するようになった。

　理由は、老化しない姿のためだ。

　前国王に従っていた重臣たちは、妾のことを知っている者もいたが、妾のことは秘ひ匿とくとされていた。

　若い者が城に来れば、妾のことは知らない。

　長年、容姿が変わらないと、前と同じように混乱を起こすことになる。

　なので、巫女という立場になった妾のことは、ごく一部しか知る者はいなくなった。

　巫女となったといっても、やることは少ない。

　体を動かさないと鈍るので、目を盗んでは冒険者ギルドに行くようになった。そこで、面白い冒険者たちに出会った。

　エルフとドワーフに人間２人のパーティーだった。

　世界中を冒険していて、この和の国も偶然に向かう船があって、最近やってきたという。目的があるわけでなく、自由気ままに旅をしているらしい。

　冒険者たちは、これまでどんな国に行ったか話してくれる。そんな、いろいろな国に行ける冒険者たちが羨うらやましかった。

　彼らと知り合ってから、毎日のように冒険者ギルドに行った。そんな冒険者たちに惹かれるのに時間はかからなかった。

　この国にいる短い間、彼らと臨時のパーティーを組んだりもした。

「カガリ、強いな」

「お主たちも十分に強い。なにより、戦い慣れている。そして、連携も取れている。他の冒険者たちにも見習ってほしいものだ」

　彼らは、今まで出会った冒険者の中で、誰よりも強かった。

「カガリは、パーティーで戦うのは慣れていないみたいだな」

「妾はいつも一人で戦っていたからのう」

　どのタイミングで仕掛けたら、邪魔にならないのか。どのタイミングで仕掛けたら、助けになるのか、妾には分からなかった。

「隣に一緒に戦ってくれる仲間、背中を守ってくれる仲間がいれば、戦いやすいぞ」

　妾もそう思ったことがあった。

　だが、妾は狐きつねの化け物だ。一緒にいても、いつか仲間は老いていく。

　あの国王になった少年は、妻を娶めとり、子供ができ、亡くなった。

　病気だったが、別れは辛かった。そんな別れをしないといけない。

　だから、妾は巫女の立場を受け入れ、妾と関わる者を極力減らしてもらった。

　種族は違うがエルフは長寿だ。彼にこの仲間たちと別れるのが辛くないのかと問いかけてみた。

「別れは寂しい。だが、寂しいと思うのは、出会えて楽しかったってことだ。寂しいのが嫌だからといって、楽しさを捨てる人生は送りたくない。別れも笑ってすることができれば、良い思い出になる」

　妾は、別れる寂しさを恐れて、人と関わってこなかった。

　なにより、エルフでもない妾は自分のことを説明できなかったことが大きかった。仲間だった者たちに、化け物と呼ばれるのが怖かった。

　別れが辛いと、そう自分に言い訳をしてきたのかもしれない。

　この者たちなら、数日後には別れる。

　妾のことを話してもよいかも知れぬ。

　もし、化け物と罵ののしられたとしても二度と会うことはない。

　でも、妾の正体を知っても受け入れてくれれば、笑って別れることができる。エルフが言う、良い思い出になる。

　妾は自分の正体を明かした。エルフたちは、みな不思議がっていたが、嫌悪感は感じなかった。

　逆に感動されたぐらいだ。人間の女性は妾の耳と尻しっ尾ぽを触りまくった。それを、男どもたちが羨うらやましそうに見ていた。流石さすがの妾も男に触らせるようなことをしない。

　だが、あまりにも羨ましそうに見るので、耳を少しだけ触らせてやった。

　みな、好奇な目や、不思議がる目で見てくるが、化け物を見るようなものではなかった。

　誰かに受け入れてもらえるのが、これほど嬉しいものだとは思わなかった。




　楽しい日々が続くと思っていたが、それは長続きはしない。冒険者たちが和の国を離れる日が近づいていた。

　寂しい気持ちになるが、良い思い出になったのは間違いない。

　別れを惜しみつつ、妾は冒険者たちと一緒にいた。

　そんなとき、冒険者ギルドに緊急の連絡が入る。

　この国には４つの大きな島がある。その一つに巨大な魔物が現れ、街を破壊したという。

　妾は確認するため、一人で飛び出し、そのまま巨大な魔物が現れた島に飛んで向かう。

　その島にあった街は悲惨な状況だった。

　家は崩れ落ち、燃え、人々が倒れていた。

　その状況を作り出した巨大な魔物が、街の中に居座っていた。

　４つの頭を持つ巨大な蛇のような魔物。

　それぞれの頭は火を纏まとい、水を纏い、風を纏い、岩を纏っている。

　言い伝えに出てくる魔物、大蛇おろちだった。

　火の頭の大蛇は炎を吐き、建物を燃やし、人を焼き殺していく。

　水の頭の大蛇は水を吐き、建物を壊し、人を水に溺おぼれさせる。

　岩の頭の大蛇は岩を吐き、建物を壊し、人を岩で押し潰つぶしていく。

　風の頭の大蛇は風を纏い、建物を壊し、人を切り刻んでいく。

　大蛇は少年が作った街を壊し、守ろうとした国民を殺していく。

　妾は怒りの感情を抑えることができず、動いていた。

「ふざけるな！　この国から出ていけ！」

　妾の叫びは届かない。

　火の大蛇に水を放つと、水の大蛇に邪魔をされ、水の大蛇に風を放てば、風の大蛇に邪魔をされる。風の大蛇に攻撃を放っても、纏う風が邪魔をして、届かない。岩の大蛇は硬質で、どんな魔法も弾く。

　人が倒せる魔物ではない。

　人は逃げることしかできない。

　少年に国を守ってほしいと頼まれたのに、なにもできない。

　妾は無力感に打ちひしがれたまま城に向かい、少年の忘れ形見の若き王に報告する。

　すでに国王のところにも連絡が入っており、対処に追われていた。

　若き国王は安全を優先し、国民を逃がすように指示を出すが、大蛇は次々と街を破壊していく。さらに最悪なことに、大蛇に引き寄せられているのか、魔物が大蛇のところに集まる。

　その大蛇に集まった魔物によって、逃げ場を失った人が殺されることが起きる。

　そんな人たちを命懸けで助けに行ったが、多くの者たちが死んだ。

　それでも、逃がすことができた人もいたが、大蛇はゆっくりと、追いかけてきた。

　大蛇は人を追うように街から街へと移動する。

　船で他の島の街に逃げれば、大蛇も海を渡る。

　このままでは、全ての島の街が破壊されるまで、終わらない。

　この国から大蛇が消えるのは、国が消えるときかもしれない。

　若き王は苦悩する。

　だが、答えは出ない。

　妾も正しい答えはもっていない。

　妾は城を抜け出し、冒険者ギルドに向かう。

　冒険者ギルドは騒ぎになっていた。

　街の住民から、他の街にいる知り合いを助けてほしいなどの依頼が殺到していた。

　でも、船を出すことができないから、冒険者たちも助けに行くことはできない。

　それに大蛇に遭遇すれば、自分の命まで危険になる。

　妾はギルドの中を見渡す。

　あやつらは、いないだろう。

　４人の冒険者たちの顔が浮かぶ。

　きちんと別れをしなかったのが残念だ。

　でも、あやつらも死ぬことになる妾の顔を見たくはないだろうから、これでよかったのかもしれぬ。

　ここにいても無駄だと思い、踵きびすを返し、ギルドを出ようとする。

「カガリ？」

　いるはずのない者の声がする。

　まさか、いるのか。

　振り返ると、そこには短い間だが、ともに戦った冒険者たちの姿があった。

「なぜ、お主たちがおる。逃げていなかったのか。あのときなら、まだ商船が出ていたはずじゃ」

　主だった商船は逃げ出してしまった。残っているのは国が管理している船と、漁船ぐらいだ。

　他の国と行き来している船は、もう残っていないはずだ。

　それに、今は船を出すことも禁じられている。

「なぜって、おまえを残して、逃げるわけないだろう」

　他のメンバーも頷うなずいている。

「お主らはバカか」

「冒険者なんて危険な仕事は、バカじゃないとやらないさ」

「それで、どうなっているんだ」

　妾は知っている大蛇の情報を彼らに話した。

「相当、大きいみたいだな」

「人が倒せる魔物じゃない」

「カガリが言うなら、そうなんだろうな」

「妾のことは気にせずに、お主たちも逃げておればよかったものを」

「短い間でも俺たちはパーティーを組んだ。その仲間を見捨てるわけがないだろう」

　その気持ちを嬉しく思うが、逃げてほしかった気持ちもあった。

「だが、お主たちが残ったとしても、倒すことはできない」

　あれは、人が倒せる魔物ではない。

「倒せないなら、封印するしかないだろうな」

　エルフがとんでもないことを言う。

「封印？　そんなことができるのか！」

「できるかできないかと問われれば、可能だ。ただし、条件がいろいろある」

「なんだ。その条件とは!?」

　妾は藁わらにもすがるように、エルフに問い詰める。

「魔物の力が弱まっていること。そして、人が寄りつかない広い場所が必要だ。魔物は瘴しょう気き、負のエネルギーで強くなるといわれている。封印したとしても、人が寄りつけば、人の負の感情でやがて封印が解ける」

　妾は考える。人が寄りつかない場所。

　和の国の中心にある小島。

　妾は和の国の地図を出す。

　この島は人が住んでいないし、滅多に人が寄りつかない。

　国王に言って、立ち入り禁止にすればいい。

「問題は、どうやって、大蛇をその島に呼び寄せるか。そして、どうやって、弱らせるかじゃな」

「国の兵士たちに頼むか」

　城に兵士や魔法使いたちもいるが、動かせるかどうかは、妾の一存では決められない。

「それとも、俺たちだけで戦うか」

「倒せば英雄だな」

　エルフたちが笑う。

　こんなときに笑えるのも強さの一つだ。

「だが、実際問題、妾たちだけじゃ無理だ。人が足りない」

　あの大蛇と戦うには、それなりの人数が必要だ。

　最低でも、あの頭と戦える強さを持つ４つの部隊。

　頭同士が連携しないように戦わないといけない。

「大蛇を見ても逃げ出さず、勇敢に戦える力を持つ者か」

　国王と交渉するしかない。そう考えていると、後ろから話しかけられる。

「何、言っている。勇敢に戦える力を持つ者なら、俺たちがいるだろう」

　振り向くと、大勢の冒険者たちが妾の後ろにいた。

「なんだ。おまえたち」

「その話、俺たちも一枚嚙かませてもらう」

「ああ」

　一人がそう言うと、他の冒険者たちも頷く。

「聞いていたのか」

「あんな、大きい声で、『封印ができるのか！』って聞こえれば、気になりもするさ」

「お主たち、分かっておるのか。大蛇と戦うんだぞ。巨大な魔物、戦えば、命はない」

「この国には大切な家族、友人たちがいる。そんな大切なものを、危険な魔物から守るのが俺たち、冒険者の仕事だろう」

　男の言葉に、他の冒険者たちも頷うなずいている。

　その気持ちが嬉しかった。

　命を懸けてこの国を守りたいと思っているのは妾だけではなかった。

「感謝する」

　妾は深く頭を下げた。
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　妾わらわとこの国の冒険者たちはエルフから、封印の詳しい話を聞く。

　まず、魔物の体内の魔石の力を封印するのが第一だという。だから、魔石の位置を把握しないといけない。

　そして、魔石の力が弱まったところで魔物本体を封印するのだという。

　やるべきことは大蛇おろちを小島に呼び寄せること。

　大蛇の体内にある魔石の場所を把握すること。

　大蛇を弱らせること。

　そして、大蛇が弱まったところで封印する。

「大蛇を呼び寄せるには、船に人を多く乗せて移動すれば追ってくるじゃろう」

「命懸けだな」

「大蛇の魔石の位置は近くで見てから確認するしかないだろう」

　冒険者たちから、「分かるのか？」と質問が出るが、エルフはおよその位置なら分かるという。

「それじゃ、俺たちの役目は大蛇を弱らせることだな」

「簡単だな」

　冒険者たちは笑いながら言う。

　みんな、簡単ではないことは分かっている。

　楽観的にならないと、不安で押し潰つぶされてしまいそうなんだろう。

「大蛇の頭は４つ。それぞれ火、水、風、岩を纏まとっておる。対処方法を考えておいてくれ」

「カガリは？」

「冒険者たちだけに、させるわけにはいかぬじゃろう。国王に伝え、国の兵士、魔法使いたちにも手伝わせる」

　わたしは冒険者ギルドを後にすると城に向かう。




　城では、国を捨てて逃げ出す案が浮上していた。

「ふざけるな！」

　妾は叫んだ。

　国民が、冒険者たちが大蛇と戦おうとしているのに国の上に立つ者が逃げるじゃと。

「逃げる者は追わぬ。じゃが、二度とこの国に戻ることは妾が許さん。貴様も逃げるのか！」

　若き国王に向かって尋ねる。

　国王は首を横に振る。

「残る。自分が死ぬときは、国と一緒だ」

　その言葉を聞いて安心する。

　あの少年の血を受け継いでいる。

「そのときは、妾が先に死ぬ。お主は最後まであがけ」

　そして、逃げ出したい者はこの部屋から追い出したが、半分以上が残った。

「お主たちは、行かないでよかったのか」

　若い者が出ていき、残ったのは年寄りが多い。

「こんな老体が残っては邪魔かもしれませんが、カガリ様同様に先代からお仕えしている身、死ぬときはご一緒します」

「助かる。お主たちにまで出ていかれたら兵の士気にかかわる。それに国民も、お主たちが顔を見せれば安心するじゃろう」

「こんな老人の顔が役に立つなら、いくらでも使いましょう」

　先代から仕えている者たちは国民にも顔が知られている。

　わたしは国王に目を向ける。

「お主は兵士や魔法使いに戦えと命令をしろ。多くの者が死ぬだろう。その姿を心に刻むのがお主の役目じゃ。辛いが、それが国王というものじゃ。目を逸そらすな。そうすれば、皆、大蛇と戦って死ねる」

「死ぬときまで心に刻む……」

　国王は頷うなずく。

　お前の息子は立派な国王になっているぞ。

　国の未来のためにも死なせるわけにはいかぬ。




　準備をする間、大蛇がいる街の住民には、動かず、身を潜めているように伝えておいた。

　大蛇に刺激を与えなければ、反応しないことは確認されていた。

　人を虫けらのように思っているのかもしれない。人も小さい虫が地面にいても気にしない。でも、たくさん集まれば気になるのと同じだ。

　しかし、動かずにジッとしているのにも限界がある。

　人は飲まず食わずでは生きていけない。

　食料や水なども運ぶが、全ての人に行き渡るわけではない。

　早くしないと、残っている者たちも死んでしまう。

　なにより、近くに大蛇がいることで精神がもたないだろう。

　子供もいる。早くしないといけない。

　妾たちは最終確認をする。

　大蛇を引きつける役の者。

　大蛇と戦う予定の島に待機する者。

　封印の仕方を覚える者。




　エルフが一度、大蛇を見たいと言うので、エルフを大蛇のところに連れていくことになった。

「船は使えぬ」

「それじゃ、どうやって」

「妾が連れていく。できれば、驚かないでくれ」

　妾はそう言うと、エルフに背を向ける。妾の頭から狐きつねの耳が出て、お尻あたりから尻しっ尾ぽが出て、体が変わっていき、大狐になる。

「……狐」

「なにも言うな。黙って妾の背中に乗れ」

　エルフは黙って背中に乗る。

「しっかりつかまっておれ、落ちるなよ」

　エルフを乗せて、海を越え、大蛇がいる街の近くまでやってくる。

「あれが大蛇か……本当に大きい」

　離れていても、巨大さが分かる。

「怖おじ気けづいたのか」

「怖くないと言ったら、噓うそになるだろう。だが、引き下がるわけにはいかない。今は、話に聞く属性を纏まとっていないな」

「攻撃を仕掛ければ、すぐに纏う」

　一度、チャンスかと思って、攻撃をしたことがあったが、すぐに反応してそれぞれの力を纏った。

「だが、それぞれ別の属性を持つ頭か」

「どうした？」

「体の中にある魔石が一つとは限らないと思ってな」

「魔物の中に複数の魔石があるなんて話は聞いたことがないぞ」

「いや、過去に、２つ持った魔物がいた」

「そうなのか」

「攻撃を仕掛けて、反応が見たいが」

「やめてくれ、まだ住民が隠れ住んでいる。攻撃を仕掛けるにしても大蛇と戦うことになる決行当日だ」

「わかっている。だが、もしものことを考えて、複数準備をしておいたほうがいいな」




　そして、準備が進み、大蛇との決戦当日になる。

　勝っても負けても、これが最後の戦いとなる。戦いが終われば、再び戦える力は残らないだろう。だから、絶対に勝たないといけない。

「それじゃ行ってくる」

　妾は一人で、大蛇が鎮座している街へ行く。

　大蛇を小島に呼び寄せる役目は妾が引き受けた。それが一番、戦力を消耗せず、かつ確実だからだ。船で呼び寄せた場合、もし、船が壊されでもしたら、船に乗っていた戦力を失うことになる。なら、空を飛べる妾が引きつけたほうが、他の準備に人を回すことができる。




　妾が街に行くと、大蛇は我がもの顔で街の中央にいた。

　街の住民には大蛇に気づかれないように、密かに伝達され、大蛇の通る道は人払いされている。そんな命懸けの仕事を冒険者たちが行っていた。

　妾は特大魔法を大蛇に向かって放つ。

　決戦じゃ。

　魔法が命中すると、大蛇はすぐにそれぞれの体に属性を纏う。

　エルフの言うとおりに、複数の魔石を持っている可能性は高い。

　どこにある？

　妾の仕事は大蛇を引きつけて、小島に呼び寄せるだけじゃない。

　魔石の位置を調べることもある。

　大蛇が魔力を使えば、体内の魔石が反応する。

　エルフから教わった魔石の位置を探す魔法を使う。

　妾は大蛇に攻撃を仕掛ける。大蛇は炎を吐き出すとき、頭の中心あたりから魔力反応が出た。それは火の頭だけでなく、水も風も岩も同様だった。

　魔石が４つ。

　しかも、反応が大きい。

　他の魔物で確かめたときは、こんな大きな反応は感じられなかった。

　10倍、１００倍、それ以上かもしれない。




　大蛇が動きだす。

　建物が崩れ、妾を追いかけてくる。

「そうじゃ、こっちについてこい」

　妾は小島があるほうへ大蛇を誘おびき寄せる。

　こっちに来い。

　大蛇が海の中に入る。炎は消えるが、水の大蛇の水量が増す。陸にいたよりも威力も増し、風の大蛇の影響で、海が荒れる。さらに大蛇が動くだけで、大きな波が立つ。

　火の大蛇の力が弱まるから、海で戦う案もあったが、却下したのは正解だった。

　もしそうしたら船は簡単に沈んでいただろう。

　水の大蛇が、妾めがけて水を吐いてくる。妾は避よける。

　妾は大蛇の攻撃を躱かわしながら、大蛇を封印するための島に着いた。

　そこで待っていたエルフたちに魔石の位置を伝える。

「やっぱり、そうか」

「厄やっ介かいだな」

「いや、そうでもない。一つの魔石であの強さよりは、４つの魔石を合わせての強さなら、一つずつ削っていけばいい」

　仲間の言葉をエルフが否定する。

　確かに、強敵一人よりも、雑魚４人を一人ずつ倒すほうが楽だ。




　そして、妾たちは予定どおりに、大蛇消耗戦を開始する。

　冒険者たち、兵士たち、魔法使いたちのそれぞれの戦いが始まる。

　主に、頭には魔法が使える者たちが挑み、胴体には魔法が使えない者たちが攻撃を仕掛ける。

　皆が同時に大蛇にダメージを与え、再生に魔力を使わせて、力を消耗させる。

　たとえひと刺しでも、回復には魔力を使う。




　冒険者や国の兵士や魔法使いたちが倒れていくが、確実に大蛇も消耗していく。

　どこもかしこも、死し屍し累るい々るいだ。

　そして、戦いの最中、予想外の事実が判明する。

「魔石がもう一つあるだと？」

　エルフが、体の中央にもあると言いだす。

　それぞれの頭だけでなく、体の中央にある魔石からも、魔力が頭に供給されているという。

「それじゃ、一つずつ倒していく方法は使えぬというのか」

「使えぬわけじゃない。本体の魔石の供給を他の場所に使わせればいい。今以上に胴体への攻撃を増やし、胴体の再生に魔力を使わせる」

「そんな戦力、残っているわけが」

　今もギリギリの戦いだ。冒険者や兵士が倒れ、魔法使いの魔力がなくなり、逆に戦力は減っているぐらいだ。

　そんな戦力はないと言おうとしたとき、後ろから声をかけてくる。

「それなら、俺たちが、その役目をさせてもらう」

　妾の後ろには、そこにいるはずがない若き国王がいた。

「俺とともに戦ってくれる部下たちを連れてきた」

　城には国王を守る兵士や魔法使いなどが残っていた。それを連れてきたという。

「なぜ、来たのじゃ！」

「ここで負ければ、どっちにしろ死ぬ。それなら、戦力を残したまま死ぬより、ここで戦って、少しでも勝てる可能性に賭かけたほうがいいだろう」

　国王が言っていることは正しい。

　そして、無傷な増援は、今の妾たちにとってはありがたい。

「感謝する。助かる」

「カガリに礼を言われるのは、初めてかもしれぬな」

　若き王は笑う。

「だが、お主は安全な場所にいてくれ。お主が死ぬのは最後じゃ。お主が亡くなれば士気にかかわる。勝てる戦いも。勝てなくなる」

「分かっている。飾りとはいえ国王だ。お主たちに迷惑はかけない」

「いや、お主は立派な国王じゃ」

　弱者を守ると言っていた少年を思い出す。

　お前の息子は立派な国王になった。だからこそ、ここで死なせるわけにはいかない。




　妾たちは新たな戦力を投入して、大蛇との戦いを再開する。

「いい加減に、倒れろ！」

　ついに、一つの頭が倒れる。まだ、動こうとするが、ドワーフが地面に大きな穴を開ける。大蛇の頭が首から地面の穴に落ちる。すかさず魔法使いが土で埋める。

　そこにエルフが駆けつけ、地面に魔法陣を描く。

　地面が光り、消える。

「一つ封印できた」

　だが、他の頭が動いている間は封印が解ける可能性があるので、魔力を流し続けないといけない。

　魔法使いたちはエルフの代わりに魔力を流し続ける。どんなに危険な状態でも、この場から離れることは許されない。

　そして、妾たちは、大蛇を次々消耗させ、封印していった。残りの頭は一つになる。ここまで多くの犠牲のおかげで辿り着くことができた。そこらじゅうに多くの者が倒れている。だが手を差し伸べることはできない。

　前に進むしかない。倒れている者の代わりに戦わないといけない。

　それが例え、化け物と言われたとしても。

　妾は大狐になり、大蛇と戦う。

　皆、驚くが、エルフたちがこの国の守護獣だと叫ぶ。

　そのおかげで、皆に力が湧く。

　まさか、この姿が皆の力になるとは思いもしなかった。

　皆、最後の力を振り絞り、大蛇の頭を１つずつ倒していく。

　残り１つ。

「これが最後じゃ」

　妾の魔法が大蛇に命中する。

　最後の大蛇の頭が倒れる。

「今じゃ！」

　エルフが封印を行い、最後に胴体を封印して大蛇との戦いが終わった。

　勝ったとは言えなかった。

　多くの者が死に、多くの者が怪我をし、傷ついていない者は一人としていない。

　それでも、生き残った者は泣き喜び、死んだ者に対面して泣き崩れる。疲れて一歩も動けない者ばかりでこれ以上戦うことはできない。

　封印するのが精一杯だった。

　でも、守ることができた。




　そして、大蛇討伐の後処理が落ち着いてきたとき、英雄とされた冒険者が４人いた。彼らは、いつも中心にいて、戦っていた。

　その４人がいなかったら、勝てなかったと言われるほどだった。

「４英雄か」

「５英雄だろう」

　国王が妾の独り言を訂正する。

「妾は別に」

「カガリに救われた兵士たちは多い。なかにはカガリを神様と崇あがめている者もいるそうだぞ」

「妾は狐の化け物じゃよ」

「そんな綺き麗れいな化け物はいない」

「お主、子供だと思っていたが、そんなことを言うようになったんじゃな」

「何歳だと思っているんだ。もう、俺は子供だっている、いつまでも子供扱いはやめてくれ」

「そうじゃな。お主は立派な国王じゃ」

「でも、本当にあの島で暮らすのか」

「誰かが守らないといけない。妾の正体も多くの者に知られてしまった。あの島で、しばらくの間、ひっそりと暮らすのもいいじゃろう」

　戦いの最中、力を発揮するために、大狐になって戦った。

　妾のことは知れ渡ってしまった。

「誰も、化け物だなんて思っていない」

「分かっている。でも、しばらくは静かに暮らしたい」

　戦いが終わった後も、誰も妾の正体を尋ねてくる者はいなかった。

　無視をされるわけではない。ちゃんと挨あい拶さつはされる。でも、なんともいえない表情で見てくる。しかし、嫌な気分ではなかった。




　そして、街の復興が始まった頃、パレードが行われることになった。

　中心になって大蛇と戦った冒険者４人と妾が英雄とされ、ともに戦った兵士や魔法使いたちと国中を回ることになっていた。

　なのに。

「やつらがどこにもいないだと」

「はい。どこにもいません」

「カガリ様へ、この手紙をお渡しするようにと」

　女中が手紙を差し出す。

　手紙はエルフら４人からで、この国から出るというものだった。

　俺たちは英雄ではない。ただの冒険者だ。だから、また冒険に出る。カガリ、ありがとう。楽しかった。

　皆の手紙には、それぞれの思いが書かれていた。

　すでに、妾は大蛇の封印を守ることを４人に伝えてあった。

　国を出ることを話せば、妾の心が揺れると思ったのじゃろう。

　出ていくのは分かる。

　だが、英雄の名を妾に押しつけるとはなんだ。せめて、パレードが終わってから出ていけ！

　妾は逃げ出すこともできず、英雄の一人として、国中を回ることになった。








　あとがき






　くまなのです。『くま　クマ　熊　ベアー』19巻を手に取っていただき、ありがとうございます。




　19巻は和の国の話の後半となります。

　ユナは過去の英雄ムムルートさんを連れて、カガリさんと共に大蛇と戦うことになりました。もちろん３人だけではなく、サクラ、シノブ、それからムムルートさんと一緒に付いてきたルイミンたちも、それぞれできることで、大蛇と戦いました。

　今巻で、和の国の戦いは終わりました。

　次回の巻では、その後の和の国のお話と、ユナの新たな冒険が始まりますので、楽しみにしていただければと思います。




　あと、皆さんが気になっているアニメ２期ですが、もうすぐ発表があるかと思います。作者も微力ながらお手伝いをさせていただいています。

　シナリオの監修をするときに、一番、悩むのは削除するところです。小説と違って全てを入れることは不可能です。本当は全てをアニメにすることができれば一番良いのですが、そんなことはできませんので、渋々削除したり、話を短くしたりしました。

　自分もアニメを見ることがあるのですが、あの話がカットされていると思うことが度々あります。どの話を入れて、どの話を削除するのかを決めるのは本当に難しいです。

　一番してはいけないのは、原作を読んでいないから話が分からないと言われることだと思っています。それだけは気を付けて、監修をさせていただいています。

　もう少し楽しみにして、お待ちいただければと思います。




　最後に本を出すことに尽力をいただいた皆様にお礼を。

　０２９先生には、いつも素敵なイラストを描いていただき、ありがとうございます。今回も可愛らしい女の子たちを描いていただきありがとうございます。

　編集様にはいつもご迷惑をおかけします。そして『くま　クマ　熊　ベアー』19巻を出版するのに携わった多くの皆様、ありがとうございます。

　ここまで本を読んでいただいた読者様には感謝の気持ちを。

　では、20巻でお会いできることを心待ちしています。





二〇二二年十月吉日　くまなの
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　大蛇討伐が終わって、クリモニアに帰ってきたわたしは、のんびりしている。

「ベッドは寝にくいのう」

　この狐耳を生やした幼女は何を言っているのだろうか。わたしが起こしても、なかなか起きなかったくせに。

「寝てたよね。ぐっすり寝てたよね。声をかけても、ゆすっても起きなかったよね。あと30日とか言っていたよね」

　30分でなく、30日だ。

　一応、疲れていても食事は必要だと思って朝食の用意をしたので、起こそうとしたが、なかなか起きなかった。

　この狐耳を生やした幼女は、和の国で共に大蛇と戦ったカガリさんだ。

　本来の姿は妖艶さが漂う大人の女性だったが、大蛇の戦いで力を使い果たし、幼女になってしまった。

　そして、大蛇の討伐後、カガリさんは和の国の小島にある自分の家にいるつもりだったが、家が壊れていることが判明した。幼女になったカガリさんを小島に置いて帰るわけにもいかず、わたしも疲れていて早く帰りたかったこともあり、クリモニアのわたしのクマハウスに連れて来てしまった。

　それに、いざとなればクマの転移門で送り返すことはできるし、サクラがクマフォンを持っているので連絡することもできる。

「そうじゃが、やっぱり、畳の上で寝たい」

　ワガママ狐だ。

　でも、日本で暮らしてきたわたしとしても、その気持ちは分からないこともない。

　無くなって、初めてその大切さに気付くこともある。身近にあればあるほど、気付かないものだ。

「それじゃ、畳の上で寝る？　和の国で畳を買っておいたから、和室を作ることはできるよ」

「本当か！」

　カガリさんは嬉しそうにする。

　元々、和室を作ろうと思っていたし、問題はない。




　朝食を食べ終えたわたしは、カガリさんが使っている部屋に移動する。

　畳を敷くため、部屋にあるベッド、テーブル、椅子、クローゼットなどは、一度クマボックに仕舞い、部屋の中を片づける。

　そして、窓を開け、換気をしながら家具が無くなった床の掃除をする。

　もちろんカガリさんにも手伝ってもらう。

「なんで、妾も掃除をしないといかんのじゃ」

　カガリさんは文句を言いながらも、くまゆるとくまきゅうと一緒に床を掃除してくれる。

　床が綺麗になったところで、和の国で購入した畳を並べていく

「だが、お主、畳なんて買っておったんじゃな」

「カガリさんじゃないけど、畳は気に入ったからね」

「そうじゃろう。やっぱり、畳はいいじゃろう」

　そう言って、カガリさんは敷いたばかりの畳の上に寝転び始める。その横で、わたしは和の国で買った家具を置いていく。タンスに鏡、ちゃぶ台に座布団。冬にはコタツがほしくなるね。火の魔石を使って、今度作ってみようかな。

　壁にはクマの絵が描かれた掛け軸をかける。

「おお、それっぽくなってきたのう」

　最後に布団を敷いて、枕を置けば完成だ。

　カガリさんは敷いたばかりの布団に寝転ぶ。

「布団も和の国で買ったのか？」

「うん、やっぱり、和の国の物は和の国で揃えないとね」

　和室に洋風なものがあったら、景観が台無しだ。

「お主、本当に、和の国には観光で来ていたんじゃな」

「そうだよ。まさか、希望の光とか言われて、大蛇と戦うことになるとは思わなかったよ」

　お米や醤油、味噌など、それに畳などの、故郷と同じ馴染みの文化が消えるのは困る。

　今後とも、和の国にはお世話になるつもりだ。

　だから、和の国が平和になったのは、わたしにとっても嬉しいことだ。

「ユナ、お主には、本当に感謝している。お主がいなかったら、妾は死んでいた。妾だけではなく、多くの国民も死んでいたじゃろう。誰一人死なずに、大蛇を討伐できたのは、間違いなくお主のおかげじゃ」

「わたしは、自分にできることをしただけだよ。それに、カガリさんが風の大蛇を倒してくれなかったら、他の大蛇は倒せなかったと思うよ」

　倒すことはできたかもしれないが、面倒だったのは間違いない。近寄ることもできなかったし。カガリさんと違って、空を飛ぶことができないわたしにとって、風を纏う風の大蛇とは相性が悪かった。

「他の頭だって、簡単に倒せるものじゃない。過去に大蛇と戦った妾には、お主の凄さは誰よりも分かっている」

「昔って、４つの頭が同時にあって、完全体だったんでしょう。わたしが戦ったのは頭が一つずつだし、寝起きで力が発揮できなかったんだと思うよ」

　頭が一つだったし、封印が解除されたばかりで完全ではなかった。

　当時の大蛇より、数段、力は下がっていたはずだ。

「そうかもしれぬが」

「それに、わたしだけの力じゃないよ。カガリさんはもちろんだけど、ムムルートさん、それにサクラにルイミン、そしてシノブ。誰一人欠けても倒せなかったと思うよ」

　謙遜しているわけではない。本当にそう思っている。

　もし完全体の大蛇が復活していたら、どうなっていたか分からない。

「そうじゃな。皆が力を合わせたおかげじゃな」

「「くぅ～ん」」

　くまゆるとくまきゅうが「自分たちは？」って感じに抗議するように鳴く。

「すまぬ。お主たちもいたな」

　カガリさんも、くまゆるとくまきゅうの言葉が分かるように返事をする。

「そうだね。くまゆるとくまきゅうがいなかったら、封印が早く解けたり、サクラとルイミンが死んでいたかもしれないね。２人ともありがとうね」

「サクラたちを守ってくれて感謝する」

「「くぅ～ん」」

　わたしたちがお礼を言うと、今度は嬉しそうに鳴く。

　カガリさんは、長年、大蛇が封印されている小島を、一人で守ってきた。

　わたしは開いている窓の外を見る。窓から心地よい風と日差しが入ってくる。人々の楽しい声も聞こえてくる。

　平和だ。

　英雄や勇者を気取るつもりはないけど、守れてよかったと思う。

　偶然にも神様からもらったクマ装備を持っているわたしが、偶然タールグイに乗っていて、偶然タールグイが和の国の近くを通ったおかげだ。

　……偶然だよね。

　そのことをは、わたしを乗せて、和の国の近くを通ったタールグイにしか分からない。

　まあ、和の国を救えたんだから、どっちでもいいことだ。

　静かだなと思っていると、カガリさんはくまゆるとくまきゅうを抱きながら寝ていた。

　本当に疲れていたんだと思う。

　一人で、封印を守ってきた。でも、その役目は終えた。

　今はゆっくりと休んでほしい。

　風邪を引かないように布団かけ、カガリさんのことはくまゆるとくまきゅうに任せて、わたしは静かに部屋から出ていく。

「おやすみ、カガリさん」
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